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「人間性豊かな子ども」の育成をめざし、教育委員会は、指導

の重点として、「学力を向上させます」、「認め合う高め合う関

係を築く力を育てます」を掲げ、平成 28 年度に様々な施策に取

り組んできました。また、学校でも重点を基にし、学校教育目標

の実現に向けて取り組んでいました。 

 特に、学力の向上では、各学校とも教員の指導力向上が不可欠

と考えており、学校研究の取組みにより、一定の成果を上げてき

ていると考えています。今後も、現状に甘んずることなく、教員

の指導力が向上すれば子どもたちにとって有益になるはずです。

この一年を振り返り、平成 29 年度がさらに良い一年にするため

にも研究を推し進めていくことが大事ことではないでしょうか。 

 

次期学習指導要領は、平成 29 年度が周知期間となります。今

回の改定では、各学校が今後、教育課程を通じて子どもたちにど

のような力を育むのかという教育目標を明確にし、それを広く社

会と共有・連携していけるようにするためには、「社会に開かれ

た教育課程」を実現するという理念のもと、学習指導要領等に基

づく指導を通じて、「子供たちが何を身に付けるのか」を明確に

示していく必要があると示しています。 

裏を返すと、主体的に学校運営していくために、校長を中心と

して、全職員が協働しながら子どもを育んでいくという使命を課

せられたといっても過言ではありません。 

実現にあたっては、学習する子どもの視点に立ち、教育課程全

体や各教科等の学びを通じて「何ができるようになるのか」とい

う観点から、育成すべき資質・能力を整理します。その上で、整

理された資質・能力を育成するために「何を学ぶのか」という、

必要な指導内容等を検討し、その内容を「どのように学ぶのか」

という、子どもたちの具体的な学びの姿を考えながら構成してい

く必要があります。 

 

これからの未来を築いていく、目の前にいる子どもたちに「豊

かな学びができる」ように、教育委員会と学校とが益々連携を強

化にしながら進めていくことが重要であると考えます。 

 

終わりにあたり、所報の編集に際しましては、多く方のご協力

を戴きましたことを感謝申し上げます。また、関係していただい

た方々の益々のご活躍とご健勝をお祈り申し上げます。 
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日本の教育    平成 28 年度   

 

熊本を中心に震度７の地震が４月 14日、16日の２度起き、大きな被害をもたらし

た。８月に天皇陛下がビデオメッセージで退位の意向を示唆し、国民的議論が巻き起こ

った。小池氏が東京都知事に当選し、東京オリンピックの会場や豊洲移転の問題などが

話題になった。夏に行われたリオ五輪では史上最多のメダル 41 個を獲得し日本中が沸

いた。また、ノーベル生理学・医学賞を大隅教授が受賞し、３年連続での受賞になった。 

海外では、イギリスの EU 離脱決定、トランプ米大統領の誕生、韓国朴大統領の弾劾

訴追罷免決定など、大きな出来事が起きた。 

以下、本年度の教育界の主要な動きを記す。 

 

◆全国学力学習状況調査 

小学校６年生と中学校３年生を対象とした「全国学

力・学習状況調査」が４月 19日実施された。４月に発

生した熊本地震の影響により熊本県は中止、宮崎・大

分両県の一部学校で延期をするなど影響を受けた。今

回で通算９回目になり児童生徒約 207 万人余りが参加

し国語と算数・数学の２教科について調べた。委託業

者の集計ミスがあったことから、結果の公表が当初の

予定より１ヶ月以上延期された。 

公立小中学校の児童生徒の平均正答数を都道府県別

に分析すると、小学校では国語のＡ問題と算数のＡ・

Ｂ問題、中学校では数学のＡ・Ｂ問題で、全国平均と

下位３都道府県の成績との差が前年度より縮小した。

ここ数年の傾向を見ると、小中学校ともに全ての教

科・問題で下位３都道府県の成績の底上げが進んでい

る様子がうかがえる。 

◆学習指導要領告示 

８月に次期学習指導要領の審議のまとめが公表さ

れ、３月 31日に告示された。 

今回の改訂では、「社会に開かれた教育課程」が重

視され、今までは「何を学ぶか」が中心だったが、「ど

のように学ぶか」「何ができるようになるか」等学習

に取り組む目的や意義を明確化し、その実現に向けた

授業改善として、「主体的・対話的で深い学び」が提

唱された。 

小学校の外国語活動は、中学年で「外国語活動」高

学年で「外国語科」として教科化され、小・中・高等

学校一貫した学びを重視し、外国語能力の向上を図っ

ている。 

また、人工知能（AI）の飛躍的進化、世の中の情報

化に対応するため、小学校からプログラミング教育が

導入され、総合的な学習の時間を軸に体験的な学習を

重ね、各教科等で「プログラミング的思考」を育成す

ることになった。 

小学校は平成32（2020）年度、中学校は平成33（2021）

年度完全実施。高等学校は平成 34(2022)年度から年次

進行で実施予定。 

◆障害者差別解消法が施行 

４月１日から「障害を理由とする差別の解消の推進に

関する法律」（障害者差別解消法）が施行され、国公立

の学校は「障害を理由とする不当な差別的取り扱いの禁

止」がされ、「合理的配慮の提供義務」が課せられた。 

また、「発達障害者支援法」の一部が改正され８月か

ら施行された。「発達障害者への支援は社会的障害を除

去するために行う」との基本理念が追加され、発達障害

児童でない児童と共に教育を受けられるよう配慮した

り、個別の指導計画等の作成やいじめの防止等の対策を

したりすることなどが求められるようになった。 

◆18 歳、初めて国政選挙に参加 

昨年成立した改正公選法により、７月第 24回参議院

議員選挙が実施され、選挙権年齢が 18歳以上に引き下

げられてから初めての国政選挙となった。 

投票率を見ると初選挙となった 10歳代は 46.78%で、

20歳代 30歳代より高く、特に 18歳の投票率は 51.8%

で主権者教育に一定の効果があったといえる。 

◆いじめの問題深刻 

今年度も多くのいじめ事件が発生した。 

８月、青森で中学２年の女子が２学期の始業日翌日に自

殺。スマートフォンにいじめを訴える遺書を残していた。 

11月には東京電力福島第一原発の事故で福島県から

自主避難していた生徒が、転校先の学校で名前に「菌」

をつけられたり、金銭を要求されたりして不登校にな

っていたことが判明。その実態を調査した専門委員会

が教育委員会や学校の対応は「教育の放棄に等しい」

と厳しく非難、文部科学省が調査に乗り出した。 

10 月に 2015 年度のいじめ認知件数が公表され、22

万 4540件で過去最高を記録した。 
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 横須賀の教育   平成 28年度 

－ 子ども － 

 本年度、市立学校に在籍する幼児児童生徒数は、幼稚園 91 人、小学校 18,909 人、中

学校 10,221人、特別支援学校 59人、高等学校 1,166人で、減少傾向が続いている。    

                            （平成 28年５月 1日現在） 

 

 

 

 

 

（１）子どもの体力・運動能力 

小学校３年生から中学校３年生、全児童生徒を

対象に「横須賀市児童生徒体力・運動能力、運動

習慣等調査」が行われた。結果から次のような傾

向が見られた。 

体格について、身長・体重は全国平均値と比較

すると多少の差はあるものの、ほぼ変わらない傾

向である。また、男女とも小学校高学年から中学

校１年生にかけて、痩身傾向児の出現率の増加が

大きい。 

体力・運動能力について、新体力テストの得点

合計では、全国の平均値に届かない学年が多く、

昨年度の結果を有意に上回った学年も少ないが、 

測定項目別に見ると、上昇傾向がみられるものが

ある。「反復横とび」と「ボール投げ」において

は、依然、全国の平均値との差が大きく、本市の

課題である。 

平成 26年度まで、本市の子どもの体力・運動能

力の様子を把握するには、神奈川県の調査へ抽出

されたデータや、全国調査の対象である小学校５

年生と中学校２年生のデータのみがその資料であ

ったが、平成 27年度から本市独自で調査を行い、

より正確に実態をつかむことができることとなっ

た。今後は同一集団の調査結果の経年変化などに

も着目しながらさらに比較分析を進め、子どもの

体力向上推進に活用されることが望まれる。 

〈小学校〉 

全国平均を 50 として比べた体力偏差値 
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〈中学校〉 
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（２）児童生徒の意識調査 

本年度、本市では、指導の重点２として「認め

合い高め合う関係を築く力を育てます」を設定し

ている。その実態を把握するものとして、平成

28 年度実施の全国学力・学習状況調査の児童生

徒質問紙（小学校６年 3,195人、中学校３年 3,245

人）の回答結果を分析したところ、次のような傾

向がみられた。 

 

【規範意識について】表１ 

学校のきまり（規則）を守っていますかの設問

では、90.2％の児童、92.1％の生徒が肯定的な回

答をしている。また、友達との約束を守っていま

すかという設問でも児童生徒ともに９割が肯定

的回答をしている。規範意識については良好な傾

向が見られた。 

 

【学校への満足度】表２ 

 84.6％の児童、77.3％の生徒が「概ね楽しい」

と答えている。前年度よりも肯定的回答が下がっ

ているとともに、中学校においては、全国との差

が４ポイント開いていることから、その要因につ

いて今後検証していくことが必要である。 

 

【いじめについて】表３ 

 95.4％の児童、90.2％の生徒が「いけないこと」

と答えている。この設問は、全ての児童生徒が、

いじめは絶対にあってはいけないと言える必要

がある。各学校において、取組を強化するととも

に、継続して指導していくことが重要となる。 

 

【地域との関わり】表４ 

 62.2％の児童、39.4％の生徒が「地域行事に参

加している」と答えている。全国と比較しても小

学校、中学校ともに５ポイント以上下回ってい

る。地域との関わりについては児童生徒の成長の

上で重要であり、こうした状況を捉えた中で、地

域教材の活用等を考えていく必要がある。 

 

 本市の児童生徒は規範意識をしっかりと持て

ているが、一方で、学校への満足度や地域との関

わりについて課題があることが明らかとなった。 

 

【関わり合いに関する学校の取組】表５ 

82.8％の児童、83.9％の生徒が、「これまで受

けた授業の中で話し合い活動がよく行われてい

たか」の設問で肯定的な回答をしている。特に中

学校では全国を６ポイント以上上回っている。こ

こからは、児童生徒の関わり合いを意識した取組

が市内学校において実践されていることが分か

る。 

 

次年度も本市の重点２「認め合い、高め合う関

係を築く力を育てます」に対して、継続した学校

の取組とともに、本年度明らかになった課題を視

点として、課題を解決するための指導、支援をよ

り一層充実させていく必要がある。 

 

＜各設問の肯定的な回答の割合＞ 

 

表１「学校のきまり（規則）を守っていますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 90.2 92.1 

全 国 91.5 94.7 

 

 

表２「学校へ行くのは楽しいと思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 84.6 77.3 

全 国 86.3 81.4 

 

 

表３「いじめはどんな理由があってもいけないことだと

思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 95.4 90.2 

全 国 96.6 93.6 

 

 

表４「今住んでいる地域の行事に参加していますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 62.2 39.4 

全 国 67.9 45.2 

 

 

表５「これまでの授業で学級の友達（生徒）との間で話

し合う活動をよく行っていたと思いますか」 

 小学校６年生 中学校３年生 

横須賀 82.8 83.9 

全 国 83.4 77.8 
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横須賀の教育    平成 28 年度   

－ 教職員数 －  

資料から職員数の傾向を分析すると、ここ数年は、100 人前後の退職と 100 人前後の
採用を繰り返してきている。その結果、各学校では年齢構成のバランスが崩れ、経験５
年未満の職員が半数を占めるようになった。このため、人材育成を最重要課題として、
教育委員会が中心となり進めている。ただし、数年後には、退職数の減少や児童数の減
少で採用が減る傾向になると推測する。 
この推移から、経験豊富な教員の数は極端に減少し、各学校に経験 10年未満の教員が

増加していくため、教職員の研修の在り方や校内の研修の在り方を検討していく必要が
ある。

◆教職員数の推移状況 

《表１》市立小・中学校の教職定数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

22 
1,130 

（68） 

640 

（26） 

166 

（13） 

1,936 

（107） 

23 
1,158 

（70） 

650 

（26） 

161 

（13） 

1,969 

（109） 

24 
1,137 

（59） 

654 

（28） 

160 

（13） 

1,951 

（100） 

25 
1,114 

（61） 

643 

（27） 

153 

（12） 

1,910 

（100） 

26 
1,103 

（59） 

646 

（27） 

152 

（12） 

1,901 

（98） 

27 
1063 

（59） 

680 

（28） 

159 

（12） 

1902 

（99） 

28 
1058 

（61） 

679 

（29） 

163 

（13） 

1900 

（103） 

      

《表２》退職教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

22 
63 

（４） 

36 

（４） 

５ 

（０） 

104 

（８） 

23 
53 

（２） 

30 

（１） 

４ 

（０） 

87 

（３） 

24 
68 

（２） 

37 

（３） 

８ 

（０） 

113 

（５） 

25 
68 

（２） 

32 

（１） 

16 

（０） 

116 

（16） 

26 
60 

（２） 

38 

（１） 

10 

（１） 

108 

（１） 

27 
76 

(４) 

30 

（０） 

４ 

（０） 

110 

（４） 

28 
50 

(２) 

34 

（０） 

11 

（０） 

95 

（２） 

 

 

《表３》初任者研修対象教員数の推移（人） 

（教諭、養護教諭） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

22 68 32 3 103 

23 49 35 - 84 

24 41 34 - 75 

25 44 40 - 84 

26 45 51 - 96 

27 
37 

（２） 

29 

（２） 
0 66 

28 
47 

（０） 

43 

（１） 

0 

(1) 

90 

(2) 

 

《表４》再任用教職員数の推移（人） 

年 小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学校 
合計 

25 
51 

（７） 

23 

（４） 

11 

（１） 

85 

（12） 

26 
50 

（６） 

25 

（３） 

11 

（２） 

96 

（11） 

27 
47 

(6) 

24 

(3) 

4 

(1) 

75 

(10) 

28 
49 

(6) 

27 

(2) 

12 

(0) 

88 

(8) 

 

  

※平成 28年５月１日現在 

※高等学校は、全日・定時を含む 

※下段については、事務職員・栄養職員数 
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 横須賀の教育   平成 28年度 

－ 教育行政 － 

 平成 28年度の教育費当初予算総額は、127億 405万 5千円、一般会計に占める割合は

8.7％。前年度比で 0.3％、3,963万 5千円の増額。 

 教育委員会は、４月に荒川由美子委員長、三浦溥太郎委員長職務代理者、森武洋委員、

小栁茂秀委員、青木克明教育長で組織された。 

 12月 25日付で、澤田真弓委員が選任された。 

 12 月 25 日付で委員長等が改選され、教育委員会は、荒川由美子委員長（再任）、小

栁茂秀委員長職務代理者、三浦溥太郎委員、澤田真弓委員、青木克明教育長で組織され

た。 

 

 

◆教育政策関連 

本市の教育振興に関する基本的な計画である

「横須賀市教育振興基本計画」における第２期の

具体的な施策や事業を示した「第２期実施計画」

を平成 26 年３月に策定した。 

この計画では、｢『生きる力』の育成｣を目指し

た学校教育編、｢いつでも、どこでも、だれでも

学べる社会の実現｣を目指した社会教育編、｢豊か

なスポーツライフの実現｣を目指したスポーツ編

の３つに区分して、施策・事業を位置づけている。 

子どもの教育を重点的に捉え、子どもの教育に

関する考え方を「横須賀の子ども像」と「目指す

子どもの教育の姿」として示し、学校・家庭・地

域での教育を充実させるとともに、共通の意識を

持って、相互に連携を図っていくことを目指して

いる。 

このことの実現に向けて、「学校・家庭・地域

の連携推進」「学力・体力の向上」「いじめ・暴

力・不登校の未然防止と早期解決」「学校の教育

力向上」「社会教育施設による学習支援の推進」

を重点課題として位置付け、対応する事業を中心

に取り組んだ。 

 

◆教育指導関連 

本年度は、学力向上事業・国際コミュニケーシ 

ョン能力育成事業を中心に事業の推進を図った。 

学力向上事業では、市立全小中学校へ学力向上

サポートティーチャーの派遣や土曜寺子屋教室の

開催、小学校３年生少人数指導に係る非常勤講師

の配置等、児童生徒の学力向上を図る取組を行っ

た。 

国際コミュニケーション能力育成事業では、市

立全学校へネイティブスピーカー指導者の配置や

小学生がネイティブスピーカーや海軍基地の児童

等と英語でコミュニケーションを図るイベント

「横須賀 English World」を開催した。また、中

学校２校において、タブレットを活用した英語ド

リルをモデル導入し、その効果検証を行った。 

 児童生徒の行事として、小学校５年生芸術鑑賞

会、子どものための音楽会、小学校創意工夫展 

読書感想画展、児童生徒造形作品展、児童生徒書

写作品展等の行事を開催した。また、作詞･作曲募

集、学校文集等の作品募集も行った。 

 研究委託については、幼・小・中・高等学校・

特別支援学校 74校園及び教科・教科外の 36研究

会に委託した。 

 その他の研究活動として、幼稚園教育課程研究

会、小学校教育課程研究会、中学校教育課程研究

会、高等学校教育課程研究会を開催した。 

 

◆支援教育関連 

本年度の支援教育を進めていくにあたり、『認

め合い高め合う関係を築く力を育てる(重点２)』

を目標に掲げ各事業を実施してきた。 

 これを具現化するため、「特別支援教育」や「不

登校」、「いじめ防止」等従来から行っているこ

とをベースとして、「授業のユニバーサルデザイ

ン化」や「支援教育的な集団づくり」を推進した

り、学校の相談員、相談教室担任や指導員など「支

援教育関係スタッフの資質向上」を目指した研修

を行ったりした。 

共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育シ

ステム構築の推進を目指し、各種研修会をより充

実した内容にするとともに、校内研修等において

浸透を図った。 

研修では、支援教育研修講座、特別支援学級新

担任者研修講座、児童指導担当者研修講座、生徒

指導担当者研修講座を実施した。また、支援教育
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コーディネーター連絡会では、「合理的配慮」や

「資源の活用について」等研修を行い、支援教育

コーディネーターとしての専門性向上を図った。 

 また、スクールソーシャルワーカー(SSW)が増員

されたことにより、不登校児童生徒への対応や児

童生徒の問題行動等の予防及び早期解決に向け

て、SSW が丁寧にそれぞれのケースに対応して支

援策を組立てたり、継続した相談を行ったりした。 

 主催行事としては、不登校児童生徒及びその保

護者を支援するための「不登校をともに考える会

(７/16)」や「不登校相談会・進路情報説明会(10/

１)」を開催した。特別支援教育では、「第６回児

童生徒ふれあい作品展」(12/２～12/６）、就労相

談会「就労支援のための合同学習会（１/14）」を

開催した。 

 

◆学校保健関連 

学校保健関係では、児童生徒の疾病を予防する

ため、就学時健康診断、結核検診、尿検査（蛋白、

潜血、糖）および心臓検診の健康診断を実施した。 

学校病に罹患した要保護および準要保護児童

生徒に対して医療費を、準要保護児童生徒に対し

て眼鏡購入費等をそれぞれ援助した。 

児童生徒に安全な環境を確保するとともに教

育効果を高めるため、学校の環境衛生検査を行っ

た。 

学校保健の充実発展を図るため、心肺蘇生法実

技研修講座、薬物乱用防止・食育・食物アレルギ

ー・健康安全に関する研修講座、養護教諭研修講

座、よい歯の図画・ポスターコンクール及び標語

コンクール、横須賀市学校保健大会などを開催し

た。 

学校管理下における児童生徒の災害に対して

独立行政法人日本スポーツ振興センターに給付金

を請求し、保護者に支給した。また、市立学校災

害見舞金支給要綱に基づき見舞金を支給した。 

 

学校給食関係では、学校給食法に基づき、市立

小学校・ろう学校では全市統一献立により、養護

学校は独自献立により完全給食を、市立中学校で

はミルク給食を実施した。 

給食実施に伴う各種研修会、各種検査、給食施

設の維持管理、給食用備品・消耗品の整備、給食

用食器の樹脂製 PEN（ポリエチレンナフタレート）

食器への順次交換などを行った。また、統一献立

での地場産物の使用や米飯給食の推進、就学前児

童が給食を体験し在校児童と交流する学校給食交

流体験事業を行った。 

準要保護児童生徒の給食援助費の支給、学校給

食費の未納調査や督促、未納分の児童手当からの

徴収を行った。 

中学校の昼食のあり方を検討し、中学校完全給

食を実施することを決定した。（開始時期等は検

討中） 

 

◆スポーツ関連 

前年度に引き続きよこすかドリーム・スポーツ

プロジェクト推進事業を実施した。 

第65回中学校総合体育大会開会式が４月16日、

横須賀アリーナで行われた。第 41回小学校児童相

撲大会は５月７日、第 48回小学校児童陸上記録大

会は 10月 15日、第 67回男子・第 33回女子中学

校駅伝競走大会は 10月 22日、第 34回表現運動・

ダンス発表会は 11月 12日に、第 50回小学校児童

ボール大会は 12月２日に、それぞれ開催された。 

 

◆学校管理関連 

本年度の主な学校教育施設整備は、グラウンド

改修（浦郷小・荻野小・浦賀中）３校、外壁塗装

（馬堀小・粟田小・不入斗中・衣笠中・馬堀中・

鴨居中）６校、トイレ改修（鷹取小・山崎小・森

崎小・根岸小・浦賀小・北下浦小・常葉中・長沢

中）８校、体育館屋根改修（岩戸中・長井中）２

校などを実施した。 

上記の他にも様々な学校で施設改修を実施し

た。 
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教育研究所概観   平成 28年度 

 

「学力を向上させる」「認め合い高め合う関係を築く力を育てる」を重点課題として、

各課が連携を取りながら、本市の子ども像『人間性豊かな子ども』に迫るため各施策・

事業を推進してきた。例年どおり「全国学力学習状況調査（小６、中３）」「横須賀市

学力状況調査（小５、中２）」の結果を公表した。 

市内小・中学校においては、「小中一貫教育に関する日」を年間３回設定し、小中の

一貫を意識した取組を行った。また、長期休業を活用した授業日数の増加及び土曜日を

活用した授業日数の増加を試行した。 

 

１ 概要 

○教員研修において、職位・経験に応じた資質・

能力の向上と人材育成 

本市における研修体系に基づき、教職員の資質

・能力の向上を図るため、実りある研修を実施し

てきた。 
○調査研究、カリキュラムセンター機能のより一

層の充実 

この２年で、調査研究を充実した事業とするた 
めに工夫をしてきた。今後、カリキュラムセンタ

ーとして、機能を十分に発揮するにはどのように

していくかを検討していく。 
○教育の情報化推進のための３つの柱 
①授業における機器の有効活用 
  各教科で有効に活用することが学習指導要

領に述べられている。本市においても、授業

で活用されることが多くなってきており、機

器のもつ特性を生かして、さらに授業を豊か

なものへとしていく。 
②情報教育の推進 
  教員の指導力をはじめ、情報モラルの育成

等に関しては、課題がある。今後は、他課と

連携して進めていく必要がある。 
③校務における情報化 
  子どもと向き合う時間づくりと教育情報を

共有することをねらいとして、導入して５年

が経ち一定の成果はあった。今後は、今の環

境をどう維持していくかが課題となる。 
○環境整備及び業務・予算の適正な執行 

業務及び予算執行で滞ることなく、適正に執行 
してきた。 
○他課との密接な連携を取りながらの運営 

研修を実施していく上で、関係している課と連

携していくことが必要不可欠である。今後も教職

員の資質・能力の向上を目的として、学校を支援

できる教育研究所として運営していく。 
 

 

２ 調査研究 

横須賀市の学校教育の現状を把握し、学力向上

にむけ、現在の教育課題の解決と学校教育の一層

の充実に貢献することを目指し、「研究員会」事

業を実施した。本年度は５研究員会 32名の研究員

と担当指導主事 13 名がそれぞれの研究テーマに

沿って調査研究に取り組んだ。また、昨年度まで

実施していた６つの研究員会については、研究紀

要を発行するとともに、研究成果の報告会を実施

した。 

長期研修員は、『「特別の教科 道徳」指導に

おける教師の意識向上の取組』を研究主題として、

鶴久保小学校教諭が研究に取り組んだ。 

理科センターとしては、理科室の環境整備を進

めた。また、理科教材の開発とその発信に努めた。  

レファレンスとして、図書・資料室の機能整備

と有効利用の促進、理科教材の展示、コンテンツ

の有効活用に関する情報提供などに努めた。 

 

３ 教員研修 

平成 28 年８月、文部科学省から「次期学習指

導要領改訂に向けての審議のまとめ」が示された。 

そこでは、教育基本法や学校教育法が目指す普

遍的な教育の根幹を踏まえ、グローバル化の進展

や人工知能（ＡＩ）の飛躍的な進化など、急速な

社会の変化を受け止め、志高く未来を創り出して

いくために必要な資質・能力を子どもたち一人一

人に確実に育む学校教育の実現を目指すことが述

べられた。そのためには、教育の直接の担い手で

ある教員の資質・能力の向上は最も重要な命題の

一つである。 

教員の資質・能力の向上については、教育基本

法第９条において「法律に定める学校の教員は、

自己の崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修

養に励み、その職責の遂行に努めなければならな

い。」「前項の教員については、その使命と職責

の重要性にかんがみ、その身分は尊重され、待遇
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の適正が期せられるとともに、養成と研修の充実

が図られなければならない。」こととされている。

このように教員の資質・能力の向上は、教員自身

の責務であるとともに、国、教育委員会、学校な

どの関係者にとっても重要な責務である。 

更には、よりよい学校教育を通じてよりよい社

会を創るという目標を学校と社会が共有し、連携

・協働しながら、新しい時代に求められる資質・

能力を子どもたちに育む「社会に開かれた教育課

程」を実現することが期待され、学習指導要領が、

子どもたちと教職員のみならず、家庭・地域、民

間企業等も含めた関係者が幅広く共有し活用する

ことによって、学校や関係者の創意工夫のもと、

子どもたちの多様で質の高い学びを引き出すこと

が求められている。 

ここ数年、新規教員が大量に採用されるととも

に、ベテランの大量退職を迎え、学校では職員の

大幅な入れ替えが続いている。経験の浅い教員に

対しても、即戦力となるよう過大な期待が寄せら

れ、少ない中堅層においても、学校の運営の主体

となれるよう、優れた能力を発揮できる人材の育

成が急務となっている。同時に臨時的任用職員や

非常勤講師の割合も高くなっており、各校での教

員の若年化が急速に進んでいる。 

 

教育研究所では、このような現状に対して、意

図的で計画的な人材育成を図る研修の仕組みづく

りを模索してきた。制度として定着が図れてきた、

基本研修における「ペア」または「グループ」に

よる校内研修の実施については、授業を通して校

内で学び合う機会の充実につながっている。異な 

る経験者同士がつながり合う場面の設定、教える

ことで学ぶメンターの機会も充実させてきた。 

経験によって培われた教師としての力がしっか

りと継承されていくことが、子どもたちに対する

教育の質の向上につながることと期待される。 

本年度、具体的な目標と方針として①教師とし

て求められる資質、授業力の向上を図ること②学

校組織の活性化と人材育成を図ることを掲げて事

業を展開してきた。 

 そこでは、研修そのものに係る工夫として主体

的に学ぶことのできる演習型の研修や、ワークシ

ョップ型の研究協議等の多様な研修スタイルを取

り入れてきた。また、授業に活用できるようなノ

ウハウの提供も同時に行ってきた。 

 職に応じた研修では、管理職や学校運営に携わ

る教諭を対象に、リーダーとしての在り方や人材

育成を促進する研修内容を充実させた。選択研修

においては、経験年数の浅い教員を対象にしたス

キルアップ研修講座を土曜日に開催し、著名な講

師を招聘して、授業づくりの基礎や日々の教育活

動に生かせる実践的な研修を充実させた。更に、

従来のパワーアップ研修（理科シリーズ・達人シ

リーズ）と併せて「英語シリーズ」をスタートさ

せ、本研究所指導主事が講師を務め、20回実施し

た。教師が学びたいときに学び、自己のキャリア

や職能に応じて、自らの資質を向上できる研修体

系を今後も維持、発展していきたい。 

夏季休業中の選択研修については、各教科や最

新の教育課題（子どもの貧困、性的マイノリティ、

メンタルヘルス、小中一貫教育等）に応じた研修

を実施し、全 76講座、延べ 3,765名の参加があっ

た。 

一人一人が教師としての高い志を持ち続け、学

校においても優れた教師を育てようとする意識が

高まるよう、教育研究所としてのきめ細やかな支

援を大切にして取り組んでいる。今後も時代の変

化に対応できる研修体系・研修内容を整備する必

要がある。 

 

４ 教育の情報化推進 
 学習指導要領に示された「情報教育の充実」

「ICT 機器を活用した授業の展開」を実現するた

め、学校の ICT機器の環境整備と活用推進を図る

事業を行った。また、校務の情報化を目的として

校務支援システムの活用推進を図る事業を行っ

た。さらに、教育の情報化の推進のために、教科

指導における ICT活用研修、授業力向上のための

ICT 活用研修、経験年数に応じた各研修における

教育の情報化についての研修を重ねてきた。 

 本年度も引き続き、授業における ICT機器の活

用推進を軸に、校務支援システムによる通信簿の

作成、中学校調査書の作成、指導要録作成などの

集合研修や訪問研修を適宜行い、現場に寄り添っ

た支援に力を入れた。また、ICT 授業支援サポー

ター制度も引き続き実施した。 

情報セキュリティを確保するため、「学校の保

有する情報の取扱いに関する基準」の周知を図る

とともに、ICT 担当者会や情報セキュリティ月間

（５,10,２月）を通して、情報セキュリティ喚起

の取組を行った。 

 今後の課題は、学習用データベースの充実や授

業における効果的な ICT機器の活用の促進を図る

ための研修や授業支援の充実、職員と児童生徒の

情報モラルの育成などである。加えて、ICT 機器

を活用した次代の授業の在り方を模索し、子ども

の学びの充実についても考えていく。 
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５ 運営委員会 

（１）運営委員 

<委 員 長> 中学校校長会長 

<副委員長> 小学校校長会長 

<委  員> 横須賀総合高等学校長 

< 〃  > 小学校教育研究会長 

< 〃  > 中学校教育研究会長) 

< 〃  > 教職員代表 

< 〃  > 教育委員会事務局 

 

（２）運営委員会 

第１回運営委員会 

  日時 平成 28年５月 11日（水） 10時開催 

  場所 教育研究所 第２研修室 

 第２回運営委員会 

  日時 平成 29年１月 18日（水） 10時開催 

  場所 教育研究所 第２研修室 

  横須賀市教育研究所条例に基づき、年２回の

運営委員会を開催した。 

第１回では、教育研究所の運営についての質

疑応答・意見交換を行った。 

  第２回では、一年間の成果と課題について、

意見交換し、次年度の運営についてご意見をい

ただいた。 

 

６ 平成 28年度予算 
教育研究所費の平成 28年度一般会計予算額は、

671,181 千円であった。このうち、情報システム

の運用や情報教育の推進に係る情報関連予算は

480,610千円で、全体の約７割を占めている。 

 また、各学校費において、市立の小中学校、特

別支援学校、高等学校における教育用パソコン等

の整備・運用に関する予算 140,038千円も所管し

ており、これらを合わせた情報関連予算は、

620,648千円となる。 

また、学校指導費の学力向上事業の一部を専門

的調査研究の立場から所管し、453 千円を計上し

ている。所管予算全体では、811,672千円となる。 

 

合計(①+②) 811,672 

① 育研究所費 小計 671,181 

・情報関連費 

 *情報教育研修費 

 *よこすか教育ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業費 

 *ICT活用教育推進事業費 

480,610 

(6,150) 

(307,834) 

(166,626) 

・給与費 122,524 

・教育調査研究事業費  1,755 

・資料情報提供事業費 2,857 

・理科教育研修費 3,833 

・教員研修事業費 9,676 

・教育研究所管理運営費 49,926 

② 学校費 小計 140,491 

・教育用 PC等の整備・運用費 140,038 

・学校指導費（学力向上事業） 453 

（単位千円） 

 

７ 職員 

所 長 教育研究所の総括 
主査指導主事 各係・班の統括 

〃 研修班の統括 
〃 調査研究班の総括 

係 長 管理運営係の総括 
指 導 主 事 研修等 

〃 研修等 
〃 研修等 
〃 調査研究等 
〃 調査研究等 

主 任 管理運営 
 管理運営 

非 常 勤 職 員 
研修補助・ 
よこすか教師塾等 

〃 
理科教育・ 
よこすか教師塾等 

〃 
教育史・ 
よこすか教師塾等 

〃 調査研究補助等 
〃 研修補助等 
〃 調査研究補助等 
〃 研修事務等 

臨 時 職 員 
図書資料整備、 
研修補助等 

〃 研修事務全般等 
〃 施設管理運営等 

総務課教育 
情報システム室 

 

室 長 
教育情報システム室

の統括 

主 任 校務支援システム等 

〃 校務支援システム等 
非 常 勤 職 員 教育情報データ整理等 
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調査研究関係 
 

◆概 要 

調査研究では、「研究員会」事業を中心とした調査研究の充実と、教育に関する情報

や資料の収集・発信の充実を重点目標として取組を進めた。 

「研究員会」事業は、５研究員会を組織し、それぞれの課題に対して調査研究を行っ

た。また長期研修では、「特別の教科 道徳」指導における教師の意識向上の取組をテ

ーマに研究を行った。 

資料・情報提供事業では、横須賀市教育情報センターイントラネットサイトと教育研

究所図書資料室を充実させることに努めた。経験年数が浅い教員の参考となるよう、イ

ントラネットサイトに学習指導案を掲載したり、教育研究所図書室に「授業づくり」「学

級づくり」などの書籍を整えたりした。また、初任者研修の手引き書を作成し、配付・

活用した。カリキュラムセンターとしての機能の充実を図るべく、イントラネットサイ

ト内の資料の追加・更新・整理に努めた。 

理科センター機能の充実にも努め、理科教育研修講座やパワーアップ研修講座を開講

し、理科教育の充実に努めた。また、様々な理科教育に関する資料を作成し、イントラ

ネットサイトや本研究所の理科室に掲示し、活用を促した。 

 

調査研究事業 

１ 研究員会 

｢研究員会｣の目的は、横須賀市の教育の現状を

把握し、学力の向上にむけ、現在の教育課題の解

決と学校教育の一層の充実に貢献すること、調査

研究の成果を学校に還元することを重視し、横須

賀市の学校教育の改善や発展に役立てることであ

る。本年度は、５研究員会〔①学力向上、②授業

におけるユニバーサルデザイン、③学校組織の活

性化、④教育の情報化、⑤教育コンテンツ〕にお

いて、研究員 32名と担当指導主事 13名が、各研

究員会における研究テーマを掲げ、調査研究に取

り組んだ。 

 

Ⅰ 学力向上 

（１）目的 

横須賀市の学力にかかわる課題を明確にし

て、課題を解決する方策を考え、実践し、その

効果を明らかにする。 
（２）具体的な取組 
①課題の解決方法を検討 

   前年度までの成果を元に、主に読解力の育

成に視点を当て具体的な方法を検討した。 

②市外研究会等への視察 

  市外で行われている大会等へ参加し、本市

の課題解決に向けた様々なヒントを得た。 

③解決方法と次年度以降の方向性の検討 

  課題解決に向けた方策の検討と全市への発

信方法を検討した。 

 

Ⅱ 授業におけるユニバーサルデザイン 

「誰もが学ぶ喜びや楽しさを感じられる授業を

追求する～ユニバーサルデザインをテーマとした

授業～」をテーマに、小学校３名と中学校３名の

メンバーで活動した。 

 研究１年目の本年度は、前年度までの研究成果

物である「授業におけるユニバーサルデザインハ

ンドブック」の周知を図り、活用していただくた

めに次のような取組を行った。 

参考文献による学習、先行研究者の授業参観及

び研究協議への参加等をもとにして、「授業にお

けるユニバーサルデザイン的視点を取り入れた学

習指導案」の書式を検討した。その際、ハンドブ

ックの中のチェックシートを活用し、写真等も入

れて、ユニバーサルデザインの視点が明確になる

ことを意識した。そして、その学習指導案を用い

て研究員が授業実践した。その成果を「授業にお

けるユニバーサルデザイン的視点を取り入れた授

業実践報告書」という形でまとめ、授業や校内研

修等で活用していただけるようにした。 

 

Ⅲ 学校組織の活性化研究員会 

～グループ制の実状と総括教諭の役割～ 

本研究員会は、学校組織が活性化するために、

総括教諭がどのような役割を果たす必要があるか

というねらいのもと立ちあがった。本年度は、グ

ループ制に視点をあて、グループ制において総括

教諭はどのように役割を果たしていく必要がある

かということをゴールに、グループ制の実状につ
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いて調査研究を行った。 

 

（１）学校組織の在り方について 
 研究員会として、学校組織について共通理解を

図るため、「子ども達の豊かな未来を築く学校組織

とは」というテーマで、研究員が今抱える学校組

織の問題や今後の方向性について、検討を行った。 
（２）学校組織に関する調査 
 各研究員の学校を中心として、管理職や総括教

諭だけではなく、すべての教職員が、グループ制

についてどのくらい理解し、また、そのグループ

制に対しての所属感や良さ、課題をどのように持

っているのかについて、記述式のアンケートを実

施した。集計後、学校別、年代別で分析を行い、

グループ制の実状について明らかにした。 
 

Ⅳ 教育の情報化 

 「分かる授業の実現を目指して～児童生徒によ

る課題や目的に応じた情報活用～」をテーマに研

究を進めた。 

教科等の学習目標の達成、情報活用能力の育成

という２つの視点を踏まえ、授業研究を行った。

その際、現在配備されている ICT機器を有効に活

用した。 

 また、情報教育に関わる指導計画例の作成に向

けて、各校の実態把握、資料の収集・分析などに

取り組んだ。 

 

Ⅴ 教育コンテンツ 

 児童生徒が、「生きる力」の育成の基盤となるよ

りよい学級集団づくりを目指し、各学校や学級で活

用できる教育コンテンツの研究に取り組んだ。 

 研究１年目は、学級運営で児童生徒が主体性を

もち、共に関わり合うことができるコンテンツ作

りの研究を進めた。それらは、児童生徒の学びに

つながるものであるか、集団との関わりを広げる

ものであるかを視点として検討を重ねた。 

今後は、発達の段階に合わせた環境整備の工夫

や、学校・保護者・児童生徒同士をつなぐために

開発したコンテンツが、よりよい集団づくりにつ

ながることを実践を通して検証していく。 

 

２ 長期研修 

平成 28年度の長期研修は、「『特別の教科 道

徳』指導における教師の意識向上の取組」を研究

テーマとして実施した。 

概要は、次の通りである。 

①研究員  鶴久保小学校 教諭 

②研究主題 

「『特別の教科 道徳』指導における教師の意

識向上の取組」 

③アドバイザー 

横浜国立大学教育人間科学部准教授 藤井 佳世 

④主題設定の理由 

 道徳科に対して疑問や困り感を抱える教員が

多くいるが、その疑問や困り感が解決されなけ

れば、児童に学びのある授業が実践できないの

ではないかと考えたため。 

⑤研究内容 

本研究は、道徳の指導に関する手立てを行う

ことにより、教師の道徳科に対する意識が向上

し、指導力が高まることを目的とした研究であ

る。まず、アンケート調査で、道徳の授業をつ

くり上げる時に教員が困り感を覚える原因にな

っている「課題」を明確にした。その上で、そ

の「課題」に対する手立てとして、「授業づく

り辞典」「心のもと」という２つの参考書を作

成した。さらに一人で教材研究をする難しさを

解消するために、これらの参考書を使いながら、

学年で教材研究をする場を設定した。その後検

証授業を、３クラスで２回行った。 

その結果、教員側の変容としては、授業づく

りの方法がわかって指導に積極的になる姿が見

られ、また、教員が自らの授業の課題を認識し

て改善を図ろうと努力する姿が見られるように

なった。児童側の変容としては、道徳の授業の

中で、考えのやりとりを楽しんだり、主体的に

参加したりする様子が見られるようになった。 

⑥検証授業 第５学年  

・ 10月「よりよい学校生活・集団生活の充実」 

・ 12月「伝統と文化の尊重・国や郷土を愛する態度」 

⑦研究成果の発信 

・ イントラネット上で情報発信 

・ 中間発表会及び研究発表会の実施 

・ 県教育研究所連盟研究発表会で提案（平成 29

年度実施予定） 

 

３ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 

10月 14日(金)、神奈川県教育研究所連盟第 63

回教育研究発表大会において、平成 27年度横須賀

市教育研究所長期研修員が発表した。授業におい

て、子どもの学習意欲を引き出し向上させる手立

てについて、考察を行った。 

発表テーマ 
 学習意欲を引き出す授業の可能性を探る 
～学力を育む基盤としての学習意欲とは～ 
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１ 課題設定 

「学習意欲」を育てることの大切さについて

は、これまでも折りに触れて強調され、議論さ

れ、研究されてきた。それは中央教育審議会の

報告でもあるように、他の資質能力に係る重要

な要素として認知されている証拠でもある。し

かし、今もなおこのことが問われている。そこ

で本研究では、「授業」という場面に絞り、子ど

もが学習意欲をもつ場面、若しくは学習意欲が

阻害される場面の一端を明らかにすることで、

授業で学習意欲を引き出すにはどうしたらよい

のか、考察したいと考えた。 

２ 参考とした考え方 

(1) 階層性理論 

   人間の欲求には低次から高次まで階層関係

があり、低次の欲求が満たされるとより高次

な欲求が現れる。 

(2) 学習性無力感 

   行動しても結果が伴わない環境下では、行

動しないことが適応的であると学習し、その

後、行動と結果が随伴する環境になっても、

積極的な行動ができなくなる。 

３ 実践・参与観察 

(1) 実践・参与観察の概要 

実践・参与観察では、第５学年算数科での

授業実践を計３回と月１回の参与観察を行っ

た。（授業実践期間中も参与観察を行った。）

また、児童の内面を知るために、児童に対し

随時インタビューを行った。実践を３回行っ

た中で、Ａ児を対象として捉えた。その理由

は、実践３回を通して参加意欲が見られた時

と、見られなかったとき時の差が大きく、そ

こに行動と結果の随伴が認知できなかったこ

とに原因があるのではないかと考えたからで

ある。 

(2) 「図形の角」の実践より 

本実践では、単元始めの授業に参加してい

たＡ児が、次第に元気がなくなり、授業に参

加できない状況が見られた。その後のインタ

ビューから、努力したけれど学習課題と既習

の知識がつながらないまま、授業が進んでし

まったことに原因があると考察した。そこで

グループでの話し合いを多く取り入れること

で、友達同士で疑問を投げかけあい、自己解

決ができるのではないかと考えた。その後の

授業では自分の考えを発言する姿が見られる

ようになった。Ａ児がすぐに疑問を投げかけ

られる環境をつくることによって、Ａ児の中

で学習課題と既習の知識がつながり、授業に

参加する態度が見られたと解釈した。 

(3) 「分数のかけ算とわり算」の実践より 

   本実践を通して、Ａ児は自分の考えをもっ

て授業に臨んでいる様子がうかがえた。しか

し、自分の考えを伝える場面になると、口を

閉ざす姿が見られた。Ａ児は自分の考えを言

葉に出して表現することが苦手なのではない

かと考えた。そこで紙に書いて、自分の考え

を他者に視覚化できるようにした。そうした

ことで、Ａ児は他者から評価を受け、達成感

を味わうような姿が見られた。このように自

分の考えを表現し、他者からの評価を受ける

ことによって、「認められた」という感覚が生

まれるものと考察した。そしてそれは、表現

する場を工夫したことによるためと解釈した。 

(4) 「比例」の実践より 

   本実践では単元を通して、Ａ児が発言をし

たり、友達に話を聞いたりするような学習へ

の参加意欲は見られなかった。そのきっかけ

が単元第１時の授業にあると考え、単元第１

時の授業内容とＡ児を含む児童の反応から、

授業者の課題を明らかにした。授業者が行う

授業の展開によって、子どもが行動を起こし

てもよい結果が得られないと感じた時、つま

り行動と結果が随伴しないであろうと感じた

時（予測した時）に、学習意欲はもてなくな

るものであると考察した。 

４ 実践・参与観察の総合的考察と生成仮説 

以上のことから、授業において子どもの学習

意欲を引き出すためには、まず、子どもがもつ

知識と学習課題がつながるように計画し、場に

応じた支援をする必要がある。考えがつながる

ことで授業に参加する意欲が引き出される。そ

して、子どもの考えがつながったときには、表

現できるように環境づくりをしていく必要があ

る。表現することで、他者に認められ、意欲を

もって起こした行動が随伴した結果となって認

知できる。このように授業者が子どもの考えを

つなげることと、表現し認められる環境づくり

を意識し、授業づくりをしていくことにより、

子どもの学習意欲は引き出され、さらに向上す

ることが考えられる。今回の授業実践及び参与

観察を通して得られたのは、このような知見で

あり、今後の授業づくりのための大事な考え方

が得られたと言える。 
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 資料･情報提供事業   

【図書・資料】 （H29,3,31現在） 

１ 図書資料  

 平成 28年度、図書購入の予算は、CD・DVD付図

書も含めて 43 万円であった。この予算で、合計

115冊の図書と２本の教育用ビデオ（DVD）を購入

した。寄贈本は 27冊。学力向上への対応や各教科

・領域、教師としてのスキルアップ等に関する図

書を購入した。特に学習指導要領の改訂に伴うも

の、教科化される道徳教育に関するもの、学級経

営等に関するもの、教師力を向上させるものや若

手教員向けのものなどを購入した。 

 所蔵数は、図書は新たにカウントした紙芝居５

セットを含め、26,146点、教育ビデオは 25点（そ

れ以外に本研究所内で視聴可能なビデオ 139点）、

DVD73点である。 

 また、保管している市内各学校や各地の研究機

関・大学･学校・出版社等から寄贈された研究紀要

及び教育資料等は、前年度より 301点増え、24,616

点になった。 

本年度閲覧提供した雑誌等は次のとおりである。 

〔定期購入したもの〕 

① 初等教育資料    ② 中等教育資料  

③ 教育委員会月報  ④ 総合教育技術 

⑤ 児童心理     ⑥ 教育    ⑦ 高校教育 

⑧ 日経 PC21   ⑨ 内外教育  

⑩ 教育展望 

〔その他：寄贈等〕 

⑪ 指導と評価  ⑫ 部落解放 

⑬ 人権と部落 

広報よこすか，県のたより，人権のとも，語る

・かたる・トーク，更生保護よこすか，よこすか

ボランティアニュース，よこすか社協だより，ま

なびかんニュースなどは、２階事務室の前にある

雑誌専用書架に配架している。貸し出しはしてい

ないが、いつでも利用することができる。 

購入している新聞は、次の２紙である。 

①日本教育新聞  ②神奈川新聞 

また、教育家庭新聞教育マルチメディア号は毎

月寄贈されている。 

日本教育新聞、教育家庭新聞マルチメディア号

は 2階事務室前の雑誌専用書架に、神奈川新聞は

事務室に配架している。 

 

２ 図書室・資料室の環境整備 

平成 21年度、図書室に整備したデスクトップ型

PC２台は、インターネットでの情報検索やイント

ラネットでの閲覧等に利用していたが、基本ソフ

ト（OS）が古くなったので、25年度にノート型 PC

１台に変更し利用していたが、昨年度、機器の更

改をし、使いやすくなった。 

図書室内のコーナーをより分かりやすくなるよ

う配置の工夫をしている。コーナー編成は、「学

習指導要領」「学校経営・法律関係」「情報・学

校図書館」「教師・教育一般」「新着図書」「学

力向上」「防災」「教員採用試験対策」「特別支

援・教育相談」「国語」「社会」「算数・数学・

理科」「音楽」「図画工作・美術」「体育・保健

体育」「家庭・技術家庭」「幼稚園教育・生活・

総合的な学習の時間」「英語・英語活動」「道徳

・特別活動」「エプロンシアター・ビデオ」であ

る。また、各研究機関からの「研究紀要」や「学

校教育賞」、各学校の学校要覧・PTA 広報誌など

のコーナーも設置してある。 

若手教員向けの書籍を集めたコーナー、ムック

等を集めた「話題のコーナー」、文部科学省や県

教委からの答申等の資料を印刷した「教育情報」

のコーナーなども設置してある。 

９月に神明小学校の児童が職場体験として図書

室を訪れた。図書の返却事務などを体験し、書架

の標示用のプレートを作成し、展示をした。 

図書室前の書棚では、「齊藤喜博全集」「大村

はま国語教室」などや前年度の「児童心理」を配

架し、すぐ見られるようにしている。 

また、総合高校に保管していただいていた蔵書

の整理を本年度から始めた。 

書籍、資料の所蔵数が増えてきたことにより、

収納スペースの確保が課題になっている。若干の

整理はしたが、本研究所として保存していく資料

の精査を行い、継続的な資料の保存が可能となる

よう収集・保存のあり方を検討し、ルールを策定

する必要がある。 

 

３ 図書資料の閲覧と貸し出し 

図書室・資料室の利用規約は、次のとおりである。 

① 開館時間 平日９時 30分～17時 30分 

② 図書室での閲覧は自由 

③ 貸し出ししているもの 

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで 

・ビデオ・DVD  一人５本まで 

・エプロンシアター 

・集団読書絵本「からすたろう」 
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・オーストラリアングッズ 

・紙芝居台 

④ 貸出期間 

原則として、図書は１ヵ月以内、ビデオ・DVD

は２週間、その他のものは 1 ヶ月以内としてい

る。 

⑤ 利用対象者  横須賀市立学校の教職員 

本年度の貸出実績は、次のとおりである。    

 ・図書       309点 

  ・ビデオ      ６点 

 

４ 新刊本等の情報提供 

 新規購入図書の紹介はイントラネットを通し

て行っているが、研究所内でも掲示・配架方法を

工夫したりして、より分かりやすいようにしてい

る。 

また、エプロンシアターなど貸し出しできる教

材用具を見やすい場所に移動したり、手軽に見る

ことができるようにしたりして紹介した。 

  

５ 教科書センター 

 本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センタ

ー」を兼ねており、日常的な教科用図書の閲覧や

問い合わせに対応している。教科書センターとし

て教科用図書展示会は、本年度６月 17 日から６

月 30日まで行った。本研究所の来場者数は、119

人（学校関係者 90人、一般 29人）だった。 

今年度採択替えのある高校教科書 270 冊を加

え、保管してある教科書は 14,378冊。 

  

６ レファレンス・サービス 

本教育研究所の図書室・資料室の保管している

情報・資料をより広く活用してもらうために、教

育資料情報に関する問い合わせには、来所された

方だけでなく、電話や電子メールなどでも応じて

いる。横須賀の学童疎開についての資料、青い眼

の人形の写真資料、横須賀市事務研究会の歴史の

資料等の問い合わせがあったが、それらには、即

時性を求めるものが多いので、優先的な対応を心

がけた。本年度の件数は 18件であった。 

インターネット上には「資料用教科書目録」「写

真で見る横須賀教育史」「教具的民族資料」のデ

ータを公開している。このため、教育図書・資料

の利用者は、市内の教職員や一般市民にとどまら

ず、市外の教職員や教育関係の学生、研究者及び

ライフワークとして教育に関心を持っている人と

多方面に広がっているので、それぞれのレファレ

ンスにできるだけ迅速に対応した。 

 

７ 教育情報センターインターネットでの情報提供 

教育情報センターインターネット上には、次の

資料を提供している。 

① 資料用教科書目録 

② 写真で見る横須賀教育史 

③ 教具的民俗資料 

④ 雑賀コレクション(平成 24年度より 新設) 

第８代本教育研究所長、横須賀市立高等学校

長、横須賀市教育委員長などを歴任された雑賀昭

二先生は、教育に関する道具や機器を中心に集め

られ時代とともに変遷していく教具や視聴覚機

器の散逸を憂い、収集された。 

平成 11 年に、これらの貴重な資料を本教育研

究所に移管された先生は、平成 22 年に亡くなら

れた。その後、ご家族と本教育研究所との寄贈の

手続きが整い、平成 24 年度にこれらの貴重な資

料 199点を、データーベース化してまとめ、広く

多くの方々に供するため、「雑賀コレクション」

と題し、ホームページへ目録とその写真を掲載し

た。 

 

８ 民俗資料 

 民俗資料の数々は、昭和 47年より収集し平成 5

年に「教具的民俗資料集」と題して冊子にまとめ

られた。教育研究所では、冊子の内容を、「教具

的民俗資料」と題し、41点をインターネット上に

公開している。 

  

９ 研究所刊行物  

本年度は、次の定期刊行物を発行した。 

・教育研究所要覧（平成 28年度版） 

・教育研究所所報 78号 

・小学校児童・中学校生徒 研究集録 55集 
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理科教育事業 

平成 27年度に実施された「全国学力・学習状況

調査」の児童生徒質問紙調査の結果（全国平均）

では、「観察・実験を行うことが好きだ」という

回答が、小学生 90.1％、中学生 80.2％であり、前

回を含め、児童生徒は観察・実験を行うことに高

い意欲を示す傾向が失われておらず、理科教育と

くに観察・実験への期待の高さがうかがえる。 

 一方で「観察や実験を週１回以上行った」と回

答した児童生徒は、小学生 46％、中学生 39％とな

り、週あたりの授業時数を考慮すると、やや低め

の傾向であることが読み取れた。 

 子どもたちが意欲的に学習に取り組むことは、

学力向上に向けた重要なポイントであり、この点

からも、観察・実験が充実した授業実施のための、

教員研修の充実、学習環境の整備が求められると

考える。 

 教育研究所の理科教育事業では、教員が学び探

究する場、そして科学への関心を高める場として、

研修講座を中心に、授業支援や情報提供を行って

きた。 

 研修講座は、理科の指導に必要な基礎的技術を

身に付ける内容、指導が難しい観察・実験を含む

単元の教材研究を深める内容、野外での自然観察

における留意事項、授業中の安全指導に関わる内

容等を取り上げた。 

 さらに、教員が科学の最新情報にふれ、関心を

高めることも理科教育の充実における大切な要素

であると考え、教養を身に付ける講座も実施した。 

 研修講座以外の事業としては、理科の学習や指

導に必要な教材の配布や斡旋、観察・実験器具の

貸し出し、研究・研修のための施設の開放、様々

な問合せ・相談への対応などを行うとともに、イ

ントラネットサイト「理科なび」を充実させ、授

業に役立つ資料の提供を行った。 

 また本年度も、児童の科学に対する興味・関心

を高め、学力を向上させることを目的として、「サ

イエンスサマー2016」を継続して開催するととも

に、「土曜科学教室」を年間６回、募集人数を増

やして実施した。 

 なお、教育研究所の諸事業を進めるにあたり、

教育指導課指導主事や小学校理科研究会、中学校

理科研究会、他の研究機関と連携をとりながら、

内容の充実と活動の円滑な実施を図っている。 

 

 

 

１ 理科教育研修講座 

 平成 28年度は下記の３講座を設定した。 

（１）理科基礎技術研修講座 

 （２）小学校・中学校理科教材研究講座 

 （３）科学教養講座 

 

（１）理科基礎技術研修講座 

 主に理科の授業を担当している教師や、

初任の小学校教諭を対象に、理科の指導に

必要な基礎的技術を身に付ける内容として

６講座を実施した。＜表１＞ 

 これらの講座は、理科を指導するにあた

って身に付けておきたい基礎的な内容を中

心に行った。事故防止を含めた観察・実験

の基礎技術、自然観察における知識、身近

な植物資源の活用等について学習した。こ

の６回のうち、４回は自然・人文博物館と

連携し、講師に学芸員を招聘した。また、

３回はフィールドワークによる研修であっ

た。 

 

（２）小学校・中学校理科教材研究講座 

 小中学校の学習内容で、学習効果を高め

るための教材開発や選定、学習展開の工夫

について研修するために２講座（１講座あ

たり２回、計４回）を実施した。＜表２＞ 

 理科教材開発会社に講師を依頼し、様々

な教材・材料を用いての実験方法を学んだ。

第１回は理科の４分野、第２回は電気・磁

界分野及び顕微鏡メンテナンスについて実

習を通して学んだ。多くの実験方法や工夫

が紹介され、原理の理解とともに授業への

生かし方について考えることができた。 

 

（３）科学教養講座 

 理科を指導する教員にとって役立つ技術

や、最新情報を得るために、また、科学に

対して教員自身が興味・関心をもてるよう

にするために１講座を実施した。＜表３＞ 

 国立研究開発法人森林総合研究所 多摩

森林科学園の大谷英児氏を講師に、昆虫の

鳴き声を分析的に聞いたり、鳴き声を視点

に昆虫を見たりすることで自然の不思議

さ、自然の大切さについてご講義いただい

た。 
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２ 理科実験観察教材の斡旋・配布・維持管理 

 生物教材の飼育・栽培・保存及び配布、斡旋を

行った。 

 種ジャガイモ、サツマイモ苗、カイコ卵につい

ては、多くの小学校から購入希望があった。種ジ

ャガイモ・サツマイモ苗については中学校・特別

支援学校からも購入希望があり、需要が増加して

いた。 

 水中の微小生物についても校種を問わず提供依

頼があり、各学校での顕微鏡観察の一助となった。

研究所における研修でも活用したこともあり、提

供依頼が秋まで継続した。県立総合教育センター

から提供されたものを維持管理し、継続的に提供

できる体制をとっている。 

 水生植物等の提供依頼も毎年あり、理科教材園

の整備が十分でない学校にとって、教育研究所の

果たす役割は大きい。 

 

３ 理科資料のデータベース化 

 教育情報センターイントラネットサイトで配信

している「理科なび」では、前年度に引き続き授

業で役立つ情報の提供を目的として、実践資料の

充実に努めた。 

 本年度新たに、横須賀市環境企画課との連携で、

「学校で使える環境教育・環境学習ラインナップ」

にリンクし、情報提供を行った。 

 

４ サイエンスサマー2016 

 小学生の科学に対する興味・関心を高める場と

なる自由研究を支援する目的で実施した。夏季休

業が始まった直後、教育研究所に小学校３年生か

ら６年生までの希望者を集め、実験・観察に取り

組んだ。理科指導に長けた教員が８つのブースを

運営し、児童に研究仮説の設定、実験・観察、考

察という一連の流れを体験させ、自由研究への取

組を後押しした。 

 午前・午後合わせて 80名の募集に対し、228名

の応募があった。 

 

５ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成 

 各学校で選ばれた児童生徒の代表作品１点、及

びサイエンスサマー2016 参加者の作品を研究収

録としてＣＤにまとめ発行するとともに、教育情

報センターのイントラネットサイトにおいて配信

した。 

 この研究収録には、夏季休業中に取り組んだ自

由研究を中心に、優秀作品を含め小学校 73点の研

究成果が掲載された。また、優秀作品を拡大印刷

したものを 12月～１月に横須賀市自然・人文博物

館に展示した。 

 

６ 土曜科学教室 

 児童が自身で行う実験・観察を通し、科学に対

する興味・関心を高め学力の向上を図ることをね

らいとして、土曜科学教室を年間６回実施した。

＜表４＞ 応募に際しては、年間 240人の定員に

対し、618 人の応募があった。前年度の 1.3 倍と

なっていることから、保護者の関心の高さととも

に取組みが認知されてきていることがうかがえ

た。 

 参加児童のアンケートからは、科学への興味の

高まりと主催側の意図が伝わった感想が多く見ら

れた。保護者の参観も多数あり、感想には次年度

への参加希望や継続を望む意見など、実施への肯

定的な意見が多くあった。児童のみならず、家庭

でも理科への興味・関心が高まり、理科教育の推

進の効果が高かったと考えられる。 

 

７ 授業支援 

 理科支援員（非常勤）職員を中心に、理科の授

業づくりの工夫や改善点、安全指導、動植物の飼

育や教材化の工夫、薬品廃棄の方法など様々な問

い合わせや相談に応じてきた。研究所や職員の蓄

積してきた資料や技術等の提供、理科施設や器具

の貸し出しなどを行った。 

 また、デジタル計測に必要な各種センサー、コ

ンセント対応の電子天秤などの備品を購入し、貸

し出しや研修に活用できる環境を整えた。 

 理科実験室の施設や機器等の利用については、

各学校の要望にできる限り応じ、本年度は天体望

遠鏡、空気の温まり方実験器、もののとけ方実験

器、放射温度計、フレキシブル教材提示装置など

を貸し出した。 

 

８ 理科教育事業への協力 

理科教育研修やその他の事業について、小学校

理科研究会、中学校理科研究会をはじめ、多くの

方々との連携・協力を行った。ご協力いただいた

主な方々は次のとおりである。 

小学校理科研究会会長 粟田小校長 

       副会長 大塚大小校長 

       副会長 武山小校長 

中学校理科研究会会長 北下浦中校長 

       副会長 衣笠中校長 
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＜表１＞ 理科基礎技術講座                         （６回 146 名） 

  月  日 講      座      名 指     導     者 場  所 参加人数 

５．13 生物教材の飼育と授業づくり 

         ～カイコ～ 

内舩俊樹（自然・人文博物館） 第２研修室 15 

６．10 自然観察会 

   ～校庭で見られる植物～ 

山本 薫（自然・人文博物館） 高坂小学校 17 

７．28 

～８．10 

はじめての理科実験 教育研究所指導主事    理科実験室 63 

７．29 身近な自然の教材化 高橋良寿 （五感教育研究所） 理科実験室 26 

８．５ 自然観察会 

     ～東京湾の生き物～ 

萩原清司（自然・人文博物館） 走水小学校 

・走水海岸 

17 

10．19 自然観察会 

～学校の周りで見られる地層～ 

柴田健一郎 

    （自然・人文博物館） 

鷹取山 

・鷹取小学校 

８ 

 

＜表２＞ 小学校・中学校理科教材研究講座                  （４回 76 名） 

  月  日 講      座      名 指     導     者 場 所 参加人数 

７．27 科学実験を楽しもう 

～いろいろな実験方法や素

材を知ろう～ 

株式会社ヤガミ 理科実験室 ①26 

②27 

８．９ 顕微鏡の活用と電気の実験

①小学校編 ②中学校編 

株式会社島津理化 理科実験室 ①16 

②７ 

 

＜表３＞ 科学教養講座                            （１回 37 名） 

  月  日 講      座      名 指    導    者 場  所 参加人数 

  ８．８ 鳴く虫を科学する 

～虫の鳴き声リスニング～ 

大谷 英児（多摩森林科学園） 理科実験室 37 

 

＜表４＞ 土曜科学教室 （６回 229 名） 

月 日 対象学年 実施機関 募集人数 応募者数 

６．11 ３・４年 株式会社ナリカ 40 人 153 

７．９ ５・６年 電力中央研究所 40 人 82 

10．１ ３・４年 ケニス株式会社 40 人 127 

11．12 ５・６年 電力中央研究所 40 人 50 

12．10 ３・４年 株式会社ナリカ 40 人 147 

１．21 ５・６年 JAMSTEC 40 人 59 
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研 修 関 係 

それぞれのキャリアステージに応じた研修や、学力の向上を目指した授業づくり、喫緊

の教育課題に応じた研修の充実を図ってきた。 

今年度も、初任者研修のてびき「学び続ける教師を目指して」を作成し、教師としての

心構えや授業づくりの基本的内容を掲載し、見通しをもって研修に臨み、自己研さんを図

るとともに、指導教員との共通のテキストとして活用した。また、中学校教諭は教科に基

づいてグループ編成することにより、協議において、教科専門性の向上を図った。ここ数

年は、新採用教員の大量配置及びベテランの退職に伴って顕著になっている教員のアンバ

ランスな年齢構成をかんがみ、学力向上を目指した授業づくりと人材育成の視点を強調し

た事業を展開してきた。複雑かつ多様化した教育課題に対して、組織として対応すること

が学校現場に求められているためである。 

 

１ 概要 

本年度の目標と方針は、次のとおりである。 

１ 教師として求められる資質、授業力の向上を

図る。 

（１）基本研修において、経験年数に応じた資質

・能力及び指導力の向上を図る。 
（２）選択研修において、授業力向上、教育課題、

学校づくりなど系統的な研修講座を提供する。 
２ 学校組織の活性化と人材育成を図る。 

（１）各学校において組織的、計画的な人材育成

が図れるよう、学校づくり、コミュニケーショ

ン能力、集団づくりなど実践的な研修内容を充

実させ、校内研修との連動を図る。 
（２）各学校において協働性を生かした校内研修

・研究が推進されるよう訪問支援研修を行う。 

本年度、ポイントなる点について次に述べる。 

まず、１の「教師として求められる資質、授業

力の向上」についての例を挙げる。 

①各経験者研修において、教育公務員としての誠

実で公正な職務遂行能力の育成を図る研修を実

施した。「教師のためのハンドブック」を用い

て、公務員倫理やモラルの育成に努めた。 

②初任者研修グループ授業研究において、10年経 

 験者研修受講者がファシリテーターとして協議 

会の進行を務め、話し合いの充実を図った。経

験年数を超えて研修研さんを重ねる有用な場と

なっている。 

③従来のパワーアップ研修（理科シリーズ・達人

シリーズ）と併せて「英語シリーズ」をスター

トさせた。講座では研究所指導主事が講師を務

め、20回実施した。「達人シリーズ」では、前

年度に引き続き、研究会等に所属し、実践を積

んできた教科研究のエキスパートを講師として

招き、教育に対する姿勢や考え方、指導技術な

どを学ぶ内容で、８回実施した。 

④教職 10年、20年経験者研修において、人材育 

成の視点を強調した研修を実施し、校内におけ 

る OJTの促進を図ってきた。 

⑤スキルアップ研修講座を土曜日に開催し、著名

な講師を招聘し、授業づくりや日々の教育活動

に生かせる実践的な研修を充実させた。 

⑥スクールコンプライアンスや学校事故防止、学

校における法律問題の整理について考える研修

講座を実施し、意識の向上を図った。 

  

次に、２の「学校組織の活性化と人材育成」に 

ついての例は、次のとおりである。 

①学校づくり研修講座の充実を図るとともに、人

材育成に関わる内容について多くの機会を通じ

て強調した。新任総括教諭研修を開講し、選択

講座枠も拡充し、学校運営に関する内容を充実

させた。 
②管理職研修の新任校長研修については、「学習指

導要領改訂の方向性と校長の役割」をテーマに

開催した。また、校長会との連携研修や夏季講

座における２講座選択受講を実施し、研修機会

の拡充を図った。 
③臨時的任用職員・非常勤講師研修を教職員課と

共催し、年間５回実施した。同時に横浜国大連

携講座としてテレビ会議システムによる通信研

修を年間３回開催した。 
④「訪問支援研修」として、校内研究への教育研

究所指導主事の派遣により、協働性を生かした

校内研究・研修の充実を支援した。ここでは、

ワークショップ型授業研究協議会の展開を支援

したり、授業研究の充実及び学校職員の協働性

向上に寄与したりしている。 

以上のような取組により、校外研修と校内研修

が連動して学校の組織力が向上すること、そして、

一人一人の教員が人材育成の視点をもって OJTを

進めていくことを期待している。
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指定研修 

経験年数に応じた研修 

教職員のライフステージに沿って、教職経験に応じた体系的な研修により、

教育公務員としての公正な職務遂行能力と資質、そして専門職としての優れた

指導技術の向上を図る研修である。 

各経験年数に応じた職場における役割の理解を深めるとともに、本市の目指

す学力向上の視点を大切にし、指導力の向上や授業における ICT の活用などに

関わる研修内容を実施し、意識の向上を図った。 

 

１ 初任者研修講座 

新採用の教員として求められる資質・能力の向

上を図るとともに、学習指導や学級経営に必要な

基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指した研

修を行った。本年度も外部民間講師より社会人と

してのマナー研修を取り入れ、社会人としての教

師を意識した研修を実施した。前年度に引き続き

５月に指導主事が各学校を訪問し、授業参観と初

任者との面談を行った。受講者は 89名。（養護教

諭３名を含む）研修日数と時間は校外研修年間 21

日以上と校内研修年間 210時間以上を実施した。 

①校外研修（指定 16日 選択３日 異校種２日） 

本年度は第７～10 回宿泊研修において全員模

擬授業を行い、実践的授業力の向上を目指した。 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ４月19日 

開講式 

学校教育部長講話 

教職員の服務 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

横須賀市歌紹介 

 

学校教育部長 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

教育指導課指導主事 

２ ５月24日 認め合い高め合う集
団づくりの基本 

初任者指導アドバイザー 

  野中 信行 

３ 

６月７日 

６月14日 

６月28日 

教育の情報化 教育研究所指導主事 

４ ７月12日 信頼される教師を目
指して 

ハーモニア代表 

中村 真理 

５ 

６ 
７月26日 

人権教育の大切さ・ 

道徳教育の進め方・食
物アレルギー対応に
ついて 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅠ 

教育指導課指導主事 

学校保健課指導主事 

７

８

９ 

10 

８月18日

～ 

19日 

学び続ける教師を目
指してⅠ 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅡ 

確かな学力を育成す
る授業づくりⅢ 

教育研究所指導主事 

学び続ける教師を目
指してⅡ 

11 
10月27日 

11月10日 

横須賀の特別支援教

育 

支援教育課指導主事 

市立養護学校教諭 

12 

11月15日 

11月22日 

11月29日 

グループ授業研究

Ⅰ（中学校） 
教育研究所指導主事 

13 

12月６日 

12月13日 

12月20日 

グループ授業研究Ⅱ

（小学校） 
教育研究所指導主事 

14 １月17日 
横須賀市の支援教育・
児童生徒指導について 

支援教育課指導主事 

15 ２月14日 
特別活動の大切さ・総
合的な学習の時間の進
め方について 

教育指導課指導主事 

16 ３月７日 
学び続ける教師として  
～実践報告会～ 

教育研究所指導主事 

17 ８月６日 
選択研修１ 
「よこすかを知る」 

生涯学習課 

教育研究所非常勤職員 

18 ９月６日 

選択研修２（小学校
教諭のみ「小学校に
おける食教育と外国
語教育の在り方」） 

（教育指導課指導主事 

学校保健課指導主事 

栄養教諭） 

19 選択研修３  

20～21 異校種研修１・２  

②選択研修（３日） 

市主催の選択研修等より選択とした。 

本年度は横須賀製鉄所 150周年記念として、横

須賀市の歴史を学び米海軍横須賀基地内の横須賀

製鉄所跡地を見学する講座「よこすかを知る」を

全員受講した。また、小学校教諭は「小学校にお

ける食教育と外国語教育の在り方」を受講した。 

③異校種研修（２日） 

子どもの成長の段階を見通した上で、適切な指

導力を身に付け、教職員としての幅広い教育観

を形成するために実施した。 

④校外授業研究 

初任者によるグループ授業研究と研究協議（教

職 10年経験者が進行役を務める）を実施した。 
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日 時 担 当 者（敬称略） 

11月 15日 

坂本中学校初任者 

坂本中学校 〃 

鷹取中学校 〃 

11月 22日 
衣笠中学校 〃 

神明中学校 〃 

11月 29日 
岩戸中学校 〃 

不入斗中学校 〃 

12月６日 

大楠小学校 〃 

大塚台小学校 〃 

鶴久保小学校 〃 

武山小学校 〃 

12月 13日 
船越小学校 〃 

大塚台小学校 〃 

12月20日 野比小学校 〃 

⑤校内研修（年間 210時間以上） 

平成 24 年度より初任者研修における非常勤講

師の任用に関する通知の変更があり、校内研修の

総時間数が 300時間以上から 210時間以上に変更

された。 

 研修時間の短縮を通して、研修内容の精選を図

るとともに、初任者の授業や部活動指導の教育活

動や校務処理等、内容の充実を図った。また、研

修報告書類を簡略化し、準備・まとめの時間の効

率化を図った。 

拠点校指導教員方式においては、拠点校指導教

員が担当する研修を週６時間程度、年間 180時間

以上、コーディネーターが割り振る研修を週１時

間程度、年間 30時間以上実施した。 

校内指導教員方式においては、校内指導教員に

よる研修、校内指導教員が割り振る研修を年間

210時間以上実施した。 

 

２ 教職１年経験者研修講座 

協働性を高めながら教師としての基礎的な資質

の向上を目指すとともに、教育公務員としての自

覚を深め、子どもの学力を向上させるための指導

力を身につけることを目的として研修を実施し

た。校外研修６回、校内研修５回。受講者 67名（養

護教諭４名を含む） 

 

①校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 

４月26日 

５月18日 

 

オリエンテーション 

２年目の教師生活につい

て考える 

教職員の服務について 

 

教育研究所指導主事 

 

２ ８月10日 

情報モラルについて 

学力向上を目指した授業

づくり 

NPO法人企業教育研究会 

    市野 敬介 

教育研究所指導主事 

３ ８月10日 
授業づくりで大切にした

いこと 

関東学院大学 

松永 昌幸 

４ ７～８月 夏季研修講座より選択 

５ ７～８月 夏季研修講座より選択 

６ １月６日 実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

 

②校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

12月 

勤務校における授業研究

と研究協議５回 

校内でペアまたは 

グループを構成 

 

３ 教職５年経験者研修講座 

児童生徒理解に基づいた教科指導の充実を図

り、協働性を高めながら、教師としての専門的な

資質の向上を目指すとともに、これまでの５年間

を振り返りながら、ミドルリーダーを目指した今

後の５年間のキャリア設計を行うための研修を実

施した。校外研修６回、校内研修５回実施。受講

者は 74名（養護教諭２名を含む） 

 

①校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ 
５月11日 

５月25日 

６年目の教師に求められ

ること 教職員の服務 

教育研究所指導主事 

教職員課指導主事 

２ ８月23日 授業づくり 響の会 角田 明 

３ ８月23日 授業におけるICT活用 教育研究所指導主事 

４ ７～８月 夏季研修講座より選択 

５ ７～８月 夏季研修講座より選択 

６ １月5日 授業実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

 

②校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

12月 

勤務校における授業研

究と研究協議５回 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

４ 教職 10年経験者研修講座 

教職経験 10 年を経過した教員が対象。教育公

務員特例法第 24条及び第 25条の規定に基づき、

個々の適正を伸長し、教科指導、生徒指導等に関

する指導力の向上を図るとともに、学年及び学校

運営における企画調整力を身に付ける研修を実施

した。校外研修 14回、校内研修 12回。受講者 51

名。（養護教諭４名を含む） 
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①校外研修 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ４月27日 

開講式 

「11年目の教員として」 

「教職員の服務」 

教育研究所長 

教育研究所指導主事 

教職員課指導主事 

2 ７月27日 
講義演習 

「授業づくり」 
教育研究所指導主事 

3 ８月22日 
講義演習 

「校内研究の活性化」 

教育研究所指導主事 

 

4 ８月22日 
講義演習 

「校内研究の活性化」 

教育研究所指導主事 

※講師欠席 

5 
10月～ 

 11月 

初任者グループ授業研

究と研究協議の進行・助

言 

教育研究所指導主事 

6 １月５日 

講義演習 

「社会体験研修報告会」

「実践の交流と振り返り」 

閉講式 

教育研究所指導主事 

 

②選択研修 

受講者の研修テーマに応じて３日選択した。免

許更新講習受講者は、更新講習で受講した講座は

選択研修に振り替えることができることにしてい

る。 

 

③社会体験研修 

外部機関における業務の体験を通して、教員と

しての資質向上を目指すため、主に市内の事業所

等で実施した。日数は、事前訪問１日（１回）、

体験研修２日（４回）の計３日（５回）。 

 体験研修先は以下のとおりである。 

横須賀市児童相談所、横須賀アリーナ、はまぎ

んこども宇宙科学館、よこすか芸術劇場、横須賀

市立中央図書館、横須賀市立南図書館、横須賀美

術館、京急油壺マリンパーク、 健康増進センタ

ーすこやかん、三富染物店、児童養護施設春光学

園、自然・人文博物館、長沢ベーカリー、わたな

べ動物病院、JAMSTEC 海洋研究開発機構、アイシ

ャイン、ソレイユの丘、さいか屋、シーティマツ

ザキ、みかさ整体院、メルキュールホテル、横須

賀ダイアモンドテニスクラブ、観音崎博物館、喫

茶店ミスティ、久里浜少年院、市公園管理課不入

斗公園、社会福祉法人みなと舎ライフゆう、新江

ノ島水族館、相模湾、地域活動支援センターアメ

グスト、中央消防局、中央労働金庫横須賀支店、

満昌寺、湯楽の里、横須賀魚市場  

  

 

④校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

全

12 

回 

４月～  

 ２月 

(12日間) 

「授業に関する研修」 各校指導担当 

「児童生徒指導に関す

る研修」 
校内教諭等 

「学年・学校運営におけ

る研修」 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

 

５ 教職 20年経験者研修講座 

学校運営・学校経営に関する知識や技能を習得

するとともに、学校業務全般に関して中心的な役

割を果たす資質能力を身に付ける研修を実施し

た。校外研修４回、校内研修５回。受講者７名。 

 

①校外研修 

回 日 時  内 容 講 師 

1 ４月27日 

教育公務員としての責

務や義務 

キャリアの振り返り 

学校における役割と人

材育成 

１年間の目標設定 

教育研究所指導主事 

2 ７～８月 夏季研修講座より選択 

3 ７～８月 夏季研修講座より選択 

4 １月６日 実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

 

②校内研修 

回 日 時 内 容 講 師 

- 
５月～ 

12月 

勤務校における授業研

究と研究協議５回 

校内でのペアまたは

グループを構成 

 

６ 養護教諭２・15・25年経験者研修講座 

本研修は、神奈川県における教員のライフステ

ージに即した研修体系を踏まえて実施しており、

神奈川県立総合教育センターとの協定に基づき、

県が実施する研修を選択しながら実施する形とし

ている。また、研修効果を高めるとともに、市内

における養護教諭の交流を図るため、一部合同開

催としている。 

第１回目は、経験年数の異なる養護教諭を集め、

それぞれが現時点で抱える課題について話合いを

もち、経験年数に応じて求められる役割について

意識を高める研修を実施した。 

また、それぞれの研修回数の中には、校内研修

の実施及び研究協議等を行う５回を含み、校内に

おける OJTの促進を図る研修を構築した。 
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研修回数及び研修の概要は次のとおりである。 

①２年経験者研修（９回） 

回 内 容 

第１回 専門職としての資質向上 

15年、25年経験者研修と合同開催 

第２・３回 専門力向上・課題解決力向上 

県立総合教育センター実施 

第４回 選択研修（必修で実施） 

第５～９回 校内研修の実施及び研究協議等 

②15年経験者研修（11回） 

回 内 容 

第１回 専門職としての資質向上 

２年、25年経験者研修と合同開催 

第２・３回 総合Ⅱ①②県立総合教育センター実施 

第４～６回 専門研修（必修 1回を含む） 

第７～11回 校内研修の実施及び研究協議等 

③25年経験者研修（10回） 

回 内 容 

第１回 専門職としての資質向上 

２年、15年経験者研修と合同開催 

第２回 総合① 

県立総合教育センター実施 

第３～５回 選択研修（必修１回を含む） 

第６～10回 校内研修の実施及び研究協議等 

 

 

 

 

 

 

 

職務等に応じた研修 

１ 管理職研修講座（指定） 

学校運営・学校経営に関することや、今日的な

教育課題についての理解を深め、円滑な学校経営

に必要な資質の向上を図るために研修を実施し

た。 

本年度は法律の視点から、学校を取り巻く様々

な法律問題について整理すると共に、その対応方

法について理解を深めた。 

昨年度に引き続き、新任校長研修講座、新任教

頭研修講座、校長会連携研修を開催し、研修の機

会を拡充し、実践的な内容の研修を展開した。 

合わせて管理職においては、夏季研修講座より

２講座を選択し受講した。 

 

①新任教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月15日 
「教頭職における役割

と服務・校務情報化」 

大塚台小学校校長  

池上中学校教頭 

 

②校長会連携研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 
７月１日 

７月４日 

「学習指導要領改訂の

動向と各学校における

諸準備について」 

文部科学省教育課程課

教育課程企画室長 

大杉 住子 

 

③校長・園長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 10月25日 
「学校を取り巻く法律

問題の整理とその対応」 

清水法律事務所 

弁護士  

清水 幹裕 

 

④副校長・教頭研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 10月25日 
「学校を取り巻く法律

問題の整理とその対応」 

清水法律事務所 

弁護士  

清水 幹裕 

 

⑤新任校長研修講座 

回 日 時 内  容 講 師 

１ 12月８日 

「学校経営ビジョンの

実現に向けた学校長の

役割」 

国士舘大学 

教授 

  北 俊夫 
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２ 総括教諭等学校運営推進者研修講座 

学校を組織的･機能的に運営するためにグルー

プリーダーとして必要な資質・力量の向上を図る

ことを目的としている。 

本年度は、各校の総括教諭等が学校づくり研修

講座、教育課題研修講座、支援教育研修講座の

13 講座より２講座を選択して受講した。（受講

対象人数 302名） 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ７月26日 
学校組織マネジメント

と特色ある学校づくり 

千葉大学 

教授 

天笠 茂 

２ ７月29日 

キレやすい子どもたち アンガーマネジメント

ジャパン 

代表 佐藤 恵子 

３ ７月29日 

教職員のメンタルヘル

ス 

横浜労災病院メンタル

ヘルスセンター長 

山本 晴義 

４ ８月８日 

AL とカリキュラム・マ

ネジメントで目指す新

しい学び 

教育調査研究所 

研究部長 

寺崎 千秋 

５ ８月８日 

「小中一貫教育」を進め

ていく上で大切なこ

と！ 

奈良教育大学 

教職大学院教授 

小柳 和喜雄 

６ ８月８日 
性的マイノリティの子

どもたちと教育 

非営利活動法人

SHIP代表 

星野 慎二 

７ ８月９日 子どもの貧困を考える 

立教大学 

教授 

湯澤 直美 

８ ８月９日 

特別支援教育と授業の

ユニバーサルデザイン

化 

星槎大学大学院 

准教授 

阿部 利彦 

９ ８月９日 学校評価 

山梨大学大学教育

研究開発センター

教授 日永 龍彦 

10 ８月10日 

学校事故と向き合う 日本女子大学 

教授 

坂田 仰 

11 ８月12日 

高め合う教師のための

授業改善 

早稲田大学 

教授 

藤井 千春 

12 ８月16日 

授業のユニバーサルデ

ザイン化 

青山特別支援学校 

主任教諭 

川上 康則 

 

 

３ 初任者研修拠点校指導教員研修講座 

年間を通して初任者の指導を専門に担当する拠点

校指導教員を対象に、初任者指導の現状とその対応を

協議し、指導教員自身の指導技術を高める研修を実施

した。希望者は初任者のグループ代表授業に参加し、

研究協議の中で助言を行った。 

研修日数は６日、受講者は 28 名。第１回と第３回

は初任者研修校内指導教員研修講座と合同実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月１日 

平成 28年度 初任者研

修について 拠点校指

導教員の実務と役割（校

内指導教員研修講座と

合同開催） 

教育研究所指導主事 

２ ６月14日 

講義「初任者を教師とし

て自立させるための関

わり」 

初任者研修の現状とそ

の対応 

野比東小学校  

拠点校指導教員 

教育研究所指導主事 

３ ７月28日 

講義「初任者をめぐる課

題とその対応」（校内指

導教員研修講座と合同

開催） 

埼玉大学 

非常勤講師 

山浦 秀男 

４ ９月13日 

講義「初任者研修の現状

とその対応」 

初任者研修の現状とそ

の対応 

追浜中学校 

拠点校指導教員 

教育研究所指導主事 

５ 

11月 15日、11月 22日・29日・12

月６日、13日・20日の中から１回

または２回選択し、初任者グループ

授業研究を参観し、研究協議に参加

した。 

教育研究所指導主事 

６ ２月７日 
今年度の振り返り（初任

者研修の成果と課題） 

教育研究所指導主事 

 

４ 初任者研修校内指導教員研修講座 

初任者指導の担当である校内指導教員の職務に

ついて理解を深め、初任者研修の効果を高めるた

めに研修を実施した。本年度は初任者がかかえる

課題とそのバックアップなどについて講義を通し

て学びを深めた。 

研修日数は２日。第２回は初任者研修拠点校指

導教員研修講座と合同で実施した。 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ４月１日 

平成 28年度 初任者研

修について 校内指導

教員の実務と役割 

 

教育研究所指導主事 

２ ７月28日 

講義「初任者をめぐる課

題とその対応」 

埼玉大学 

非常勤講師 

山浦 秀男 
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選択研修 

１ コミュニケーション研修講座 

児童生徒と教師、教師と保護者とのコミュニ

ケーションを円滑にするための技術と理論を身

に付けることを目的とし、コミュニケーション

スキルやコーチング理論に基づいた実践的な研

修を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

1 ８月５日 
コミュニケーション 

研修講座１ 

Flightplan 

 代表  岩井 昌江 

2 ８月５日 
コミュニケーション 

研修講座２ 

フィールドデザイン 

 代表  中山 佳子      

 

２ 教育課題研修講座 

今日的な教育課題に関する理解を深め、教員と

しての資質や指導力の向上を図ることを目的と

して、実践的な研修を実施した。 

 

回 日 時 内  容 講 師 

１ ８月８日 
アクティブ・ラーニングと

カリキュラム・マネジメン

トで目指す新しい学び 

教育調査研究所  

研究部長 寺崎 千秋 

２ ８月８日 
性的マイノリティの子
どもたちと教育～自分ら

しく生きられる学校とは～ 

特定非営利活動法人SHIP 

代表  星野 慎二 

３ ８月９日 
子どもの貧困を考える
～しあわせで平等な子ども

時代のために～ 

立教大学 

教授  湯澤 直美 

４ ８月12日 
高め合う教師のために
授業改善～同僚性を高め

る校内研究とは～ 

早稲田大学 

教授  藤井 千春 

 

３ 学校づくり研修講座 

 様々な教育課題に対して、学校としての組織的

な対応が求められている。「学校評価」「カリキ

ュラム･マネジメント」「スクールコンプライアン

ス」等、教育問題に関する理解を深め、学校組織

力を高めるための研修を７回実施した。管理職・

総括教諭の選択研修としても位置づけられている。 

 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月26日 
学校組織マネジメント

と特色ある学校づくり 

千葉大学 

特任教授 天笠 茂 

２ ７月29日 
キレやすい子どもたち 

～理解と対応～ 

一般社団法人アンガー

マネジメントジャパン

代表 佐藤 恵子 

３ ７月29日 

教職員のメンタルヘル

ス～自分も家族も職場

も地域も日本も元気に

するストレス一日決算

主義のすすめ 

横浜労災病院 勤労

者メンタルヘルスセ

ンター長 

 山本 晴義 

４ ８月８日 

目標に向けて「小中一貫

教育」を進めていく上で

大切なこと！ 

奈良教育大学教職大学院 

教授 小柳 和喜雄 

５ ８月９日 
通常授業のユニバーサル

デザインと合理的配慮 

星槎大学大学院教育学研

究科 准教授 阿部 利彦 

６ ８月10日 学校評価 

山梨大学 大学教育

研究開発センター 

教授 日永 龍彦 

７ ８月10日 学校事故と向き合う 

日本女子大学  

教授 坂田 仰 

 

 

４ スキルアップ研修講座 

授業づくりの基本的知識・技能に関する実践的

な研修講座。教員としての資質や指導力の向上を

図る目的として、平成 23年度から新規開講した。 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ６月 18日 子どもと共に創る授
業～総合的な学習～ 

衣笠小、根岸小教諭 

2 12月10日 
子どもの豊かな心を
育む授業 ～国語～ 

筑波大学附属小学校 

教諭  二瓶 弘行 

3 １月 21日 
子どもの心をゆさぶ
る授業 ～道徳～ 

筑波大学附属小学校 

教諭  加藤 宣行 

 

５ 訪問支援研修 

教育研究所指導主事が、初任者の授業づくり等

を支援する「サポート研修」と、校内研究を支援

する「校内研修ファシリテート」を実施した。 

 「サポート研修」では、本年度希望のあった対

象校３校に対し、授業参観及び指導、教材研究、

授業に関する指導を行った。 

「校内研修ファシリテート」では、校内研究協

議の充実を図るために、教育研究所指導主事が、

研究協議会の進め方等を支援した。 

研究推進委員会での目的意識の共有化や、協議

会における各学校のテーマや状況に応じたワーク

ショップ型協議の応用例、協議会・グループ協議

のファシリテート、マッピングを活用した協議の

収束方法等の研修を行うことにより、授業力向上

や人材育成につながる校内の協働性向上を図っ

た。 

小学校１校の校内研究に関わった。 
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※ファシリテート 

促進するという意味をもち、校内研究協議において発言

や参加を促すことや、話の流れを整理したり、参加者の

認識の一致を確認したりする行為で介入し、合意形成

や相互理解をサポートする。 

 

６ よこすか教師塾 

 横須賀市立学校で教師になるという強い志と情

熱をもった人材に、本市が目指す教師像、教育理

念、実践的指導力を伝授し、教職に対する強い使

命感をもつ教師を育成することを目的として開講

している。 

本年度から前・後期制とし、後期からは大学３

年生も未来塾に入れるようにした。前期の「よこ

すか教師未来塾」は大学４年生、大学院生、短期

大学２年生と社会人を対象に 16名で編成した。同

じく「よこすか教師希望塾」は現在、臨時的任用

職員または非常勤講師として勤務している者を対

象として 12名で編成した。 

後期は、未来塾 13名、希望塾 14名の編成である。 

原則毎月１回、年間 12回の開催となった。金曜

日の 18:00～19:45までの講義・演習の中で、授業

づくりや学級づくり、子ども理解や指導等、実践

的な講座を展開した。 

現職教員の実践例や経験の豊かな非常勤講師、

指導主事等による講義、演習を通して、即戦力と

なる人材の育成を行った。本年度は、12月・１月

・２月に希望校種（小・中）別の講座を開催した。 

◆よこすか教師塾担当 

非常勤講師  小曽戸聡 小谷孝夫 平野邦好 

回  日 時 内  容 講 師 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

前 

 

 

 

 

 

 

 

期 

５月20日 

「開講式」 

「教師をめざす心得」 

「自分の考えを相手に伝

える教育論文の書き方

１」 

教育研究所主査指導主事 

     

非常勤講師              

     

２ ５月27日 

「相手に良い印象を

あたえるために１」 

「神奈川教育ビジョ

ンについて」 

「自分の考えを相手

に伝える教育論文の

書き方２」 

非常勤講師 

     

教育研究所主査指導主事  

      

非常勤講師 

 

３ ６月10日 

「先輩教師から学ぶ

（心構え）」 

「相手に良い印象を

あたえるために２」 

大楠小学校教諭 

 

武山中学校教諭 

 

非常勤講師 

 

４ ６月24日 

「先輩教師から学ぶ

（模擬授業）」 

「自分の考えを相手

に伝える教育論文の

書き方３」 

「相手によい印象を

与えるために３」 

大塚台小学校教諭 

 

坂本中学校教諭 

 

非常勤講師 

 

     

５ 

 

７月８日 

「授業づくりにのぞ

む教師の姿勢（実践

例を通して）」 

「教師としてのマナ

ーと身につけたいこ

と」 

小原台小学校教諭 

 

非常勤講師 

６ 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

期 

９月23日 

「インクルーシブ教

育 児童・生徒指導に  

ついて」 

支援教育課指導主事   

 10月21日 

「わかる授業のた

めの ICT活用」 

「授業のスキルアッ

プ（板書・発問・教具

等）」 

教育研究所主査指導主事   

 

非常勤講師                    

９ 11月18日 

「小・中学校の道徳

授業について」 

「小・中学校の評価

について」 

教育指導課指導主事  

                     

教育指導課指導主事                     

10 12月16日 

「学級担任の役割

と実務」 

「学級経営のポイ

ントについて」 

教育研究所指導主事 

教育研究所長期研修員 

教育研究所指導主事 

11 １月27日 
「小・中学校の特別

活動の指導法」 

大塚台小学校教諭 

大津中学校教諭 

11 ２月17日 

「学級集団づくり

に向けて」 

「４月の学級開き

に向けて」 

衣笠小学校教諭 

 

神明中学校教諭 

12 ３月３日 

「学び続ける教師を

めざして」 

「閉講式」 
教育研究所主査指導主事 

 

 

 

 

 

 

  

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%88%E6%84%8F%E5%BD%A2%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%88%E6%84%8F%E5%BD%A2%E6%88%90
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%9B%B8%E4%BA%92%E7%90%86%E8%A7%A3&action=edit&redlink=1
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7 パワーアップ（理科・達人・英語）研修講座 

従来のパワーアップ研修（理科シリーズ・達人

シリーズ）と併せて「英語シリーズ」をスタート

させた。英語シリーズの講師は本研究所指導主事

が務め、20回実施した。 

また、理科シリーズでは、学校訪問型 指導技

術向上研修を新規に立ち上げ、市内の小学校を会

場に４回実施した。 

＜理科シリーズ 学校訪問型指導技術向上研修＞ 

回 時期 会場 講 師 

４回 ６月～12月 

大塚台小学校 

桜小学校 

武山小学校 

諏訪小学校 

市内小学校教員 

教育研究所指導主事 

教育研究所非常勤講師 

＜授業の達人に学ぶシリーズ＞ 

回 時期 内容 講 師 

８回 ６月～２月 

国語 

 

算数 

 

理科 

 

社会科 

 

音楽 

 

造形教育 

 

市内小学校 元校長 

 

市内小学校 元校長 

 

教育研究所 非常勤講師 

 

市内小学校 校長 

 

市内小学校 元校長 

 

市内小学校 元校長 

 

＜英語シリーズ＞ 

回 時期 会場 講 師 

20回 ５月～３月 教育研究所 教育研究所指導主事 
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平成28年度　夏季休業期間中実施　研修講座

研修名 講座 題名 所属 講師名 実施日 開始時間 場所 参加者

国語科研修講座 1 「読む力の育成」～目的に応じた読書と情報活用を通して～ 関西大学 塩谷　京子 7月29日(金) 09:30 教育研究所 89
社会科研修講座 1 楽しい歴史の授業づくり 歴史研究家 河合　敦 7月25日(月) 09:30 横須賀市役所 70
算数科/数学科研修講座 1 授業創りの愉しみ　本来の≪アクティブ≫を求めて 国士舘大学文学部教育学科 正田　良 8月12日(金) 09:30 教育研究所 67
理科研修講座 1 今後の理科教育に求められること 国立教育政策研究所 五島　政一 8月04日(木) 13:30 教育研究所 16
音楽科研修講座 1 創作活動の充実～音楽づくりの実践～ 筑波大学附属小学校 高倉　弘光 8月04日(木) 09:30 生涯学習センター 68
図画工作科/美術科研修講座 1 これからの図工・美術 武蔵野美術大学 三澤　一実 7月28日(木) 13:30 教育研究所 32

1① 09:30
1② 12:00
2 エネルギー変換の教材・教具 信州大学 村松　浩幸 8月04日(木) 13:30 教育研究所 8

生活科研修講座 1 スタートカリキュラムに「魂」を入れるには 岐阜県山県市立伊自良南小学校 大山　夏生 8月23日(火) 09:30 ヴェルクよこすか 15
1 教科書を効果的に活用した言語活動とは 静岡大学 矢野　淳 8月08日(月) 13:30 31
2 今、求められている外国語教育とは 文部科学省 平木　裕 8月10日(水) 09:30 41

4① 7月28日(木) 09:00 23
4② 7月29日(金) 13:30 24
4③ 8月04日(木) 09:00 12
4④ 8月10日(水) 09:00 4
5 身近な自然の教材化 五感教育研究所 高橋　良寿 7月29日(金) 09:30 26
6 自然観察会～東京湾の生き物～ 横須賀市自然・人文博物館 萩原　清司 8月05日(金) 13:00 走水小学校・走水海岸 17

科学教養研修講座 1 鳴く虫を科学する～虫の鳴き声リスニング～ 国立研究開発法人森林総合研究所 大谷　英児 8月08日(月) 13:30 教育研究所 37
1① 09:30 26
1② 13:30 27
2① 顕微鏡の活用と電気の実験（小学校編） 09:30 16
2② 顕微鏡の活用と電気の実験（中学校編） 13:30 7
1 学校水泳指導法研修講座① 7月25日(月) 09:00 33
2 学校水泳指導法研修講座② 7月26日(火) 09:00 24
3 小学校等体育科夏季研修講座① 鷹取小・桜小 教諭 09:00 45
4 小学校等体育科夏季研修講座② 城北小・鴨居小 教諭 13:30 39
5 小学校等体育科夏季研修講座③ 根岸小・馬堀小 教諭 09:00 27
6 小学校等体育科夏季研修講座④ 野比小 教頭 13:30 32
7 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座① 公郷中・衣笠中 教諭 09:00 15
8 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座② 鴨居中・常葉中 教諭 13:30 13
9 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座③ 大楠中・池上中 教諭 09:00 6
10 中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座④ 坂本中 教諭 13:30 7

体育実技講習会 2 体育実技講習会 宮城教育大学 木下　英俊 8月05日(金) 09:00 総合体育会館 60
児童生徒体力つくり推進研修講座 1 児童生徒の健康・体力向上の推進について 東京女子体育大学 末永　祐介 8月08日(月) 09:30 横須賀市役所 55
総合的な学習の時間研修講座 1 地域の題材を活用した単元づくり 仙台市立広瀬小学校 鈴木　美佐緒 8月04日(木) 09:30 教育研究所 44
特別活動研修講座 1 ９月から使える特別活動 大塚台小・岩戸中 教諭 8月12日(金) 09:30 ヴェルクよこすか 36
道徳研修講座 1 心に響く道徳教育となるために 京都産業大学 柴原　弘志 8月10日(水) 13:30 ヴェルクよこすか 92
外国語活動研修講座 2 これからの小学校の英語教育とは 長崎大学 中村　典生 7月27日(水) 13:30 ヴェルクよこすか 37

3 作業療法の立場からの学校支援① 神奈川県立保健福祉大学 笹田　哲 7月26日(火) 09:30 155
4 授業のユニバーサルデザイン化 東京都立青山特別支援学校 川上　康則 8月16日(火) 13:30 172
5 Q-Uを生かした学級・授業づくり 奥羽大学 鈴木　敏城 8月22日(月) 13:30 85
1 交流分析を応用したコミュニケーション研修講座 Flightplan 岩井　昌江 09:30 23
2 職場でのコミュニケーション術～アサーション～ （株）フィールドデザイン 中山　佳子 13:30 38
2 達人シリーズ②：理科 市内小学校元教頭 非常勤講師 17:00 17

17② 英語シリーズ③： 教育研究所 指導主事 等 17:00 8
1 ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞとｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄで目指す新しい学び 教育調査研究所 寺崎　千秋 09:30 ヴェルクよこすか 129
2 性的マイノリティーの子どもたちと教育 特定非営利活動法人SHIP 星野　慎二 13:30 教育研究所 64
3 子どもの貧困を考える 立教大学 湯澤　直美 8月09日(火) 09:30 ヴェルクよこすか 115
4 高め合う教師のための授業改善 早稲田大学 藤井　千春 8月12日(金) 13:30 教育研究所 53
1 「ペップトーク」～元気・活気・勇気を与えるトーク術～ 一般財団法人日本ペップトーク普及協会 岩﨑　由純 7月28日(木) 13:30 169
2 小さな命の意味を考える 小さな命を考える会 佐藤　敏郎 8月01日(月) 13:30 172
3 協同による質の高い学びの創造 学習院大学 佐藤　学 8月04日(木) 13:30 ヴェルクよこすか 188

幼児教育研修講座 1 遊びを通した指導を考えよう 諏訪幼稚園 梶山　千弘 7月25日(月) 09:30 生涯学習センター 54
就学前教育と小学校教育の連携研修講座 3 幼児の育ちを学ぼう 津久井保育園 小嶋　奈緒美 7月28日(木) 09:30 津久井保育園 12
読書指導研修講座 1 学校図書館を活用して身に付けさせたい力 関西大学 塩谷　京子 7月29日(金) 13:30 教育研究所 81

1 学校組織マネジメントと特色ある学校づくり 千葉大学 天笠　茂 7月26日(火) 13:30 97
2 キレやすい子どもたち～理解と対応～ 一般社団法人ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ 佐藤　恵子 13:30 173
3 教職員のメンタルヘルス 横浜労災病院　 山本　晴義 14:00 横須賀総合高等学校 79
4 目標に向けて「小中一貫教育」を進めていく上で大切なこと！ 奈良教育大学教職大学院 小柳　和喜雄 8月08日(月) 13:30 72
5 通常授業のユニバーサルデザインと合理的配慮 星槎大学大学院教育学研究科 阿部　利彦 13:30 118
6 学校評価 山梨大学 日永　龍彦 13:30 31
7 学校事故と向き合う 日本女子大学 坂田　仰 8月10日(水) 09:30 95
1 ICT活用の実践から学ぶ 岩戸中・教育指導課 教諭・指導主事 09:30 16
2 初めてのICT活用（中学校対象） 教育研究所 担当 13:30 6
3 わいわいレコーダーを活用しよう（小学校対象） ＪＲ四国・浦賀小 金子信也・教諭 09:30 9
4 初めてのICT活用（小学校対象） 教育研究所 担当 13:30 4
1 教職員向け誕生学講座 公益社団法人誕生学協会 大葉　ナナコ 7月28日(木) 13:30 37
2 給食時間マニュアルの意義と実践 県立保健福祉大学保健福祉部 鈴木　志保子 7月29日(金) 09:30 84
1 応急手当Ⅰ 8月17日(水) 09:00 22
2 応急手当Ⅱ 8月18日(木) 09:00 22
3 応急手当Ⅲ 8月19日(金) 09:00 22

防災教育研修講座 1 生きる力を育む防災教育 日本赤十字社神奈川県支部 内田　直人 7月25日(月) 13:30 生涯学習センター 43
1 次期学習指導要領の改訂に向けて 文部科学省 田村　学 8月20日(土) 13:30 横浜市教委花咲研修室 15
2 発達障害のある子どもの行動問題への支援 渡部　匡隆 09:30 5
3 「授業デザイン」 有元　典文 13:30 3

環境学習講座 1 天神島大冒険！―50周年目の天神島で学ぶ― 自然・人文博物館 柴田健一郎・山本薫 8月10日(水) 09:30 天神島臨海自然教育園 17

    学校教育の指導の方針・重点及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等に関する研修を通して、
    教職員の指導力の向上を図ることを目的としている。講座は｢夏季大学｣と｢選択研修｣として76講座実施した。延べ参加人数3,764人。

家庭科/技術・家庭科
研修講座

エコクッキングを学ぼう 東京ガス スタッフ 7月28日(木) 東京ガス 38

外国語科研修講座 ヴェルクよこすか

理科基礎技術研修講
座

はじめての理科実験～実験器具を扱っ
てみよう～

教育研究所 担当
教育研究所

支援教育研修講座 ヴェルクよこすか

コミュニケーション研修
講座

教育研究所
株式会社島津理化 スタッフ 8月09日(火)

小学校・中学校理科教
材研究講座

科学実験を楽しもう～いろいろな実験方
法や素材を知ろう～

株式会社ヤガミ スタッフ 7月27日(水)

体育科/保健体育科研
修講座

桜小・野比東小・
津久井小・大楠小

教諭 鶴久保小学校

7月28日(木)
南体育会館

7月29日(金)

8月09日(火)
総合体育会館

8月10日(水)

8月05日(金) ヴェルクよこすか

教育課題研修講座
8月08日(月)

夏季大学
横須賀総合
高等学校

パワーアップ研修講座 8月10日(水) 教育研究所

学校づくり研修講座

ヴェルクよこすか
7月29日(金)

ヴェルクよこすか8月09日(火)

ＩＣＴ活用実践研修講座
8月05日(金)

教育研究所
8月08日(月)

学校保健研修講座 ヴェルクよこすか

応急手当普及員研修
講座

市消防局・救急課 救急隊員 消防局庁舎

横浜国立大学連携研
修講座 横浜国立大学 8月23日(火) 横浜国立大学
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学校の基盤整備 

平成 10 年度に本市が国の「先進的教育用ネットワークモデル事業」の対象とな

って以降、教育分野における ICT機器の利用促進を積極的に進めてきた。 

そして「三浦半島地区教育ネットワーク」事業をはじめとする「よこすか教育ネ

ットワーク」の整備により、現在では、全市立学校はもとより教育関連施設等の拠

点を 100Mbpsの高速回線で結んでいる。 

また、教員等が校務の事務処理に使用するパソコン、児童生徒の教育用として教

室やパソコン教室で使用するパソコンを、合計で約 8,000台配備した。 

これらのネットワーク環境と ICT機器の活用及び情報発信のため、機器の保守・

管理を行っている。 

なお、平成 27 年４月の組織改正により、保守・管理と機器調達については、教

育総務部総務課（教育情報システム室）に所管を変更した。 

 

 

１ 横須賀市教育情報センター事業 

（１）センターホームページ 

教育研究所のカリキュラムセンター機能の充

実に向けて、市内の先生方が授業づくりをする

上で、参考となる指導案や資料などを必要に応

じてイントラネット上からダウンロードできる

ようにする仕組みを整備した。各学校にてフロ

ンティア研究やチャレンジ研究の際に作成し保

有する指導案や各種資料などの電子データの収

集及び蓄積・分類・整理などを進めた。  

①インターネットに掲出しているコンテンツ 

「久里浜の気象」「三浦半島の植物」「三浦

半島の地層･地質」「三浦半島の野鳥」「教具

的民俗資料」などがある。 

②よこすかスクールネット(各学校のホームペ

ージ集。PC版と携帯版の２種がある。) 

 定期的な更新や全面リニューアルなど、各学

校において、積極的な取組が進みつつある。 

③横須賀市教育情報センターイントラネットサ

イトビュー件数 

    平成 28年(平成 28年 1月～12月)＝1,443,365件

平成 27年(平成 27年 1月～12月)＝1,934,803件 

   

(２）よこすかスクールネット・よこすかスクー

ル携帯ネット 

コンピュータネットワークの有効活用と各

方面への情報提供の機会拡大を目的に、平成 16

年６月１日、携帯電話から閲覧できる「よこす

かスクール携帯ネット」を開設した。 

ビュー件数は、次のとおりである。 

○よこすかスクールネット 

  平成 28年(平成 28年 1月～12月)＝10,102,374件 

平成 27年(平成 27年 1月～12月)＝11,942,488件 

○よこすかスクール携帯ネット 

平成 28年(平成 28年 1月～12月)＝36,846件 

平成 27年(平成 27年 1月～12月)＝63,209件 

 

(３)教職員用電子メール・掲示板の活用 

校務支援システムの導入により、メールや掲

示板を有効に活用することで、校務処理の効率

化を図ることができた。 

メール件数は、次のとおりである。 

平成 28年(平成 28年 1月～12月)＝2,870,285件 

平成 27年(平成 27年 1月～12月)＝3,625,176件 

 

(４)三浦半島地区教育ネットワーク 

横須賀市・三浦市・葉山町の情報教育関係の

担当者が集まり、「教育の情報化推進」という

視点から交流を積み重ねた。 

①三浦半島地区教育ネットワーク協議会 

 本年度は、協議会を書面で実施した。また、

事務局会を１回、専門委員会を１回開催した。 

②当該ネットワーク設置の経緯 

 「先進的教育用ネットワークモデル地域事業
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（文部省・郵政省、平成 10 年）」と「教育情

報通信基盤整備事業（総務省、平成 13 年）」

によって、平成 14 年１月に三浦半島地区教育

ネットワーク内の全ての学校（横須賀市、三浦

市、葉山町）が、よこすか教育ネットワークセ

ンター経由 100Mbps でインターネットへ接続

する環境が確立し、大容量情報の高速化と低コ

スト化を実現したことが発足の端緒である。 

 

２ コンピュータ等の ICT 機器の保守運用事業 

本市では、「学校の保有する情報の取扱いに関

する基準」を定めており、その中で、学校の児童

生徒、教職員が学習・指導や校務において使用す

るパソコンを総称して「公用 PC」と呼び、そのう

ち、教職員が専ら校務処理に用いるパソコンを「校

務用 PC」、教職員及び児童生徒が専ら学習・指導

に用いるパソコンを「教育用 PC」と呼んでいる。 

また、教育研究所と各学校間をつなぐコンピュ

ータネットワーク網を「よこすか教育ネットワー

ク」と呼んでいる。 

本稿でも、その呼称に合わせている。 

 

(１)整備方針 

①児童生徒の学習における安全な ICT 機器およ

びインターネット利用環境を提供する。 

②教職員の校務支援のための安全かつ効率的な

ICT環境を提供する。 

・Webを通した積極的な情報公開 

・ネットワークの構築と保守・管理 

 

(２)教育用 PC 整備関連 

①コンピュータ教室機器 

     教育用 PCとして、小、中、ろう、養護の各

学校にパソコン教室を整備している。 

  （小学校：平成 24年度、25年度） 

（中、ろう、養護学校：平成 27年度） 

②普通教室用校内 LAN及び ICT機器 

     小、中、ろう、養護の各学校の普通教室に

各学級１台のパソコンとインターネットに

接続可能な校内 LANを整備済である。周辺機

器として、プロジェクタや実物投影機を配付

している。 

     平成 24 年度に中、ろう、養護学校、平成

26 年度に小学校の普通教室用パソコンに資

産管理システムを導入した。 

 平成 26 年度には特別支援学級にタブレッ

ト型パソコン（85台）を整備した。 

平成 28年度に、平成 22年度配付分のノー

ト型パソコンを更改しタブレット型パソコ

ンとした（中、ろう、養護学校＋小学校一部）。 

 ③教育研究所情報教育研修室 研修用パソコン 

   教育研究所内に教職員の ICT研修を主目的

とする情報教育研修室を設け、当該研修室で

使用する研修用パソコン（21台）を整備して

いる。 

 

(３)校務用 PC 整備関連 

①校務用 PC 

     平成 22年 12月に教職員１人１台体制とな

る整備が完了した。教育研究所と市内各学校

は 100Mbps の光ファイバー網によって結ば

れ、よこすか教育ネットワークを形成してい

る。 

平成 23 年度以降、古くなった校務用パソ

コンを順次更改しており、平成 28年度は 464

台の更改を行った。 

   また平成 25 年度に校務用パソコンに資産

管理システムを導入した。 

②校務支援システム 

  平成 21年度の「学校情報通信技術環境整備

事業費補助金（文部科学省）」により、小、

中、ろう、養護の各学校に校務支援システム

の導入を進めており、平成 22年度に導入の周

知及び運用研修を行い、平成 23年４月から本

格運用を開始した。 
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教育の情報化 

「情報教育」「教科指導における ICT活用」及び「校務の情報化」の一層の推進・充実

のために、各種の取組を行った。 

（１）ICT 機器を児童生徒・教職員が有効に活用できるよう、より実践的な内容をテー

マとした各種研修を実施した。 

（２）横須賀市教育情報センターイントラネットサイトに掲載されている情報の追加や

更新、ICT活用事例集の活用を促進するため掲載事例の充実を図った。 

（３）平成 23年度に導入した校務支援システムの理解、普及をより浸透させるべく、シ

ステムを使っての成績データの入力や通信簿、指導要録などの帳票出力について、

教育研究所での集合研修や各学校への訪問研修を実施した。また、イントラネット

サイトに各種操作手順書を掲載し、資料の充実を図った。 

（４）情報化推進にあたり不可欠となる情報セキュリティに対する意識の醸成について

は、５、10、２月を「セキュリティ月間」とし、情報の取り扱いに関するルールの

周知と啓発を行った。また、「学校の保有する情報の取扱いに関する基準」の周知

を図った。 

（５）平成 25年度をもって終了した教育情報化支援員派遣事業（民間委託）にかわり起

ち上げた、教育研究所スタッフによる ICT授業支援サポーター制度を継続した。 

 

１ 研修事業 

研修成果の向上を目指し、開催目的や対象者を

明確にして取り組んだ。ICT 活用に関する研修に

は、延べ 263名（平成 28年１月現在）が参加した。 

 

(１)ICT 活用実践研修講座［参加者数：35名］ 

 ICT を活用する上で必要な基礎的・基本的知識

及び技能に関する具体的内容を取り上げ、技術力

の向上とともに教育の情報化を推進するために、

４回の研修を実施した。 

①初めての ICT活用（中学校対象）［６名］ 

②初めての ICT活用（小学校対象）［４名］ 

 ・タブレット PC や実物投影機、プロジェク

タなどの ICT 機器の基本的な操作方法及

び、授業における効果的な ICT 活用に関

する研修。 

③わいわいレコーダーを活用しよう［９名］ 

・小学校 PC 教室に導入されているソフトウ

ェアの基本的な使い方に関する研修。 

④ICT活用の実践から学ぶ［16名］ 

・ICTを活用した授業づくり研究員会による、

成果報告会。学校現場からのアンケートを

もとに、ICT活用における疑問や課題の解決

に関する研修。 

 

(２)初任者対象研修［参加者数：90 名］ 

ICT を活用した授業の在り方や情報セキュリテ

ィ、著作権についての理解を深めるための研修を 

実施した。 

 

(３)１年経験者対象研修 ［参加者数：63名］ 

携帯電話やスマートフォンの利用に係る情報モ

ラルに関する指導方法についての研修を実施し

た。 

 

(４)５年経験者対象研修 ［参加者数：75名］ 

授業における効果的かつ実践的な ICTの活用に

ついての研修を実施した。 

 

２ 校務の情報化推進事業 

情報セキュリティ保持のため、例年どおりセキ

ュリティ月間を３回設定し、情報の取扱いに係る注

意喚起を行った 

校務支援システムによる校務の省力化、教科指

導における ICT活用、情報教育など、横須賀の学

校における情報化の推進に関する検討組織とし

て、学校情報化推進部会を設置し、それぞれにつ

いて検討を進めてきた。また、ここでの意見要望

をもとに各部署と連携を取り、施策を展開した。 

第１分科会（学籍名簿管理について） 

 第２分科会（成績・時数処理について） 

 第３分科会（保健機能について） 

 第５分科会（ICT活用、情報教育推進について） 

※第４分科会（学校の各種文書の管理について）は未開催 
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 横須賀の校務の情報化を進め、教職員が子ども

と向き合う時間を作り出すための環境整備に伴う

取組の一つとして、教職員向けの集合研修・訪問

研修を実施した。これにより運用上必要な伝達事

項の徹底と、スムーズな活用につなげることがで

きた。開設した研修は次のとおりである。 

【集合選択】 

 ・新教頭研修    （４/15） 

 ・通信簿作成研修  （７/12～20 ４日間） 

・調査書作成研修   （10/12） 

 ・管理職(教頭)対象 （２/15～22  ４日間） 

 【訪問研修】 

 ・通信簿作成研修    （随時） 

 ・指導要録作成研修 （随時） 

 ・学校 HP作成研修  （随時） 

 

３ ICT授業支援サポーター事業 

一昨年度より、教科指導における ICTを活用し

た分かりやすい授業を支援することを目的とし

て、ICT 授業支援サポーター事業を開始した。主

な活動内容は、ICT 機器の設置や使用ソフトウェ

アの事前準備や児童生徒への技術面のサポート、

機器のトラブルへの対応である。本年度は、依頼

がなかったため、実施していない。 
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関係機関との連携 
 
◆神奈川県教育研究所連盟 総会 
５月20日の総会には、武田所長が参加し、本年度

の研究協議会や役員会等の協議を行った。 

（１）指導主事研修講座 
７月13日(水)、県立総合教育センターで実施され、

横浜国立大学教育人間科学部附属教育デザインセン
ター主任研究員 山本 金五氏の「アクティブ・ラー
ニングの視点を踏まえた授業改善のすすめ方」の講
演があった。指導主事５名が参加した。 

（２）第63回県教育研究所連盟教育研究発表大会 
平成28年10月14日(金)、川崎市総合教育センター

において、「『生きる力』を育む神奈川の教育」を
テーマにして開催された。東京理科大学学長 藤嶋 
昭氏による記念講演「学ぶ楽しさ－身のまわりのこ
とや中国古典から学ぶ」と、10分科会40テーマの発
表及び報告があった。本研究所からは、平成27年度
横須賀市教育研究所 長期研修員が発表者として、所
長及び８名の指導主事、本年度の長期研修員、授業
におけるユニバーサルデザイン研究員等が参加し
た。 

（３）教育課題部会 
平成29年１月25日(水)、座間市教育研究所の主催に

より、座間市役所で開催された。座間市教育研究所情
報教育研究員による実践が報告された。また、岐阜聖
徳学園大学 石原一彦教授による「情報社会の理解と
情報モラルの指導」の講演が行われた。当研究所から
は１名の指導主事が出席した。 

（４）教育相談・支援教育部会 
平成29年２月21日(火)、二宮町教育研究所の主催に

より二宮町町民センターで開催された。二宮町教育支
援室専任教諭から「二宮町教育支援室『やまびこ』の
実践」、二宮町教育研究所指導主事２名から「心理士
・ＳＳＷとの連携～学校を支える教育相談～」「二宮
町の特別支援教育・支援体制について」の実践報告が
された。また、東海大学教育支援センター長 東海大
学文学部心理・社会学科教授による「学校・家庭を支
える～効果的な教育支援体制の在り方～」の講演が行
われた。 

（５）調査研究部会 
平成29年１月31日（火）、相模原市総合学習センタ

ーの主催により当センターで開催された。相模原市立
総合学習センター指導主事から「相模原市におけるア
クティブ・ラーニングに関する実態調査についての結
果報告」の実践報告がされた。また、帝京大学大学院 
中田 正弘教授による「『主体的・協働的な学び』の
創造とこれからの学校づくり」の講演が行われ、主査
指導主事２名、指導主事２名が参加した。 

（６）人材育成部会 
平成29年１月26日（木）、小田原市教育研究所の主

催により、おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯで開 

 
催された。「小田原市教育研究所における人材育成の
取組概要について」小田原市教育研究所指導主事によ
る実践報告と、「教員の資質向上を図るための取組」
について、同研究所研修相談員による実践報告がされ
た。また、小田原短期大学 吉田 眞理教授による「成
長し続ける人材を育成する視点～教師・保護者養成の
現場から～」の講演が行われ、主査指導主事１名が参
加した。 

◆関東地区教育研究所連盟 
（１）関東地区教育研究所連盟第１回委員会 

・総会・研究協議会（長野大会） 
平成28年５月12日(木)、13日(金)、長野県総合教

育センターが主管し同センターで開催された。所長
と担当主査指導主事が出席し、情報交換を行った。
２日目の研究協議会では、市区町村部会において「教
職員の資質向上のための研修体系づくりの在り方に
関する調査結果報告」、管理運営部会において「教
育センター・研究所の役割と今後の在り方」につい
て協議・情報交換を行った。 

（２）第88回研究発表大会・第２回委員会（相模原大会） 
平成28年10月７日(金)、相模原市立総合学習セン

ターで開催され、所長と主査指導主事２名が出席し
た。「組織で取り組む授業研究の工夫に関する研究」
「アクティブ・ラーニングとカリキュラム・マネジ
メントの研修等について」の提案を基にした協議を
し、他市の実態について様々な情報交換を行った。 

◆全国教育研究所連盟 
（１）全国教育研究所連盟総会・研究発表大会 

（大分大会） 
平成28年６月２日(木)、３日(金)の２日間に渡り、

大分県教育センターが主管となって開催された。研
究所より担当主査指導主事が出席し、各都道府県に
おける教育研究所の運営や課題の情報交換をした。
また、研究協議会においては、国の動向や人材育成
について情報交換を行った。 

（２）全国教育研究所連盟研究協議会（愛知大会） 
平成28年10月27日(木)、28日(金)、愛知県総合教

育センターが主管となって開催された。「新たな教
育課題に対応できる教師を育成するための教育セン
ターの役割」を大会テーマに、白梅学園大学子ども
学部教授兼子ども学研究科長 無藤 隆氏による
「学習指導要領の改訂の動向」の講演が行われた。
その後、２日間に渡り研究協議が行われた。担当主
査指導主事が参加した。 

◆県内教育センター、教育研究所等との連携  
県内５つの教育センターと、行政枠を超えて研修

受講者を受け入れるための調整を行った。また、横
浜国大教育人間科学部附属教育デザインセンターの
客員教授を教育研究所主査指導主事が務め、テレビ
会議システムを利用して臨任・非常勤研修を実施し、
連携を深めた。 
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学 校 教 育 

指導の目標と重点 
学校には、子どもの「生きる力」を育成すること 

が求められている。また、本市では、平成 22年度に「横

須賀市教育振興基本計画」を策定し、育てたい「横須

賀の子ども像」として新たに【人間性豊かな子ども】

を掲げ、学校・家庭・地域で連携して、子どもを育む

ことを目指している。 

 

【人間性豊かな子ども】 

○ 自ら進んで学び、問題解決する力を身に付けてい   

  る 

○ 生命や人権を尊重し、他者との豊かな関わりを持 

っている 

○ 心と体の健康を意識し、健やかな体を持っている 

○ 自らの可能性を信じ、夢や目標に向かって努力し 

ている 

○ 社会の一員としてルールを守り、主体的に社会に 

貢献している 

○ 郷土を愛し、豊かな国際性を身に付けている 

 

◆指導の目標 

横須賀市教育振興基本計画第２期実施計画「学校教

育編」の４つの目標を基に、児童生徒を指導する上で、

学校が取り組むべき目標とその内容を「指導の目標」

として示している。 

１ 子どもの学びを豊かにします 

（１）学校教育目標の実現に向けて、創意工夫ある教

育課程を編成します 

（２）「確かな学力」を育成します 

（３）健康の保持増進と体力の向上を図ります 

（４）互いに学び合い高め合う集団を育成します 

（５）一人一人の教育的ニーズに応じた支援教育の充

実を図り、インクルーシブ教育システムの構築

を推進します 

（６）校種間連携を推進します 

２ 学校の組織力や教職員の力を高めます      

（１）組織を有効に機能させ、人材を育成します 

（２）校内研究・研修の充実を図ります 

（３）学校事故や様々な学校問題へ組織的かつ適切に

対応します 

３ 学校・家庭・地域の連携を深めます 

（１）家庭・地域との信頼関係や協力体制を構築します  

（２）地域の教育資源や学習環境を一層活用します 

 

 

４ 教育環境を整備し、充実させます 

（１）安全・安心な環境づくりに努めます 

（２）効果的な学習環境づくりに努めます 

◆指導の重点 

「指導の目標」や横須賀市教育振興基本計画で示した

重点課題、また本市の学校や子どもの実態を踏まえ、

学校と教育委員会が取り組むべきことを、本年度の「指

導の重点」として設定した。 

重点１ 「学力を向上させます」 

平成21年度より、「学力向上に向けた組織的な取組

の推進」を重点として位置付け、取組の推進を図って

きた。各学校では、計画的・継続的に取組を進めてき

ている。今後も共通理解のもと、各学校、市全体とし

て組織的に取り組むことで成果が期待できる。 

そこで本年度も、「確かな学力」を育むために、基礎

的・基本的な知識・技能の定着、思考力・判断力・表

現力の育成、学習意欲の向上、学習習慣の確立を目指

し、次のような取組を学校全体で組織的に行った。 

○ 学力向上に向けた課題解決のために、組織的に取

り組みます 

○ 学習内容を定着させるために、目標と指導と評価

が一体となった授業づくりを行います 

○ 家庭・地域と連携して、基本的生活習慣・学習習

慣の確立を図ります 

重点２「認め合い高め合う関係を築く力を育てます」 

学校では、子ども一人一人が、自立して自信をもっ

て社会で生きていくことができるよう様々な教育活動

に取り組んでいる。しかしながら、社会の変化、価値

観の多様化等を背景に、子どもの現状として、人間関

係を形成する力の低下、自分自身をコントロールする

力や自分に対する自信の欠如、規範意識の希薄化等が

指摘されている。このような状況においては、今まで

以上に学校教育では、子どもが自分自身に関すること

のみならず、他者や集団、社会との関わりに意欲と関

心を持つことができるような実践が求められている。 

 そこで、学校教育における「生きる力」の育成の基

盤となる学級、学年をはじめとする集団に目を向け、

教職員の共通理解を図り、子どもの実態に応じ集団作

りの指導を行った。 

○ 人と関わるよさや集団で活動する価値を、実感で

きるようにします 

○ 集団や社会と関わることを通して、子どもに規範

意識や社会性を身に付けられるようにします 

○ 一人一人が他者の考えや思いを理解し、集団の一

員として自分の力を発揮できるようにします 
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教  科  

平成 28年度の市の指導の重点の一つである「学力を向上させます」の実現に向け、

平成 26 年に提示した『確かな学力を育成する授業づくりのための視点』、学力向上

推進委員会による『提言』や教育課程研究会主題を踏まえながら、教科指導の充実

を図るとともに、各学校が作成した学力向上プランのもと、組織的に学力向上に向

けた取組を推進している。 

また、学校評価の積極的な活用や学校教育支援ボランティアを活用した取組など、

創意ある教育課程の編成と魅力ある教育活動の実践を進めている。 

 学校研究に関わっては、「教科等研究」「学力向上」「学校図書館」「関わり合い」「言

語活動の充実」「防災教育」「支援教育」等をテーマとした取組が各学校において積

極的に進められ、多くの学校で研究発表会が開催された。 

       国   語         

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、衣笠小学校を会場に、１年生で「おお

きなかぶ」、３年生で「ゆうすげ村の小さな旅館」を

題材に、目標を明確にした言語活動を位置付けた授

業提案を行った。 

２日目は、１年生「かいがら」、３年生「自然のか

くし絵」、児童が目標をもって学び、振り返りの中で

自己の成長を感じられるような単元計画の工夫と評

価の在り方について提案した。 

〔中学校〕 

１日目は、坂本中学校を会場に「伝統的な言語

文化」について書写の授業提案を行い、単元を通

した自己評価表を用い、生徒が目標をもって学習

活動に臨む授業を提案した。 

２日目は、国語研究会「書くこと」グループから、

東京書籍の教科書教材を用いた各学年の実践報告

を基調とした協議と、「書くこと」における評価に

ついて各学校の取組をもとに協議を行った。 

◎夏季研修講座 

７月29日に、関西大学非常勤講師塩谷京子氏に、

「読む力の育成」～目的に応じた読書と情報活用を

通して～と題し講演をいただいた。これからの時代

に求められる読む力の育成について多くの示唆をい

ただいた。 

◎小学校国語研究会 

研究テーマ「生きて働く確かな言葉」の育成～付

けたい力を意識した立体的な学びを通して～」をも

とに実践研究をした。 

「研究部」「研修部」の組織をもとに、授業研究会、

夏のワークショップ、書写の実技研修などを実施し、

学校文集の編集・書写作品展の運営に協力した。ま

た、課業時間外に自主的学習の場「国語塾」を運営

し、教員のニーズに答えた実践的な学習会を行った。 

 

◎中学校国語研究会 

研究テーマ「『生きて働く言葉の力』を育む国語科

教育の創造」に基づき、授業研究部各領域部会（「話

すこと・聞くこと」・「書くこと」・「読むこと」）、伝

統的な言語文化研究部の組織的な活動の中で研究授

業や提案発表に取り組んだ。 

また、学校文集の編集・書写作品展の運営に協力

した。更に、小中学校の研究会合同で、年度末研究

発表会をもち、現在求められる力・実践研究につい

て学習会を行った。 

 

       社   会        

〔小学校〕 

平成28年度研究テーマは、前年度に引き続き、「社

会との関わりを実感し、自分自身を考えていく社会

科学習」である。社会的事象と自分の生活との関わ

りに気付き、社会的な見方・考え方を広げ、自分と

人、さらに社会とのよりよい関わりについて考えら

れるようにすることねらい研究を行った。 

教育課程研究会の１日目は、公郷小学校教諭（５

年）、が「米づくりのさかんな地域」の単元で授業提

案を行い、問題解決的な単元構成と発問の工夫、及

び、ゲストティーチャーの効果的な活用方法等につ

いて提案した。教育課程研究会の２日目は、豊島小

学校教諭による、「暮らしの中の政治」（６年）の単

元で、身近な地域の学習を通して、政治に積極的に

参加していくことの意義を感じ、主権者としての公

民的な資質を育成することをねらいとした単元構成

の工夫と実践について提案が行われ、鴨居小学校教

諭からは「安全なくらしとまちづくり」（４年）につ
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いて、公助（消防署）、共助（消防団）について学習

を深めることを通して、自分自身でできること（自

助）について考えることができるような単元計画の

工夫と実践について提案が行われた。 

〔中学校〕 

平成28年度研究テーマは、『思考力・判断力・表

現力を育てる授業の研究～単元計画作りを通しての

指導と評価の一体化～』である。生徒それぞれが根

拠をもとにした意見を持ち、意見を交流することで

さらに思考を深めることができるような学習活動に

ついて研究を行った。教育課程研究会の１日目は、

池上中学校教諭による地理的分野「日本の諸地域～

関東地方」（２年）の授業提案を行った。問題解決的

な単元構成と、複数の資料を活用した多面的・多角

的思考及び、動態地誌的手法について提案した。教

育課程研究会の２日目は、北下浦中学校教諭による

文書提案と歴史部会幹事校７校からの実践報告を行

った。文書提案では、歴史的分野「近世の日本」の

単元で、既習の知識や諸資料から必要な情報を読み

取る技能を活用して、江戸時代が 260年間続く理由

について多面的・多角的に考察し、時代を大観させ

ることをねらいとした単元構成の工夫と実践につい

て提案した。 

夏季研修は、７月25日に歴史研究家、歴史作家の

河合敦先生に「楽しい歴史の授業づくり」というテ

ーマで歴史学習の魅力と授業で使えそうな教材等に

ついて講演していただいた。 

 

        算数・数学        

◎研究テーマ 

〔小学校〕 
『学ぶ楽しさと充実感のある授業づくりをめざして』 
○「よみとる」「あらわす」といった表現力の育成 
○「よさ（価値）」の高め合い 
○活用していく態度の育成 
・基礎・基本の確かな定着 
・算数的活動を通して、自らが課題を持ち、数学

的な見方・考え方を育てる 
・目標の明確化とそれに応じた指導と評価 
・効果的な少人数指導の実践と検証 
・確かな学力の定着の検証 

〔中学校〕 
「学び合いを通して、数学的な見方や考え方の育成」 
 ～学びあう喜びを感じとれる授業の創造～ 
 ＜育成したい力＞ 

○「楽しさ」：数学を学ぶ楽しさを実感し、自分の学

習してきたことを振り返ろうとする態度を育成 

○「気づき」：自ら課題を見つけ、その課題を解決

しようと粘り強く取り組む態度 

○「深める」：学び合いの中で、はぐくまれた数学

的な見方や考え方を深めようとする態度 
○「活用」：数学的な見方や考え方を活用して問

題解決していこうとする態度 

○「伝達」：数学的な方法によって、伝えようと

する態度 

 

◎教育課程研究会 

 小学校は走水小学校より「単元を通して身に付け

させたい力をつけるための指導実践｣、浦賀小学校よ

り「「考えをつなげる楽しさ」のある授業をめざして

～５・６年の実践から～」、中学校は北下浦中学校よ

り「確かな学力を身につけさせるために～活用型の

授業の実践～」、研究部（「数と式・統計」領域）よ

り「学習状況調査の問題を活用した単元計画と授業

実践｣の文書提案を基に研究協議を行った。 

◎夏季研修講座 

 国士舘大学文学部教授 正田良先生の講演会を実

施した。 
 

       理  科       

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

 「問題解決の活動を通して、確かな学力を育成す

る理科学習」をテーマに、１日目は明浜小学校によ

る授業提案、２日目は大塚台小学校と野比小学校に

よる文書提案を行った。また、全県教育課程研究会

理科部会において、野比小学校が提案した。 
児童のもつ自然事象における概念をもとに、問題

解決の活動を通して、科学的な概念へと変容する単

元と授業のあり方を研究した。 
協議会では、児童が学習問題を見いだし、見通し

をもち解決することで、科学的な見方や考え方が身

に付くことが協議された。また、児童の思いや考え

に寄り添う単元計画をもとに、問題解決を図ること

の大切さが話し合われた。 
〔中学校〕 

「目的意識を高め、科学的に探究する理科学習の

工夫・改善」を研究テーマに、１日目は長沢中学校

による授業提案、２日目は長井中学校と追浜中学校

による文書提案が行われた。 
生徒のもつ経験や体験を生かした導入の工夫によ

り、生徒が自然事象に疑問をもち、学習課題を科学

的に探究する授業展開を提案した。生徒の学習への

目的意識を高めるために、単元構成や興味・関心を
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喚起させる工夫について協議が行われた。生徒が課

題を見いだすことで、解決すべき目的が明確になる

とともに、課題解決を通して科学的な見方や考え方

が養われることについて話し合われた。 

◎小学校理科研究会 

「自ら自然にはたらきかけ、新たな知を創り出す

理科学習」を研究テーマとした実践研究を積み重ね

た。神奈川県小学校理科教育研究大会での文章提案

や、研究会による授業研究会が行われ、問題解決学

習を通した実感ある学びを追究した。また、教員向

けの研修会や広報の発行、「よこすか子ども科学賞」

や「創意くふう展」への協力を通して、児童に自然

科学への興味・関心を高める活動を行った。 
◎中学校理科研究会 

次期学習指導要領を見据えた研究テーマを設定し、

中学校理科におけるアクティブ・ラーニングのあり

方についての研究を進めた。研究会による研究授業

や、日本学生科学賞神奈川作品展の審査員を務める

活動を行った。定期的に幹事会や委員長副委員長会

議を開催し、各学校の理科教育に係る情報交換や、

指導案検討会などを通して研修を深めた。 
 

       生 活 科        

◎教育課程研究会 

研究テーマ 

気付く・楽しむ・はたらきかける 

子どもを育てる生活科 

～計画・実践・評価・発展のサイクルを通して～ 

 

【１日目】 

城北小学校第１学年３学級が単元名「いっしょに

ぐんぐん！いきものをそだてよう①」の授業を公開

した。 

この単元は、内容（７）を中心にした構成だった。

継続的にアサガオを育てていく活動を通して、成長

の様子に関心をもち、世話をする楽しさや喜びを味

わい、生命の尊さに気付き、植物を大切にすること

ができるようにすることを目指した。 

授業は、自分のアサガオに対して、今どんな世話

をすべきなのか、児童一人一人の考えを引き出す場

面だった。 

個々の考えについて、書くことよりも話すことを

中心とした活動を想定した学級では車座で話し合っ

た。個別に観察カードを書く活動を行う学級では机

を使った。学級ごとに子どもの実態に合わせて学習

活動を工夫した。 

授業後の研究協議では、「本時の目標に合った学習

をしていたか」「本時の評価規準に迫る具体的な姿が

見られたか」を柱として話し合った。まず、学級別

に分かれて話し合い、その後に全体協議を行った。 

その中で、次のような意見が出された。 

・ 子どもたちは、「アサガオの変化」を捉えている

ように見えた。教師の工夫が、手立てとして様々

なところに散りばめられていた。 

・ 児童の発言が友達に上手く伝わらないことも多

い。「どうしてそうなのか」などと丁寧に問い返

すことが、一人の考えを全体で共有することに

つながる。 

・ なるべく字を書く体験もさせたいが、子どもの

実態に応じてカードを利用したい。朝顔の芽が

出たときの様子を自分の体で表現することもで

きる。 

これらの協議から、子どもたちが、自らの思いを

進んで表現するようになるには、多様な表現方法を

想定することや教師の問い返しの言葉かけが大切で

あると分かった。また、学校の特色を活かした実践

を年間指導計画などの形として次年度に引き継いで

いくことの重要性が明らかになった。 

 

【２日目】 

２本の提案がなされた。 

一つ目は、鶴久保小学校第１学年、内容（２）「家

庭と生活」を中心に構成した単元について、「繰り返

しを意識した展開と評価の工夫」をテーマとした提

案であった。 

この提案では、次のような取組とその成果が示さ

れた。 

・ 評価計画に基づいて一人一人の学びの様子を

「児童見取りシート」にまとめた。このことは、

児童の思いを見取ることに役立った。 

・ 活動のサイクルを意識した展開を工夫し、活動

と振り返りを繰り返すことで、活動への意欲や

気付きの質に高まりが見られた。 

また、各家庭が児童にどんなことをできるように

なってほしいと考えているか把握したり、保護者に

向けて学習のねらいを丁寧に伝えたりすることが、

家庭と連携して学習を進めることにつながることが

分かった。 

 

二つ目は、夏島小学校第１学年のスタートカリキ

ュラムについて、「就学前教育と小学校教育の円滑な

接続を目指して」と題して提案された。 

実践に基づいて、次のような取組が示された。 

・ 育ってほしい子どもの姿を、週単位で明らかに

して指導計画を作成する。 
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・ 子どもの興味関心、思考に合わせて学習活動を

柔軟に組み替える。45分の中にいくつかの教科

の内容を含めているので、それぞれの学習を統

合した目標を設定し、評価を行う。 

・ 「わくわくタイム（学年合同の学習活動）」を朝

学習の時間などに導入する。 

こうした指導計画編成上の工夫を通して、 

・ 学習活動のねらいが明確になり、担任として、

見通しをもって授業に臨むことができた。 

・ 多くの教師の目で子ども達を見取ることができ

た。また、見取ったことを生かして、指導を改

善することができた。 

・ 無理のない学習活動が「明日も学校に来たい」

という児童の姿につながった。 

・ 知っている友達と会う機会が増えるので、児童

の安心感が高まった。 

などの成果が報告された。「安心、成長、自立」をキ

ーワードに、児童の実態に基づいたスタートカリキ

ュラムを各学校で編成し、全教職員の共通理解を図

ることの必要性が確認された。 

 

        音  楽        

◎教科テーマ 

[小学校] 

「音楽のよさを感じ、ともに創り楽しむ子」 

[中学校] 

「幅広い音楽活動を通して、生涯にわたって音楽を

愛好する心情を育てる」 

◎教育課程研究会 

[小学校] 

１日目「私たちの国の音楽に親しもう」（森崎小学校） 

目標を明確にした指導と評価の一体化を図る授業実

践についての提案がされた。共通教材の中でも扱い

にくい教材を、越天楽今様の旋律に着目した聴き比

べや身体表現、グループで話し合うなどの手立てを

通し、ねらいにせまる工夫を提案した。 

２日目「主体的、協動的に学び合う力を育成する

題材計画の在り方」（船越小学校） 

主体的、協働的に学び合うための授業構想と、授業

を実現するための手立ての文書提案が行われた。ね

らいを明確にすること、学校として題材ごとのつな

がりを把握し、６年間を見通した指導を行うことの

重要性が提案された。 

[中学校] 

１日目「箏の音色に親しみ、基本的な奏法を身に

つけよう」（大津中学校） 

器楽においては、基本的な技術を身につけることの

みに偏らないように、音色に注目させること、他領

域との関連を図りながら題材を構成することが有効

であるという提案がされた。 

２日目は、１日目の授業の実践報告から、その成

果と課題が提案された。題材・教材・活動で何を学

ばせるのか、何を身に付けさせるのかを明確にもち、

指導することの重要性が提案された。 

◎夏季研修講座 

「創作授業の充実～音楽づくりの実践～」と題し、

筑波大学非常勤講師である高倉弘光氏を講師として

お招きし、体験を通しながら研修を深めた。 

◎小学校音楽教育研究会 

歌唱・音楽づくり部会、歌唱・鑑賞部会に分かれ、

研修をすすめた。また、作詞作曲審査、子どものた

めの音楽会 小学生合唱団指導等が行われた。 

◎中学校音楽教育研究会 

 歌唱部会・器楽部会・創作部会・鑑賞部会に分か

れ研修をすすめた。作詞作曲審査、「子どものための

音楽会」「中学校音楽研究会音楽会」「スクールバン

ドフェスティバル」が行われた。「県連合音楽会」に

は田浦中学校、大津中学校が参加した。 

 

       図画工作・美術      
◎研究テーマ 

テーマ「豊かな心を育てる造形教育―子どもによ

りそい、おもいをかたちに―～であう・あじわう・

つくりだす～」に基づき研究を進めた。 
◎教育課程研究会 

〔小学校図画工作〕 
 １日目は、桜小学校教諭が４学年の２学級合同で、

造形遊びの公開授業を行った。段ボールを利用し、

校舎内の指定された範囲の中に、場所や素材の特徴

を基に発想したり、皆で話し合って考えたりしなが

ら試行錯誤して自由に発想を広げながら、つくり、

つくりかえたりを繰り返す造形活動を行った。 
 ２日目は、５年生が横須賀美術館にも特別展示コ

ーナーが設けられている地元の作家に焦点を当てた

鑑賞の授業実践の報告を行った。横須賀美術館の学

芸員に協力を仰ぎながら、図工における鑑賞活動の

ねらいに基づき、〔共通事項〕を軸としながら構築し

た『対話型の鑑賞』の授業の報告となった。 
 １日目は、活動の過程における学びの価値を大切

にすること、２日目は、鑑賞活動の可能性の広がり

を参加者と共有することができた。 
 
〔中学校美術〕 
 １日目は、坂本中学校教諭が、１学年で『風神雷



 

- 42 - 

神図屏風』の鑑賞をし、そのよさや美しさを生徒が

感じ取りながら、他者と意見を交流することで、更

に自分の見方を広げ、鑑賞の能力を育む活動の公開

授業を行った。 
 ２日目は、『針金クリップをつくる』という一つの

題材において、クリップ制作、パッケージ制作、相

互鑑賞といった大きく３つの学習活動が展開される

ため、学習計画とそれぞれの学習場面でのねらいを

押さえることについて、授業実践も踏まえて提案が

された。 
 両日ともに学習指導要領に基づき授業のねらいを

明確にすることの重要性が確認された。 
◎夏季研修講座 

 武蔵野美術大学から、三澤一実教授をお招きし、 
これからの図工・美術教育で求められているものは

何かという視点で講演いただき、研修とした。 

 実際に三澤一実教授のファシリテーションで一つ

の作品を鑑賞しながら、鑑賞の活動で大切にすべき

視点などを共有することができた。 
 

      体育・保健体育       
 学習指導要領の趣旨を理解し、運動領域、体育分

野の要点であるア）指導内容の体系化、イ）指導内

容の明確化、ウ）体つくり運動の充実、エ）運動の

取り上げ方の弾力化、オ）知識に関する領域の改善、

保健領域、保健分野の改訂の要点を踏まえ、指導計

画・指導方法・評価の工夫・改善についての研究・

実践を行った。 
◎市教育課程研究会 

〔小学校〕 
授業提案は、鷹取小学校による「中学年・体つく

り運動」（多様な動きをつくる運動）における、習得

から活用の学習を毎時間行うことができる単元構成

と、単元目標達成のための手立てを明確にした学習

指導について、文書提案は、馬堀小学校による「低

学年・器械・器具を使っての運動遊び」（マット遊び）

における、楽しい遊びから楽しい運動につながる体

育学習について提案され、協議を深めた。 
〔中学校〕 
授業提案は、追浜中学校による「３年生・保健分

野」（生活習慣病の予防）、「２年生・球技」（ゴール

型：ハンドボール）、「１年生・ダンス」（創作ダンス）

における、目標を明確にした指導方法の工夫につい

て、文書提案は不入斗中学校による「２年生・水泳」

（クロール・平泳ぎ）における、長く泳ぐことを意

識した泳法指導について提案され、協議を深めた。 
◎小学校体育研究会 

年間３回の授業研究会の開催をはじめ、各部が実

践研究を行った。また、県児童体力つくり研究発表

大会では、神明小学校教諭が提案を行った。 
◎中学校保健体育研究会 

各研究部が２年継続１年目の中間研究発表会を行

った。関東ブロック群馬県大会（高崎市）には中体

連と共に組織的に参加した。 
◎市体力つくり実践研究発表会 

研究委託校（２年継続研究の２年目）の野比東小

学校による「体育科授業を中心とした児童の体力向

上を目指した実践について」、野比中学校による「生

徒の体力向上と潜在能力について」の実践研究報告

を行った。また、横須賀市児童生徒健康・体力向上

推進委員会担当部会から、横須賀市の子どもの体力

の現状を踏まえ、体力向上推進のために各校で活用

できる資料について紹介した。 
 

      家庭、技術・家庭       

◎教育課程研究会 

【小学校家庭科】 

＜研究テーマ＞ 

「自分と家庭生活を見つめ、進んで実践する子ども

をめざして 

 ～なりたい自分・できる自分・生かす自分～」 

＜１日目＞ 

「かたづけよう 身の回りの物」（５年生） 

「クリーン大作戦」（６年生） 

野比東小学校において、上記の授業実践を行った。

どちらの提案も、学校生活という身近な生活に着目

して、実際に片付けや掃除の仕方を行った。活動を

見直す中で、過ごしやすさや日常的に実践していく

ことの大切さに気付かせるよう指導した。 

協議の中では主に活動を取り入れる良さと、活動

させるだけではなく、しっかりとねらいに迫る授業

展開であったという意見が出た。 

＜２日目＞ 

「楽しく ソーイング！修学旅行に向けた便利で使

いやすいナップザック作り」（６年生） 

富士見小学校からの提案では、５年生の経験を生

かした作品の製作と、作品に愛着を持たせるための

目的意識を明確にした題材の設定をし、意欲を持っ

て最後まで取組み、ものづくりの楽しさや達成感・

満足感を持たせるしかけをした内容であった。 

キッドを活用した製作であっても、意欲を持たせ

る手法は様々考えられることが意見として出された。

また、子どもたちの工夫をすべて取り入れさせるこ

とも大切だが、学びが生かされるもの、６年生の段
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階で押さえるべきことに置き換えて提示していくこ

とも必要ではないかということについて話し合われ

た。 

【中学校技術・家庭科】 

＜研究テーマ＞ 

「次代を担い、生き抜く力をはぐくむ学習指導の研

究 ～目標の明確化と指導と評価の一体化を図る授

業実践～」 

＜１日目＞ 

「本立ての製作」（技術分野） 

「今年こそ、まつり縫いをマスターしよう」（家庭分

野） 

浦賀中学校での授業提案で、技術分野では、１枚

の板から目的に応じた材料取りを考えさせる中で、

課題解決を通して、ものづくりの楽しさ、大変さ、

ものがあることのありがたさを指導した。 

木材加工の経験が少ない生徒にとっては、課題解

決に向けて想像していくことに困難を感じている部

分もあり、その部分をどのような手立てで支援して

いくか考える必要があるという意見が出た。また、

ワークシートについても、生徒が考えや思いを表現

できる工夫が必要であるといった話し合いもあった。 

 家庭分野では、まつり縫いの習得に向けた細かな

目標設定と、教材の工夫により、生徒自ら技術の向

上を実感できるような展開を提案された。 

 生徒の作業効率を上げる工夫や、学びを促すため

の事前準備の重要さについての話し合いがもたれた。 

＜２日目＞ 

「“エネルギー変換に関する技術”における実践的・

体験的な学習活動の有効的配置について」（技術分野） 

「“食生活についての課題と実践”～玉子焼きの実技

テスト～」（家庭分野） 

「衣生活と自立～まつり縫いの習得のために～」（家

庭分野） 

 技術分野では、Ｂ領域であるエネルギー変換に関

する技術について、講義式の授業と体験的な活動の

効果的な配置についての提案を、新たな題材配列と

して岩戸中学校、坂本中学校が共同で行った。 

 中学生にとって難しい内容が多く含まれるＢ領域

であるが、他教科との連携も図ることが可能であり、

そういったことを考えながらさらに効果的な計画を

していく必要があるという意見が出された。 

家庭分野は、長沢中学校からは、調理の実技テス

トを通して、基礎的・基本的な技能の定着とともに、

生徒の自信や意欲につなげていく題材の提案、坂本

中学校からは、まつり縫いの定着についてのみとり

と、教材教具の工夫についての提案がされた。 

どちらの提案においても、評価について教師と生

徒が同じ目標に向かっていることが大切で、相互評

価等を組み合わせていくことが考えられるのではな

いかという意見が出された。 

 

       外 国 語        

１．教育課程研究会 

 「コミュニケーション能力の基礎を育成する学習

指導と評価の工夫・改善」を研究テーマに掲げ、１

日目は授業提案、２日目は文書提案が行われた。 

 両日とも、外国語教育における「目標の明確化と

指導と評価の一体化を図る授業実践」について、提

案および協議を通して、認識を深めることができた。 

 

２．外国人英語教員活用研究 

鷹取中学校（２年目）、常葉中学校（２年目）、公

郷中学校（２年目）、久里浜中学校（３年目）の４校

と横須賀総合高等学校(１年目)に外国人英語教員

（FLT）が配置され、ネイティブ・スピーカーの効果

的な活用に係る研究を行った。 

各学校による活用研究に係る公開授業が行われ、

研究協議を通して、ネイティブ・スピーカーの効果

的な活用について理解を深めることができた。 

 

３．中学校英語副読本の作成 

 横須賀の魅力について英語で紹介することができ

るような副読本を作成した。編集委員会を立ち上げ、

校正を重ね、次年度配布する準備を行った。 

 

４．英語教育強化地域拠点事業 

 田戸小学校・諏訪小学校・常葉中学校・横須賀総

合高等学校を拠点校とし、平成 27年度からスタート

した２年目の事業として、次期学習指導要領を見据

えた小・中・高等学校をつなぐ CAN-DOリストの作成、

それに基づく公開授業を行った。公開授業において

は、小・中・高等学校の先生方が 12年間の学びをつ

なぐにはどうすればよいかについて協議し、文教大

学 金森 強 教授の助言をもとに研究を進めた。 

 

５．学習指導実践研究協力校事業 

 国立教育政策研究所より常葉中学校が委嘱を受け、

文部科学省 平木 裕 調査官が来校し授業を観察し

た。6月と11月の2度公開授業を行い、調査官によ

る新学習指導要領、新教育課程のイメージについて

の講演を行った。 

 

 

６．ＡＬＴ効果検証（新たな英語学習環境検討） 

 本市におけるＡＬＴ配置の効果検証及び新たな英
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語学習環境の検討を行った。 

 新たな英語学習環境の検討に係っては、モデル校

２校（池上中学校、野比中学校）を指定し、タブレ

ットを活用した英語学習のモデル実施を行った。 

また、ＡＬＴ効果検証に係っては、中学校２校を

抽出し、タブレットを活用した英語学習のモデル校

２校との比較検証（GTECを年間２回実施）を行った。 

 

      幼稚園教育課程        
平成28年11月18日（金）に、横須賀市幼稚園教

育課程研究会を実施した。研究会は、公開保育、研

究についての提案と、公開保育・提案に基づいた協

議、指導助言という構成で行った。 

横須賀市立大楠幼稚園が提案した。研究テーマは

「生き生きと活動する子をめざして～地域の方々と

積極的にかかわる体験を通し、人とかかわる力を育

てる～」であった。 

【公開保育】 

春からの園生活を通して、集めてきた落ち葉や花

（押し花）を使って制作活動をした。お世話になっ

た地域の方に感謝の気持ちを伝えるため、贈り物を

作ったり、未就園児との交流時に楽しく遊んでもら

えるように遊具を作ったりした。 

自分で選んだ制作物ごとに、４歳児・５歳児混合

のグループとなって、３つの部屋に分かれ活動した。

活動の終わりには、どのようなものができたのか全

員で集まり振り返る時間をもった。 

【提案】 

「生き生きと活動する子」の実現に向け、地域の

方との交流を手立てとした実践研究について提案さ

れた。教師や他園児とだけでなく、隣接する小学校

の児童や地域の方々、家庭と連携することで、より

「人とかかわる力」が高まるだろうという仮説に基

づいた研究であった。２年間の実際の交流の様子や

取組による園児の成長が示された。  

【協議】 

 公開保育・提案を受けて活発な協議が行われた。 

・ １つの活動に終わらず、その後も遊びが広がって

いる。生活を通した幼児にとって無理のない流れ

が「生き生きと活動する」姿につながっている。 

・ 環境の構成に工夫が見られた。また、教師による

禁止、制限、教導といったかかわりが少なかった

ので、幼児が自分の意思で活動できていた。 

・ 交流前に相手方とねらいを共有しておくことが

大切である。 

【指導助言】 

幼稚園教育課程担当指導主事が助言を行った。 

・ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、育

成を目指す資質・能力を明確にすること、地域の

人的・物的資源を活用することが大切である。 

・ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、幼

児の自発的な遊びの中で何が育っているのかを

考える際に活用できる。また、小学校でもこの姿

を参考に、接続を意識して取り組んでいく必要が

ある。 

 

      高等学校教育課程      
平成28年度の研究テーマは、『「確かな学力」を育

成する教育課程の編成と教育活動の工夫・改善～目

標の明確化と指導と評価の一体化を図る授業実践～』

である。さらに全日制、定時制ともに部会テーマを

設定して研究に取り組んだ。 

〔全日制〕 

「基礎・基本の習得と思考力・判断力・表現力の

向上を目指して」をテーマとして公開授業を行った。  

本年度は、学力向上をねらった市のフロンティア委

託研究の発表会と兼ねる形で、８教科の授業公開を

行った。「地理歴史（日本史Ａ）」では、グループ活

動や資料の活用方法についての効果的な活用をねら

いとした。「数学（数学Ⅰ）」では、既習事項を活用

して問題を作成する中で三角比の有効性を実感させ

ることをねらいとした。「理科（化学基礎）」では、

基礎基本の定着をもとに科学的思考力を伸ばす工夫

をねらいとした。「芸術（音楽Ⅰ）」では、表現力を

豊かにするための工夫と言語活動を生かした授業を

ねらいとした。「家庭（子どもの発達と保育）」では、

五感をフル活用した学習活動を通じ、基礎的な理解

と技能を養うことをねらいとした。「情報（社会と情

報）」では、デジタル化の理解を深めるために、実習

を通して生徒が主体的に学び学習意欲を高めること

をねらいとした。「商業（簿記）」では、主体的な調

べ学習と対話的なペアワークを組み合わせることで、

思考力を高めることをねらいとした。「福祉（こころ

と体の理解）」では、カリキュラム・マネジメントを

意識した単元構成と、深い学びへの手立ての工夫を

ねらいとした。 

 

〔定時制〕 

 「組織的な授業改善の推進～単元の授業づくりに

基づく授業実践の評価と分析及び改善に向けての

方策」をテーマとして、公開授業を行った。本年度

は市のチャレンジ委託研究の発表と兼ねる形で２

教科の公開を行った。「理科（化学基礎）」では、日

常生活を意識させながら、実際の観察を通して光の

性質を考えさせることをねらいとした。「商業（ビ
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ジネス基礎）」では、ICT 機器や既知の内容を活用

して生徒の思考を促すことをねらいとした。 

全体会では、スーパーバイザーとして来校された

教育実践「響の会」会長の角田明先生による講演会

が行われ、授業づくりの基礎基本や高校教育におけ

る授業研究の観点など多岐にわたって有意義なお話

をただいた。 
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教 科 外  

 

教育の大きな変革期に対応し、さまざまな教育課題を解決するため、各研究会は、

研究内容の充実と組織の活性化を図りながら精力的に活動を行ってきている。こう

して得られた各研究会の研究成果は、学校教育にとって大変重要なものとなってい

る。 

 

 
       小学校道徳         

平成 30年度「特別の教科 道徳」実施に向け、

指導主事から情報を得ながら研修を重ねてきた。    

教育課程研究会１日目は、浦郷小学校が「ねらい

を達成する授業づくり」の授業を公開し、２日目

に逸見小学校が「体験の有効な活用を手立てとし

た道徳の授業づくり」、野比東小学校は「東っ子

いじめ０キャンペーン」の文書提案を行った。ま

た、道徳教育連携推進講座では、小原台小学校が

新指導要領の内容項目に取り組み授業公開した。 

さらに道徳研究会として、諏訪小学校で「自然

や命を大切にしよう」を主題に資料の読み、授業

展開等の授業発表提案を行った。 

いずれの会も多数の方が参加し、積極的な協議

が行われ、共に学びを深めることができた。  

次年度も指導の工夫・改善を図っていきたい。 

       中学校道徳        

研究テーマ「生徒の心に響く授業づくり―「私

たちの道徳」を効果的に活用して―」（３年計画

の２年目）として、市の重点２とも関連性を持た

せ、研究に取り組んだ。研究推進校による授業公

開（長井中学校・馬堀中学校）文章提案校（大楠

中学校・衣笠中学校）が行われた。道徳の教科化

に向け、現在ある道徳の授業の見直しや、各学校

での効果的な指導方法の工夫などについて、試行

錯誤しながら取り組んでいる様子が伺えた。道徳

教育の更なる充実に向けて、大変良い取り組みと

なった。 

副読本の有効的な活用方法に視点をおいた発

表もなされた。「特別の教科 道徳」導入に伴う

新学習指導要領を見据えた、道徳教育の改善・充

実を図ることが提言された今、道徳教育の果たす

役割を再認識し、研究を積み上げたい。 

 

      小学校特別活動       

本年度のテーマを「豊かな人間関係をはぐくむ

特別活動～望ましい集団活動を通して～」とし、

研究に取り組んだ。 

教育課程研究会１日目では、学級会における集団

決定の各段階に関する指導が協議の話題となり、そ

の後、継続的な検討課題として研究会で協議した。

２日目では、野外活動の指導法について実践報告

し、子どもが主体的に取り組むキャンプファイア

ーに関して協議した。また、自分の身を守る避難

訓練の在り方を提案し、子どもと大人との意識の

違いや意思疎通の大切さを認識することができ

た。これらは県の教育研究大会でも提案し、多く

の貴重な意見を得ることができた。 

その他に、学級の係活動としてのいわゆる「会

社活動」について、研究会としての授業発表を行

った。以上を、実践記録集にまとめていく。 

      中学校特別活動       

本研究会は学級活動研究会・生徒会指導研究会・

進路指導研究会の各研究会が共通研究テーマ「生徒

が互いに認め合い高めあう関係を築く特別活動を

めざして」を掲げ、連携しながら研究を進めている。 

本年度の教育課程研究会１日目は、鴨居中の進路

学習の授業発表だった。将来に向けてどのような自

分であればより充実した人生や自分自身になれる

かを、グループワークや全体でのシェアリングを通

し、互いの意見を聴き合いながら高めていく生徒の

姿があった。２日目は常葉中が「特別活動（学級活

動）における小中一貫教育の取り組みの可能性」を、

浦賀中が「『被災地を助けたい』という思いがつな

ぐ生徒会活動の取り組み」を文書提案した。小中一

貫教育や防災教育の取り組みを今後も生徒の活動

として設定するためにも見通しをもった全体計画

や年間計画が必要であることが確認された。 



 

- 47 - 

    小学校総合的な学習の時間     

研究テーマは引き続き「生きる力を育てる総合

的な学習～自分なりに考え行動し、ふりかえるこ

とができる子の育成を目指して～」とし、子ども

達にとって切実感のある探究活動をいかに作り出

すか、単元づくりを中心に研究・研修を重ねた。 

８月には、中央教育研究所理事長の谷川彰英先

生を講師としてお迎えし、生活科研究会と合同で

研修会を開いた。参加者がグループに分かれ、衣

笠の街を実際に歩き、生活科と総合的な学習の時

間の授業展開を考える研修を行った。さらに、11

月には、鶴久保小学校を会場に、県下の先生方参

加の下、授業研究会を実施した。子どもの思いや

意欲を捉え、探究活動を深める単元展開について

広く意見をいただき協議を深めることができた。 

また、横浜や鎌倉等他地区の研究会にも参加し、

その情報を研究会に還元することもできた。 

    中学校総合的な学習の時間     

総合的な学習の時間が導入されて 15年が経つ。

教科書がなく、各中学校の特色を生かしながら取

り組むのが『総合的な学習の時間』である。本年

度も前年度と同テーマで取組を行ったが、「総合

は他の時間」と捉えていることが大半である。 
年度末の幹事会で、各中学校で取り組まれてい

る「職場体験」をどのように総合的な学習の時間

に位置づけているかを再確認した。 
総合的な学習の時間は教師全員が担当してい

る。「課題設定」「情報収集」「整理・分析」「ま

とめ・発表」を生徒が主体的に進んでいくプログ

ラムづくりを現在の教師に求められている。本教

科が導入されて 15年。さらなる発展した教科を目

指していきたいと思う。そのためには、本研究会

が担当者と総合的な学習の時間の趣旨を共有する

場を設定する必要がある。 

    児童生徒支援教育研究会      

本研究会では「発達障害に対する学習・生活面に

おける支援のあり方～小中高のつなぎを生かす～」

をテーマに、発達障害のある子ども達に対する適切

な対応について、小・中・高の連携を図りながら、

支援のあり方を中心に研究している。 

会員に加え、各校の支援教育コーディネーター・

養護教諭・登校支援相談員など広く参加を呼びかけ

た事により、徐々に本研究会の主旨が理解され、裾

野が広がりつつある。横須賀共済病院臨床心理士の

馬渕佳代子先生にご協力頂き、専門的・具体的なご

指導を受け、有意義な研修ができた。また、総合高

校スクールカウンセラーによる事例発表や、ＮＰＯ

法人代表による講演、インクルーシブ教育について

の研修を行うことも出来た。同様の研修が委員会主

催でも行われている中、今後は委員会と連携を深

め、魅力ある研究会としていきたい。 

       特別支援教育       

 いわゆる障害者差別解消法の施行を受け，イン

クルーシブ教育推進の方向性が示された本年度

は，新たに「一人一人が主体的に生き，共に育ち

あう教育の研究」を共有テーマと設定し，小学校

部，中学校部，通級指導部，特別支援学校部がそ

れぞれサブテーマを設定して研究に取り組んだ。 

 教育課程研究会での授業研究，実践発表，ブロ

ック内の小中学校で行う授業を見合う会，宿泊学

習や交流会，施設見学，講師を招いての研修会等

を行い，年間を通じて活動し研究を深めた。 

 今後もインクルーシブ教育システムの構築に向

け，合理的配慮，通常の学級での交流教育だけで

なく，現在の教育課題の上で特別支援教育の果た

す役割の重要性を認識し，各部でサブテーマを設

定し研究を更に継続して進めていきたい。 

        情報教育        

本年度も「情報の主体的活用をめざした学習活

動」をテーマに、視聴覚教育・新聞教育・統計教育

の各研究部がそれぞれ中心となって活動を行って

いる。県視聴覚・放送教育研究会との関連事業をは

じめ、学校・学級新聞展、統計グラフ指導者講習会、

コンクール入賞作品集作成など、各研究部の活動も

充実し、意欲的に行われた。 

特別委員会のワークショップでは、ＬＩＮＥ株式

会社から講師を招き、情報モラル研修が行われた。

授業研究では、買い物調べの調査を統計処理し、仮

説から考察させた提案が行われた。また情報研ニュ

ースの発行など、有意義な活動と研修を重ねてき

た。詳しい活動内容については、年度末に発行予定

の紀要「私たちの情報教育」をご覧いただきたい。 
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       学校図書館        

本年度も、『自ら学ぶ力と豊かな心を育む学校図

書館づくり』をメインテーマに、「～学校図書館の

整備・充実、計画的な活用を通して」をサブテーマ

にして、研究活動と事業活動とに取り組んだ。 

研究活動としては、学校図書館先進校視察のフィ

ールドワークでこたえるおう慶應義塾横浜初等部

を訪問したり、低学年の授業研究では、長浦小教諭、

小原台小教諭がビブリオバトルの授業を展開した

りした。夏期研修として《読書感想画の描き方》と

いう研修会を行い、感想画指導に実績のある講師よ

り、様々な手法等を学んだ。事業活動としては、夏

の先進校視察フィールドワーク、読書感想文・読書

感想画審査会、市感想画展の開催等を行った。特に、

感想画展は参観者も多く、市民・保護者への感想画

についての浸透度が更に広がった感がある。 

        学校保健        

学校保健研究会は、学校保健・学校安全を推進

していくために、健康安全部会と養護教諭部会が

ともに「人間性豊かな子どもの育成」のため、各

部会ごとのテーマを設け研究に取り組んだ。 

健康安全部会では、「組織的・計画的な学校保

健・安全教育の進め方」をテーマに小・中学校部

会で安全教育・防災教育の実践に取り組んだ。ま

た、授業研究では、基礎的な防災対応能力を養い

ながら豊かな人間関係を培っていく野比東小学校

３年生の公開授業を行うことができた。 

養護教諭部会では、「児童・生徒の心身の育成

をめざして」をテーマに６部会ごとに研究を進め

てきた。また、日本体育大学の野井真吾教授の講

演会を開催し、睡眠の乱れや過緊張による体調不

良、集中力の低下、体の使い方の不器用さなど、

多様化している子どもの心身の健康課題について

学び、実践に生かしている。 

   国際教育・小学校外国語活動    

本研究会は、昨年同様「国際性豊かな児童生徒

の育成‐ちがいを知り、認め合い、学び合う子ど

も・外国語を通して積極的にコミュニケーション

を図ろうとする子ども-」の育成をテーマに研究

を行った。 

６月の教育課程研究会外国語活動部会では、諏

訪小学校の教諭と ALT による６年生の公開授業

から、「相手の気持を意識したコミュニケーショ

ン、伝え方の工夫」について提案があった。８月

は、高坂小学校の教諭による「相手に関心をもっ

て聞こうとする態度を育てる授業づくり」（３年）

と、荻野小学校の教諭による「たがいに学び合い、

考えを深める子 ～子どもが意欲的に、すすんで

学習活動に取り組む授業づくり～」（５年）をテ

ーマにした２つの実践報告に基づいて協議を深

めた。荻野小学校の実践は、２月の神奈川県小学

校教育研究会中央大会でも提案発表し、全県規模

で成果を確認できた。 

また、研究会主催の外国語活動の授業研究とし

ては、２月に逸見小学校で教諭と ALT による２年

生の授業を公開した。「ことばの魅力やコミュニ

ケーションの楽しさを感じさせる」工夫として絵

本を使用し、外国語活動の目標であるコミュニケ

ーションの素地づくりのポイントを確認するこ

とができた。 

国際教育の授業研究として、11 月は田戸小学

校教諭、12 月は諏訪小学校教諭により、それぞ

れ総合的な学習の時間で 

「貿易ゲーム」を含めた多文化共生・グローバル

教育に関する授業提案を行い、研修を深めた。 

        食教育         

食教育研究会の研究主題は「食育を通して豊か

な心と体を育てる」である。 

 研究を進めるにあたり、各学校が食に関する指

導の全体計画を見直し、食育の視点を加えた授業

が行えるよう、学校における食育を組織的・計画

的に進めて、好ましい人間関係の育成を図るため

給食指導の工夫を呼びかけている。 

 また、本年度は、大塚台小学校の３年の総合的

な学習の時間「すばらしいまち 大塚台」の授業

提案から、「食事を大事にし、食物の生産等に関

わる人々へ感謝する心をもつ（感謝の心）」を食

教育の視点とした授業実践での研修を深めた。 

また、平成 28年度版「給食時間マニュアル」が

学級担任の指導書の役割を果たし、今後も各学校

において、給食を生きた教材とし、児童に望まし

い食習慣と実践力を身につけて欲しい。 
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        学校事務         

事務研究会では、「継承と変革～明日を創る学

校事務～」をテーマに３年間の研究を終え、研究

冊子にまとめた。 

経験の浅い事務職員が自分にとって何の研修・

研究が世代交代後に必要なのかを考えてサブテー

マを設定し、５つの部会で実践をした。 

①サポートアイテムに関すること②事務職員の

ワークスタイル③研究・研修に関すること④配置

人員と相互援助⑤世代間の課題について 

このような研究活動を経て、実務の技術を継承

することはもちろん、チーム学校の一員としての

事務職員のあり方、継承していくための研究・研

修・事務職員同士の連携の仕方等多くの研究成果

が生まれた。 

今後の学校事務に活かしていきたい。 

       小学校校長会       

本年度は「自立と創造、共生と躍進」をスロー

ガンに掲げ、校長会のいっそうの結束を図ると共

に、横須賀市の子どもたちのよりよい成長と未来

を願って、生きる力の獲得へ向けた活動を行って

きた。活動の重点を、学力向上に向けた取組、学

習指導要領改訂の動きに向けた取組、３年先を

見据えた校長会の組織強化、県校長会・市教委

等との積極的連携とし、それぞれの活動を通して

諸課題の解決に努め、新たな教育課題についての

情報を共有し論議を深めた。 

研究所と連携して実施した研修会では、次期学

習指導要領に向けた改訂の方向性や新たに教科化

される外国語・外国語活動の内容について学ぶこ

とができた。 

       中学校校長会       

 本年度も中学校長会では、「先送りしない課題」

として、五つの対策委員会で取り組んできた。具体

的には、（1）行財政委員会では①各学校の施設設備

の充実②駐車場料金の支払い方法③県費出張旅費の

増額（2）教育経営委員会では①長期休業短縮及び土

曜授業と授業時間数の確保・学期制・学校選択制②

小中一貫教育制度開始とこれから（3）進路指導委員

会では①適切な進路指導②学力向上の取組（4）教育

課程委員会では①道徳の教科化の教科化に向けた準

備②次期学習指導要領移行への準備（5）生徒指導委

員会では①インクルーシブ教育システムの導入②教

育困難な学校への支援等について「チームよこすか」

として取り組んだ。次年度より次期学習指導要領移

行への具体的な取組を進めていきたい。 

       小学校教頭会       

『豊かな人間性と創造性をはぐくむ学校をめざし

て～教頭力の向上 H28～』という研究テーマを設定し

取り組んだ。一人一人の教頭の多様な経験を生かし、

互いに研さんし、学び、高め合うことによって、教

頭職の専門性を発揮し、横須賀市の教育の発展や課

題の解決に寄与するよう努めた。 平成 29年 1月 27

日(金)、川崎市教育文化会館に於いて、「神奈川県

公立小学校教頭会研究大会」川崎大会が開催され、

市教頭会より「小中一貫教育における教頭の役割」

という提案を行い、横須賀市の小中一貫の取組を発

信することができた。部会教頭会をはじめ、定例会

・研修会・教頭会メーリングリスト等を通して、情

報交換を密にし、悩みや困り感を共有し、様々な課

題に対処してきた。さらに今後も、校長会・中学校

教頭会・市教委等の関係諸機関との連携を図りなが

ら、教頭力の向上に努めていきたい。 

       中学校教頭会       

教頭としての資質・力量を高め、本市・自校の教

育の向上を一層図ることを目標に、社会の変化と共

に、日々変遷を繰り返す教育課題に対応すべく、役

員会と５つの対策委員会が年間計画に基づき、各部

門が抱える個別の課題や研究主題に沿った研修・研

究に取り組むことができた。 

 その成果は、定例教頭会での多様な事例研究や各

対策委員会が企画・運営する研修会を中心に周知・

徹底され、教頭としての力量を高めると共に、円滑

な学校運営や改善へと繋げることができた。 

 また、県教頭会や逗葉・三浦地区中学校教頭会、

本市小学校教頭会との連携についても、合同研修会

や懇親会、各部会ごとの情報交換会等、年間を通し

て積極的に関わり、協力し合いながら活動すること

ができた。 
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特 別 支 援 教 育  
１ 特別支援教育の動向 

（１）市立ろう学校は、幼稚部１学級、小学部単一
学級６学級・重複学級２学級、中学部単一学級１
学級、高等部２学級となり、合わせて 12学級とな
った。 
市立養護学校は、小学部重複学級 12学級、中学

部重複学級５学級となり、合わせて 17学級となっ
た。 

（２）小学校の状況 

知的障害特別支援学級 42校 43学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級 46校 64学級 

  肢体不自由特別支援学級 13校 13学級 

  視覚障害特別支援学級 １校 １学級 

  病虚弱特別支援学級 ３校 ３学級 

（３）中学校の状況 

知的障害特別支援学級 22校 26学級 

  自閉症・情緒障害特別支援学級 23校 28学級 

  肢体不自由特別支援学級 ４校 ４学級 

  病虚弱特別支援学級 １校 12学級 

（４）第６回児童生徒ふれあい作品展 

日時 12月２日（金）～12月６日（火） 

場所 横須賀市文化会館 

来場者総数 2,000 人 

（５）支援教育コーディネーター 

支援教育コーディネーターの研修と情報交換

のために「支援教育コーディネーター連絡会」

全体会を５回、地域別ブロック会を２回の合計７

回開催した。年間を通して集団づくりプログラム

と合理的配慮についての研修を積み重ね、支援教

育コーディネーター一人一人のスキルアップを

図った。 

２ 就学教育支援委員会の活動 

「就学教育相談会」および「通級相談会」を開

催し、園児・児童・生徒の学校での支援内容や進

路についての審議を行った。 

（１）就学教育相談会  15回 ： 301人 

（２）通級相談会  ４回 ： 54人 

３ 支援教育夏季研修 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ７月26日 「作業療法の立場から

の学校支援」 

神奈川県立保健福

祉大学 
笹田哲 

２ ８月16日 「授業のユニバーサル

デザイン化について」 

東京都立青山特別

支援学校 

川上康則 

３ ８月22日 「Q-Uを生かした学級

・授業づくり」 
奥羽大学  

鈴木敏城 

人  権  教  育  
 平成 12年の「人権教育及び人権啓発の推進に関す

る法律」に基づき、平成 14年３月に「人権教育・啓

発に関する基本計画」が閣議決定され、さらに、平

成 16 年６月には人権教育の指導方法等に関する調

査研究会議より「人権教育の指導方法等の在り方に

ついて」の第一次とりまとめ、平成 18年１月に第二

次とりまとめが、そして平成 20年３月に第三次とり

まとめが出され、人権尊重の精神を貫いた実効力のあ

る教育がより一層求められている。 

人権教育の目標は、人間は生まれながらにして自

由であり、平等であるという人類普遍の原理を実現

するために、人間尊重の精神を養い人間の尊厳性に

ついての自覚を深め、人と人との間に存在する実践

力を育成するところにある。人格の完成を目指す教

育が、人権問題の解決に大きな役割を果すものであ

ることを深く認識し、人権教育のさらなる推進に努

めているところである。 

本年度は、各学校の人権教育担当者を対象とした

研修講座を３回開催した。 

また、人権教育指導者養成講座（２年を１期間）

については、13 校・２園の受講者が、「人権が尊重

される授業づくりの視点」について、研修を深めた。 

◆人権教育担当者研修講座 

回 日 時 内 容 講 師 

１ ５月17日 
「人権感覚の育成と人

権を尊重する指導のあ

り方」 

教育指導課 

人権教育担当 

指導主事 

２ 
７月28日 

～8月4日 

※夏季研修講座「夏季大学」の中から 

1講座を選択 

３ 12月６日 

「人権感覚の育成と人

権を尊重する指導のあ

り方」 

山陽学園大学  

教授 近藤 卓 

◆人権教育指導者養成講座（10期１年目） 

授業実践  テーマ「人権が尊重される授業づくりの視点」 

＜幼稚園＞ 諏訪幼稚園   大楠幼稚園 

＜小学校＞ 大矢部小学校  森崎小学校   大津小学校 

      根岸小学校   走水小学校   馬堀小学校 

      望洋小学校   大塚台小学校  浦賀小学校 

＜中学校＞ 大矢部中学校  大津中学校   馬堀中学校 
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教育指導員 

 平成26年度から市内の小・中学校における教科の

指導改善と教育水準の向上を図る目的で、教科指導

員制度をスタートさせた。任期は１年間で、４月当

初に、国語、社会、算数・数学、理科、外国語の５

教科で、小・中学校各２名の教員が任命された。業

務内容は、教育課程研究会や各学校の校内研究等で

指導案検討や助言を行った他、初任者等経験の浅い

教員に対して師範授業を行うなどした。昨年度はス

タートした年度で、周知も十分ではなかったため、

効果的に活用されない状況もあったが、本年度は学

校や研究会への周知に努め、昨年と比べて、各教科

とも活用回数が大幅に増加した。 

次年度は、平成30年度から「特別の教科 道徳」

となる、道徳についても新たに加えて、６教科とな

る。本年度の成果と課題を踏まえて、より活用しや

すく、効果的な制度にしていきたい。 

小学校３年生における少人数学級指導 

（１）事業概要 

 市立小学校３年生において、１学級の児童数が

35 人以上である学校に対し、きめ細やかな指導を

行い、学力の向上を図るため非常勤講師を配置する。 

（２）事業の背景 

 横須賀市学習状況調査において、小学校３年生か

ら全国との学力差が顕著となった。児童の学習を充

実するため、35 人以下の学級を編成し、きめ細や

かな指導を実現することで、学力の向上を目指す。 

（３）実施小学校 

森崎小学校 望洋小学校 小原台小学校  
鴨居小学校 高坂小学校 明浜小学校  

学力向上放課後教室(サポートティーチャー) 

【事業目的】 

 非常勤職員（サポートティーチャー）を活用する

中で、学習内容の定着状況に課題の見られる児童生

徒を対象とした学習指導を行い、基礎的・基本的な

知識・技能を図るとともに、すべての児童生徒に学

習の場を提供し、学力を向上させる。 

【方法】 

 １回の派遣を４時間までとし、小学校では週６回、

中学校では週２回を原則とし、年間 35週の派遣とす

る。長期休業期間中及び土曜日の運用に関しては、

年間５回、各３名までの派遣を原則とする。 

【内容】 

①通常級在籍の学力の定着に課題のある児童・生徒

への指導 

②授業において学習内容の定着を促すための指導 

③学習意欲のある児童生徒への学習の場の提供 

 



 - 52 - 
 

 移 管 事 業 の 推 移  

【読書活動推進事業】     教育指導課 

１ 学校図書館活性化担当の活動 

 本年度は、23名の非常勤職員が学校司書として

全小学校に２週に３日勤務した。 

学校司書の業務として、以下を学校にお伝えして

いる。 

(1)業務内容（例） 

 ①日常的な学校図書館の開館 

②学校図書館を活用した授業のサポート 

③学校図書館機能を考慮した環境整備 

④本の選書、注文、受け入れ、配架の補佐 

⑤ボランティアとの連絡窓口 

⑥児童の図書委員会が行っている貸出返却業務

のサポート              等 

 

２ 司書教諭研修講座 

本年度発令された司書教諭を中心に、司書教諭

以外の希望も募って実施した。 

回 日時 内容 講師 

1 7月29日 

学校図書館を活用し

て身につけさせたい

力 

関西大学 

非常勤講師 

  塩谷 京子 

 

３ 読書活動の推進  

４月 23 日｢子ども読書の日｣に関する取組とし

て、「本を楽しもう展」を開催した。本年度は南

図書館を会場に、会場近隣の児童生徒の読書感想

画を展示した。 

また、学校図書館研究会と協力して「読書感想

文コンクール」「読書感想画コンクール」を開催 

した。これまで読書感想文コンクールの入賞作品

を掲載した「読書感想文集」を発行してきたが、

本年度から感想画の件のコンクール入賞作品も掲

載し、「読書感想文・画集第 60号」として発行し

た。 

 

４ 学校図書館ボランティア養成 

学校図書館ボランティアの養成については、学

校司書が図書館整備を行う際に、共に活動を行う

中で、本の整備方法についての知識や技能を伝え

資質の向上を図った。10月には市のＰＴＡ協議会

の図書館ボランティア活性化委員会主催の研修会

において教育指導課から「学校司書のいる図書館」

について講演を行った。 

 

【外国語活動】       教育指導課 

１ 外国語活動研修講座の開催 

外国語活動の指導に必要な知識・技能を身に付

ける選択研修として、平成 22年度から開講してい

る。『ハッピータイム』に関わるワークショップ

や今後の外国語教育を見据えた授業づくりに関わ

る研修講座を全３回開催した。 

 

２ 横須賀市標準カリキュラム『ハッピータイ

ム』の提示 

小学校外国語活動の標準カリキュラムとして

『ハッピータイム』をイントラネット上に公開し

ている。外国語活動の補助教材である『Hi, 

friends!』に準拠したものであるとともに、横須

賀市独自の活動内容を踏まえたものとなってい

る。 

 各小学校の児童の実態に合わせてカスタマイズ

することを推奨している。 

 

３ YOKOSUKA English World 2016の開催 

  市内の小学校５・６年生 100名と外国語活動の

指導にあたっている ALT や FLT、またサリバンズ

スクールの児童 100名が参加した。日頃の外国語

活動の成果を発揮する機会となり、横須賀の子ど

も達と米海軍基地内の子ども達の交流を深める機

会にもなった。 

 

４ 外国語活動アドバイザーの派遣 

 各学校のそれぞれの状況や課題に応じた研修の

推進が図ることができるよう、外国語活動アドバ

イザーの派遣を行った。模擬授業の実施や授業内

容に関わるワークショップなどを通じて、外国語

活動の指導に必要な知識や技能等の向上を図っ

た。 

 

５ 英語教育強化地域拠点事業 

田戸小学校・諏訪小学校・常葉中学校・横須賀

総合高等学校を拠点校とし、平成 27年度からスタ

ートした２年目の事業として、次期学習指導要領

を見据えた小・中・高等学校をつなぐ CAN-DOリス

トの作成、それに基づく公開授業を行った。公開

授業においては、小・中・高等学校の先生方が 12

年間の学びをつなぐにはどうすればよいかについ

て協議し、文教大学 金森 強 教授の助言をもとに

研究を進めた。 
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【学校支援員派遣事業】   支援教育課 

本事業は、教育研究所『指導力向上・学級改善支

援員派遣事業』を引き継いだ、平成 23年度からの実

施事業である。学校支援員４名で、市立全小中学校

を担当する。 

 

１ 目的 

 各学校の状況把握及び教員の指導力向上を支援

することにより、学校の円滑な運営を図る。 

 

２ 業務内容 

・希望調査票をもとに、担当校を訪問し、授業

参観及び相談業務を通して、各学校の状況把

握に努める。 

・学校からの要請に基づいて、支援が必要な学

年・学級の正常化を図るための活動を行う。 

・必要に応じて、巡回相談に関わる。 

・緊急時に指導主事とともに保護者対応を行う。 

・就学相談の業務を行う。 

 

３ 支援の状況 

（1）学校訪問回数（平成 29年２月１日現在） 

  ①小学校 ··················· 474回 

  ②中学校 ··················· 271回 

   

（2）支援内容（平成 29年２月１日現在） 

  ①授  業 ·················· 786件 

  ②学級経営 ·················· 43件 

  ③教職員対応 ················ 16件 

  ④児童生徒指導 ··············· ６件 

  ⑤保護者対応 ················· ４件 

  ⑥その他 ···················· 88件 

 

４ 事業実績 

・希望調査票をもとに、学校の状況把握が的確

に行われた。その情報をもとに、支援教育課

を中心とした早期支援を行うことができた。 

・学校長からの要請に基づいて、学年・学級に

集中的に関わることで、学年・学級が落ち着

きを取り戻すことができた。 

・２～５年目の経験の浅い教員と研修機会が限

られている臨時的任用教員・非常勤講師への

相談・指導が効果的に行われ、授業力の向上

や円滑な学級経営をもたらした。 

 

 

【学校教育賞】       教育研究所 

１ 学校教育賞の目的 

本市の学校教育賞の制度は、昭和 24年度から

実施されている。学校教育の発展振興をはかる

ために設けられたもので、本年度で 67回目を迎

えた。 

より広く学校教育に関する研究成果を発信す

るために、研究論文を条件とする研究部門と、

実践報告的研究または企画提案を条件とする実

践・企画部門を設定した。 

なお、本事業は平成 25年度に総務課教育政策

担当から教育研究所に移管したものである。 

 

２ 今年度の応募状況 

実践・企画部門に１点の応募があった。 

 

３ 審査 

校長会代表及び指導主事で構成する審査準備

委員会（第一次審査会）を開き、原案を作成し

た。また、教育長が審査委員長を務める審査委

員会(第二次審査会)で更に審査を行い、次の賞

が決定した。 

【実践・企画部門】 

◆教育振興賞 

横須賀市立公郷小学校 教諭  

常時活動を基盤とした小学校音楽教育の研究 

～心に残る音楽体験を求めて～ 

◆研究概要と審査員のコメント 

児童の実態を的確にとらえることができてい

る。また、研究テーマにもある常時活動の意義

が明確であり、有効性が分かりやすく理論的に

述べられている。音楽の授業時数が削減されて

いる昨今、授業のシステム化や能率的な活動と

なるような視点なども含まれている。 
 

４ 学校教育賞授与式 

平成 29年２月２日(木)、教育長室において授

与式を行った。受賞した横須賀市立公郷小学校 

教諭に、教育長より賞状及び副賞が手渡された。 
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 平成28年度 ｢学校教育だより」 

平成23年度から教育委員会の組織を見直し、学校教育に重点を置いた学校教育部を設置した。そこで、教職員向け広報紙も、

これまでの｢学校教育課だより（学校教育課発行） 」と「月報（教育研究所発行）」を統合して、新たに「学校教育だより」と

して発行している。本年度から教育総務部総務課教育政策担当から教育指導課の業務に移管された。 
 

 

 

 

 

◎主な頁のテーマと執筆者名（敬称略） 

４月 

 (61号) 

１面：巻頭言『教師にとって大切なこと』（学校教育部長）・『学級開きを大切に』（教育指導課） 

２面：『指導の目標と重点～イメージ図～』（教育指導課） 

３面：『指導の目標と重点～取り組みの充実に向けて～』（教育指導課） 

４面：『家庭学習の取り組み（教育指導課）』 

５月 
 

(62号) 

１面：巻頭言『聞くということ』（支援教育課長）・『認め合い高め合う関係を築く力を育てる』（教育指導課） 

２面：『学校事故への対応～「さ」「し」「す」「せ」「そ」～』（学校保健課）・『教育相談について』（支援教育課） 

３面：『５月は情報セキュリティ月間です』（教育研究所）・『事故・不祥事防止について』（教職員課） 

４面：『体育的活動時の安全に関する留意事項』（スポーツ課）  

６月 
 

(63号) 

１面：巻頭言『人間力に磨きを』（教育研究所）・『水難事故の防止について』（スポーツ課） 

２面：『平成 28年度 横須賀市教育課程研究会』（教育指導課） 

３面：『平成 28年度 教育研究所 研修講座』（教育研究所） 

４面：『不登校長期化している児童生徒への家庭訪問』（支援教育課） 

７月 
 

(64号) 

１面：巻頭言『子どもたちの心の中を想う』（教育政策担当）・『共に学び育つ学校を目指して』（教育指導課） 

２面：『確かな一歩を積み重ねることでしか遠くへは行けない（研修講座）』（教育研究所） 

３面：『小中一貫教育が全ブロックで始まりました』（教育指導課） 

４面：『学校図書館は学びの宝庫』（教育指導課） 

８月 
 

(65号) 

１面：巻頭言『教師にこそ求められている言語活動の充実』（教職員課）・『学力向上の取組を紹介します！』（城北小学校） 

２面：『サポートチーム会議とは』（支援教育課） 

３面：『学校が取り組むべき新たな３つの提言』（教育指導課） 

４面：『基礎的環境整備と合理的配慮』（支援教育課） 

９月 
 

(66号) 

１面：巻頭言『幼児の姿から学ぶ』（教育指導課）・『夏期研修からの発見』（教育指導課） 

２面：『各学校で“人財育成”の取組を』（教育指導課） 

３面：『平成 28年度 横須賀市小・中学校教育課程研究会』（教育指導課） 

４面：『教職員のメンタルヘルス（心の健康）の対策について』（教職員課） 

10月 
 

(67号) 

１面：巻頭言『今も昔も変わらないもの』（支援教育課） 

『いつも楽しい給食時間』（野比東小学校）・『よりよい救急処置をめざして』（沢山小学校） 

２面：『横須賀市教育フォーラムを開催しています！』（教育指導課） 

３面：『給食時間の指導スタンダード「給食時間マニュアル」の運用開始へ！』（学校保健課） 

４面：『「いじめ」対策～児童生徒と教師の感覚のズレを認識し、修正するために～』（支援教育課） 

11月 
 

(68号) 

１面：巻頭言『「努力」はある日突然、実る！』（学校保健課）・『生徒会活動を通した防災教育の実践』（浦賀中学校） 

２面：『平成 28年度 横須賀市児童生徒体力・運動能力、運動習慣等調査の結果』（スポーツ課） 

３面：『授業改善の視点と全校体制による取組（平成 28年度全国学力・学習状況調査 横須賀市 結果概要）』（教育指導課） 

４面：学び続け、高め合う初任者の成長を支える人々（教育研究所） 

12月 
 

(69号) 

１面：巻頭言『グローバル人材の育成に向けて』（教育研究所）・『授業におけるユニバーサルデザイン』（大津中学校）（野比東小学校） 

２面：『特別の教科 道徳（道徳科）の実施に向けて』（教育指導課） 

３面：『授業のユニバーサルデザイン化をめざそう！』（支援教育課） 

４面：『研究員会の成果を、日々の教育活動にご活用ください』（教育研究所） 

１月 
 

(70号) 

１面：巻頭言『部活動指導～変化を求められている今こそ～』（スポーツ課）・『フロンティア研究から』（長浦小学校）（大矢部中学校） 

２面：『学校研究委託～フロンティア研究』（教育指導課） 

３面：『小中一貫教育の充実で「子どもの学び」を豊かにする』（教育指導課） 

４面：『学校改善に向けた学校評価の取組を』（教育指導課） 

２月 
 

(71号) 

１面：巻頭言『心をつなぐ言葉の教育』（教育指導課） 

『初任者研修を終えて』（神明中学校）・『教職 10年経験者研修を終えて』（鶴久保小学校） 

２面：『平成 29年度 指導の目標と重点』（教育指導課） 

３面：『時期学習指導要領の方向性～「学習指導要領の改善及び必要な方策等について（答申）」より～』（教育指導課） 

４面：『子どもと向き合う環境づくりを進めるために』（教育政策担当） 

３月 
 

(72号) 

１面：巻頭言『つたえる きく つなぐ きづく』（教育研究所長）・『平成 28年度 横須賀市学校教育賞』（教育研究所） 

２面：『「チームとしての学校」の実現にむけて』（教育指導課） 

３面：『支援教育の目指すもの《重点２ 認め合い高め合う関係を築く力を育てる》と《学校運営の側面的支援》～共生社会の形成に向けて  

インクルーシブ教育システム構築の浸透をめざして～』（支援教育課） 

４面：『数学を学ぶ意欲を高めるための指導の充実を目指して ‐生徒に身近な題材を用いた関数領域の授業実践を通して-』（神奈川県立総合教育

センター 長期研究員）・「特別の教科 道徳」指導における教師の意識向上の取組（横須賀市長期研修員） 

 

【発行の趣旨】 学校教育に関する情報を教職員に発信し、意識の向上を図り、もって学校教育の教育力向上を目指す。 

【様   式】 カラー用紙Ａ３二つ折 ４面構成とする。 

【対象・公開】  対象は、市立学校（幼・小・中・高・特）教職員とし、教育研究所イントラネット及びインターネットの教育委員会ホーム 

ページに掲載する。 

【編集発行責任者】 学校教育部教育指導課 
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指 定 研 究 概 要  

本市教育委員会の指定研究は、本市における教育課題に対し、子ども達の学力保障

とともに具体的・実践的に課題解決を図る委託研究である。本年度の指定研究は、フロン

ティア研究委託（小学校５校、中学校 11 校、高校（全日制）１校）、チャレンジ研

究委託（Ａ-小学校 20 校、中学校２校、幼稚園２園、特別支援学校１校／Ｂ-小学校

21 校、中学校 10 校、特別支援学校１校、高校（定時制）1 校）である。その他、体

力つくり２校（小・中学校）、運動部活動モデル校１校（中学校）、外国人英語教

員活用研究拠点校５校（中学校、高校）、文部科学省の英語教育強化地域拠点事業

研究校４校（小２校、中１校、高１校）である。

 

        支援教育        

「わかって」「できる」喜びを味わわせる 

      学習活動を通じ学力の向上を図る 

～支援教育を基盤にした生徒理解を通して～ 

                   衣笠中学校 

指定研究４年間の３年目である。研究目的は「学

力向上」を図ることにある。そのためには教師の

「授業力向上の努力」は不可欠である。ユニバー

サルデザインの視点を取り入れ、以下 10 項目を

授業改善のポイントとして設定し実践した。 
① 黒板周辺や教室前面の掲示を極力しない。 
② 授業の構造化・目標や流れが伝わる工夫。 
③ 一度にたった一つの指示を出す。 
④ 説明や指示を与えるときは、文を短くする。 
⑤ 視覚、聴覚、運動覚的な手立てを工夫する。 
⑥ リズム＆テンポがある。 
⑦ 明確な発問・指示を全員に伝える。 
⑧ 空白の時間を作らない。 
（早く終えた子にも作業の遅い子にも配慮がある）。 
⑨ 指導の途中で何度か達成度の確認をしている。 
⑩ 全員を励ましている。 
年間を通して上記ポイント①～⑩を柱に授業を

組み立てた。学校全体の「校内研修会」６回に加

え、ひとり１回の「研究授業」を実施した。また、

夜間１時間程度、若手教師を対象の「授業改善の

自主研修会（ESU）」を毎月開催した。   
「荒れは授業で始まり、授業で助長される」と

言われる。生徒の困り感に寄り添い、生徒一人一

人に「わかって」「できる」喜びを味わわせる授

業づくりを追求している。 
 

        支援教育        

教育のユニバーサルデザイン化で見えてきた 

大矢部スタンダードの在り方 

                  大矢部中学校 

 平成 25 年度からユニバーサルデザインの視点

を取り入れた授業づくりの研究を行っている。本

年度は研究の４年目にあたり、研究発表に向けて

準備を進めると共に、大矢部中学校としての成果

を確立するために取組を行ってきた。 

 以前視察した、東京都日野市立日野第三小学校

の研究発表会で挙げられていたユニバーサルデザ

インのポイント、「教室環境」、「授業」、「人

的環境」を参考にし、大矢部中学校では次のよう

な項目を挙げ、これを「大矢部スタンダード」と

した。 

 １ 環境整備 

 ２ 一指示・一作業 

 ３ 視覚化・動作化 

 ４ ホワイトボードの利用 

 ５ 教科指導の追究 

取組の内容を焦点化することによって、全職員

の共有がしやすくなり、取組に対する成果と課題

もはっきりと見えるようになった。 

 校内授業研究会についても、平成 26年度から大

学の主任教授の助言や、指導主事の指導を受けな

がら、実りのある研究授業、研究協議を行うこと

ができた。 

 今後は新たな課題や、人的環境についてのユニ

バーサルデザイン化を進め、大矢部中学校の教育

活動をさらに発展させていくために、研究を進め

ていきたい。 

 

         学力向上          

学び合い 高め合う授業づくり 

～自分の考えや思いを書く活動を通して ～ 

岩戸小学校 

 本校は、平成 26年度より３年間、学力向上フロ

ンティア校として研究委託を受け、学力向上に向

けた研究を行ってきた。授業のなかで、どのよう
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にすれば子ども達が主体的に学び合うようになる

か、岩戸の子ども達に合った授業とはどのような

ものなのか等々、学習指導要領解説を丁寧に読み

解くことから研究をスタートした。また、テーマ

を達成するために①学力向上を目指した指導案

の作成、②本時目標の明確化と自己評価力の育

成、③分かる授業のための発問・板書等の工夫の

３つの視点で授業づくりを行った。 

 全学級が年間２回研究授業を行い研究協議を重

ね授業づくりに役立て、常により良い授業を目指

した。 

 今後も３年間の学びを生かし、新教育課程に向

けて、さらにより良い授業づくり・学校づくりに

取り組んでいきたい。 

 

         学力向上         

確かな学力を身につけさせるために 

～ 総合的な学習の時間を通して ～ 

               北下浦中学校 

 北下浦中のフロンティア研究では、総合的な学

習の時間を活用した学力向上について研究を進

めてきた。「確かな学力」を身につけるためには、

総合的な学習の時間の学びを確かなものにし、授

業に学びを生かす相互作用と学習集団の土台が

必要であった。 

 総合的な学習の時間での学びを生かした活動

としては、「学級力向上プロジェクト」として、

学ぶ学級集団を生徒自身が作っていく活動を、

「試験の花道・進路の花道」として、学び方を

学ぶ活動に取り組んだ。両方とも、生徒自身が

現状を検証し、よりよく生活・学習するための

集団の課題をみつけ、互いの考えを共有しなが

ら解決の手立てを考える「探求的な活動」に仕

立てていった。これに平行して、探求的な学習

のプロセスを生かした「活用型授業の実践」、

研究以前から取り組みを進めていた「ユニバー

サルデザインを意識した授業の実践」を行い、

学力の向上に繋げていった。準備検証を含み、

全学年、全教師で取り組んできたため、生徒は

キャリア的思考が高まり、少し先の未来の自分

を意識しながら、それに近づくために、今何を

するべきか逆算した考えを持つ力が身につい

てきたと感じている。これにより、定期試験や

進路選択にも臆することなく前向きに取り組

む学習集団に成長してきた。教職員の授業研究

の意識も高まった。具体的な学力向上にはまだ

課題が残るが、教師と生徒たちが共に学力向上

に挑める北下浦中になったと感じている。 

 

         学力向上         

「自学自習」の精神の確立 

～生徒の主体的学びと、進路実現を目指す 
学習指導・キャリア支援の研究と手立て～ 

            横須賀総合高等学校 

 研究の最終年度にあたり、11月には公開授業研 

究会と協議会を実施した。施策として行った補習 

・補講体制の充実や進路指導の工夫・改善、大学 

進学希望者への具体的な対策も定着し、一定の効 

果もあがった。教師側は、様々な校内研修やフロ 

ンティア発表・教育課程授業研究等に向けた指導 

・助言を受け、授業の改善を進めた。授業のねら 

いの明確化、「指導と評価の一体化」を進めてい 

る途上である。一方、生徒の学習に向けた意識改 

革や意欲の向上を図る取組は、目に見えた効果が 

出ていない。 

 詳しくは研究紀要に記述しているが、今回の研 

究の反省を通して、次年度以降に残された課題を 

解決するための方策を打ち出し、実施しながら研 

究を継続することを検討している。「自学自習」 

の精神の確立こそは、本校の命題でもある。 

 

      教科等（小学校社会科）      

自ら学び、考え、感動する子 

～高坂スタンダードの充実と発展～ 

高坂小学校 

 「全校で、６年間で子どもを育てる」これは高

坂スタンダードが目指す理念である。どのクラス

でも安心して学べる環境、前年度に身に付けた学

習習慣を継続、発展できる学校を目指し、学びの

スタンダードの確立を副題に掲げて推進した。 

 本年度は昨年、冊子にまとめた「高坂スタンダ

ード ～学び方ガイド～」を施行し、その充実と

発展を目指した。また、カリキュラム・マネジメ

ントの考え方で作成した学年カリキュラムの検証

を行っている。研究発表に向けては全教員が授業

を行い、研究を重ね、８月には１年生、９月には

６年生の２つの学年で校内提案授業を行った。12

月の本発表では２年生と４年生、５年生の３学年

で公開授業を行った。教科は昨年に引き続き低学

年ブロックが道徳、中高学年ブロックは社会科で

ある。高坂スタンダード～学び方ガイド～に示し

たとおり、低学年部の道徳は新学習指導要領での

教科化を見据えたものである。社会科と連携し問
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題解決的な学習を取り入れ、１つの内容項目を複

数の時間で指導する授業を行った。また中・高学

年の社会科では、教師の指導のもと単元を貫く学

習問題を設定し、問題解決的な学習を展開した。

授業パターンの定型化ではなく、アクティブ・ラ

ーニングの手法も取り入れ、子どもが主体的に学

び様々な方法で自分の考えを表し、他の意見や考

え方と対話的に接し、自分の考えを再構築する姿

を目指した。 

 来年度以降も「高坂スタンダード」を施行し、

必要に応じて加除訂正を行い、さらなる充実、発

展を目指している。 

 

       教科等（中学校）        

『個を理解し、個にせまり、個を生かす』 
～どの生徒も意欲的に参加できる授業～ 

（教科のねらいを明確にした指導方法の研究） 
               池上中学校 

 本校では、３年計画で「教科のねらいを明確 

にした指導方法」を追究してきた。 

 ３年間の成果としては、週１回の教科会の実 

施や指導主事を招いての事前検討会指導案に座 

席表や板書計画を載せるなどのシステムが確立 

したことが成果としてあげられる。 

 研究協議では、ねらいにせまる協議になるよ 

うに、改善を繰り返しながら行うことができた。 

 本校は、長年同じテーマで研究を進めてきた 

ので、形骸化してきたという課題もあがった。 

次年度は、これまで行ってきた研究の良さを残 

しながら、課題解決のための新たな視点での研 

究を実施し、成果を発信していきたい。 

 

       教科等 発問・板書               

『生徒一人ひとりの学びを保障する授業の工夫』 

～自発的な学習集団の構築をめざし、効果的な発

問と板書を探求しながら教師の授業力を高め

学力の向上を目指す～ 

                大楠中学校 

研究委託２年目の本年は数年前より本校で取り

組んできたグループでの学び合いを主体とした授

業形態を基盤に、発問を①導入の発問、②思考を

深める発問、③定着につながる発問の３種類にわ

けるとともに、生徒にとって受動的な活動となり

がちな板書を、思考を深めたり、考え方を共有し

たりするような能動的な活動へと変換することを

ねらいとした。 

各教科でこのねらいに基づいて、教材や授業構

成などについて検討を重ね、生徒の自発的な活動

を引き出せるような授業づくりに取り組み、ほぼ

１か月ごとの校内授業研究会でその成果を共有し

た。また、指導主事や講師の方々の助言をいただ

きながら研究を進めた。 

次年度はこれまで蓄積した研究成果などを糧と

して、よりテーマに近づいた授業を創造できるよ

う取り組んでいきたいと考えている。 

 

      教科等 発問・板書       

「表現する喜びを知り、『自分が好き』といえる 

子どもを育てる」 

～生活科・社会科の授業での発問の工夫と精選・

板書の構造化を通して～     

久里浜小学校 

 本校では、前年度より３年計画で「効果的な発

問と板書」を視点とした、フロンティア研究委託

を受け、社会科と生活科を中心に、授業研究に取

り組んでいる。問題解決に向かう過程で、様々な

知識や考え方を獲得させていくことが、自己肯定

感を高め、主体的な姿勢を育てることにつながる

と考え、本テーマを設定し研究を進めてきた。 

 研究２年目の本年度も、スーパーバイザーの、

国士舘大学、北俊夫教授に、講演と授業研究での

具体的なご助言をいただいた。北先生からは、単

元を通して何を学ばせるかを明確にし、そのため

に必要な多様な知識を整理しながら、構造的に問

題解決的な学習を組み立てていくことを学び、授

業実践につなげてきた。５回の校内研究授業を行

い、12月８日には、中間発表として５年生（社会

科）と２年生（生活科）の公開授業を行い、成果

と課題を確認した。 

 

       教科等 特別活動      

『Q-Uを活用した学級集団づくり』 

久里浜中学校 

久里浜中学校では、フロンティアの研究委託を 

受け本年度より「Q-Uを活用した学級集団づくり」

の研究を始めた。 

研究を進めていく中で「K-13法」という Q-Uを

用いた課題分析方法を知り、それについて研修・

実践をした。職員同士で、プロット図の分布の様

子や個々の位置を見合って意見交換し、現状に至

った理由を仮説として立てて具体的な対応策（「学

年の連携の仕方」「担任教師の対生徒へのリーダ
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ーシップの取り方」「朝・帰りの会も含めての学

級活動の展開」「昼食・掃除の時間の展開」など）

を出し合った。そして、それを職員全体で共有し

ながら実践をした。11月に今年度２回目の Q-Uを

実施したところ、多くの学級で良い変化が見られ

た。 

２年目となる次年度はさらに研修と実践を重ね

ていき、本校の教育目標「正しく、明るく、たく

ましい生徒」を育てていけるように研究を進めて

いきたい。 

 

     教科等 問題解決的な学習          

相互理解（縦糸と横糸を紡ぐ）のための 
授業の創造 ～個にせまる授業の推進～ 

               田浦中学校 

 生徒が問題発見・解決のプロセスの中で主体

的・協働的に問題解決に臨む「問題解決的な学

習」を思考力・判断力・表現力の育成を目指し

て学力向上につなげ、実践的な研究を推進すべ

く本年度委託研究に立候補した。 

縦糸（生徒と教師・生徒理解）も横糸（生徒と

生徒・生徒間の働きかけ）と共に重要であること

を認識し、今までの研究をさらに発展させことと

した。横糸については、「学習リーダーの育成」

「グループ活動を活かした学び合い」等、生徒の

主体的に問題を追及する力を育む指導について取

り組んだ。教科係会を全教科一斉に行い、具体的

な手立てを全校統一した姿勢で指導した。 

 生徒の姿からは、班内で意見交換や説明をする

方法を確立しつつ、生徒同士で教え合う姿が増え

てきた。教師の姿からは、自分の授業を見直しな

がら横糸を意識し、以前より効果的なグループ活

動を行う事ができ、授業展開や学習活動の手立て

が増えて授業力の向上にもつながっている。 

11月には早稲田大学の小林広己教授を招聘し、

学区の小学校の先生方全員を交えて授業研究発表

を行った。学校生活全ての活動において集団づく

りを大切にしている事も、良い結果として表れて

いる。今後も更なる向上を目指し、学校全体の活

動として実践･研究を積み重ねていきたい。 

 

        学校図書館          

               長浦小学校 

本校研究もいよいよ４年目、集大成の年を迎え

ることとなった。ブックジラ図書館の諸環境整備

も、これまでの蓄積に更に上乗せする形で充実度

を増した。本年度は、司書教諭が級外教師となり

より動きやすくなったこともあり、学校司書や担

任との連携もより密となってきた。これらの面を

生かしつつ、学校図書館を活用した授業づくりに

取り組んできた。子ども達に広く読書活動が浸透

し、学力向上に向けての兆しも現れてきている。

市教委の指導主事の先生方を始め、スーパーバイ

ザーの藤田利江先生、塩谷京子先生からの貴重か

つ有効なご指導をいただきながら、無事に研究発

表会も成功裡に終えることができた。今後も、職

員作成の『くじらノート』の活用を含め、更なる

実践的な検証を進めていきたいと考えている。 

 

        関わり合い         

支援教育を基盤にした学校教育デザインの 

ユニバーサル化 

～関わり合いを通し認め合い高め合う集団づくり～  

公郷中学校 

 重点２の研究４年目にあたり、本年度は「ユニ

バーサルデザインとアクティブ・ラーニングの融

合」に取り組んだ。挨拶や道徳により関わり合え

る力を育て、集団の一員として存在感を感じられ

るようにすることが対話的授業に繋がり、学力を

向上させると仮定したからである。 

授業は３教科ごとのグループで研究し、教科を

越えた視点が生かされた。結果として、力のある

生徒を更に伸ばしたり探求的な学びとしたりする

ために「３つの促し」特に“練り上げ”の質を高

める必要があることが分かった。また、成果とし

て学習状況調査の関わり合いに関する項目のほど

んどが全国標準を上回り、学校評価アンケートも

全ての項目が右肩上がりとなっている。 

学力の向上を実感するには時間を要するが、今

後も学校体制で研究を進め、本校のリソースを継

承し、インクルーシブ教育システムを構築する。

そして、アクティブ・ラーニングの視点を生かし

た主体的な学びにより、生徒の思考力・判断力・

表現力を育てていく。 

 

       言語活動の充実        

「学び合う楽しさを味わう子どもを目指して」 

～ 言語活動を通して、お互いが高め合う授業 ～

大塚台小学校 

「算数科」における「言語活動の充実」を通し

て主題の追究を目指して４年間の研究を進めてき

た。 
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具体的には、算数の授業において子ども自らが

課題意識を持つことからめあてを立ち上げ、課題

解決に向けて「書く活動」や「話す活動」等の言

語活動を取り入れた学び合いの学習を創り出すた

めに、①問いの工夫、②話す活動の工夫、③書く

活動の工夫、④学びをつなぐ工夫 を手立ての重

点とし、授業研究を進めてきた。 

結果、言語活動に主体的に取り組む子ども達の

姿が見られ、学び合う楽しさを感じられるように

なってきていると感じる。また、言語活動を通し

て子どもの学びを豊かにする授業づくりに向けた

教師の指導力向上にもつながってきている。こう

した４年間の研究成果を２月３日に市内に発信す

る発表会を行った。 

 

       言語活動の充実         

理解する力・考える力・伝える力を高める 

ための授業の工夫 

～ 言語活動の充実を意識して ～ 

馬堀中学校 

 ４年間の研究の集大成の年なので、「活用型の

学習」「言語活動の充実」を全教師が授業づくり

の過程で意識することに努めた。今年度もスーパ

ーバイザーとして早稲田大学教職員大学院 田中

博之教授に校内研修会においてご助言をいただい

た。本年度は４年目として最終発表を行い、校内

研究授業も 10教科で 10回行った。また、本年度

は道徳の連携推進講座の発表もあり、年度当初は

負担感も危惧したが、研究授業の回数も増え、結

果として教師の授業づくりの意識が高まり、逆に

授業を公開するというハードルは低くなったよう

に感じている。 

 次期学習指導要領では「何を知っているか」と

いう知識偏重ではなく、「知っていることを使っ

てどのように社会・世界と関わるか」という活用

が重視される。そこで「言語活動の充実」が必要

となる。フロンティア研究委託は今年度で終了す

るが、次年度以降もこの４年間の積み上げを無駄

にすることなく、継続して研究への意識を大切に

していきたい。 

 

         防災教育          

自助・共助の意識を高める防災教育 
浦賀中学校 

 本校の防災教育で、以前から力を入れてきた活

動が２つある。①１年次で行う「地域防災学習」

②近くの小学校と連携して行う「合同防災訓練」

で、これらの活動を通して、いざという時に自分

の身を守るだけでなく、中学生としてどのような

行動がとれるのか（地域でのテント設営や簡易ト

イレの設置などの手伝い、小学生やまだ幼い子の

避難誘導など）を学び、防災意識の向上に努めて

きた。フロンティア研究委託を受けるに当たって、

まずは、これまで取り組んできた活動の成果を確

認し、それを受け継ぎ、さらに発展させていきた

いと考えている。それに加えて、校内の防災活動

の在り方に検討を加えるとともに、生徒の防災意

識を向上させるために、授業、学級活動、生徒会

活動の中でどのような取組を行っていくか検討し

ていきたい。研究１年目の本年度は、生徒会が中

心となって募金活動に取り組み、活動を通して「自

分たちに何ができるか」を考え、学んだことを生

徒集会で発表した。研究を通して、防災活動に主

体的に取り組む生徒の育成を目指したい。 

 

        ICT活用推進         

一人ひとりの学びの保障 

「最後まで夢中になって取り組む授業づくりと 

安心して学べる学級づくり」 

～ 聴いて、考えて、つなげて ～  

ICT と小集団を活用した学び合いの研究 

岩戸中学校 

授業づくりを柱とした学校づくりを行い３年目

となる。スーパーバイザーは、「学びの共同体」

顧問の馬場英顕先生に引き続きお願いした。 

年間一人３回の授業公開と２回のビデオ研修を

実施。本年は３月末に「生活」「学習」ハンドブ

ックによる研修を行い、授業同様、年間のはじめ

の４月スタートを大事にした。 

日常的に生徒一人一人の学びを保障した「授業

づくり」を行うことを研究の中心に据えた。 

職員の授業づくりに対しての意識はかなり高ま

り、講義一辺倒の授業から脱却し、研究委託の命

題でもある ICTを活用し視聴覚に訴える授業づく

りは日常化した。 

すべての学級での男女市松模様での４人班の学

習から、「聴き合う関係」を構築し、教科の本質

に迫る「真正の学び」を追究し、誰もが思考でき

る「ジャンプの課題」を設定することの３つのセ

ットが、学びを成立させる条件として定着してき

た。 

特別教室を含めた全教室にパソコン、プロジェ

クタを据え置きとしたことで全員が ICT機器を活

用できるスキルは身に付けた。  

その成果は、現３年の実力テストや前年度末の
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学校評価アンケートにも現れはじめた。 

今後は積み重ねて飛躍させるという考えでなく、

いつも原点を意識し、地に足をつけた日常の授業

を大事にした取組を継続することに大きな意味が

ある。次年度はさらに日常的な授業改善をし、生

徒が「最後まで夢中になって取り組む授業づくり」

を全職員で推進していきたい。 

また、ICTのタブレット型 PCの活用やスマート

ボードなどの研究も行っていきたい。 

 

        体力つくり         
野比東小学校 

 本年度も「体育科授業を中心とした児童の体力

向上を目指した実践について」という研究題目の

もと、研究を進めた。 
本年度は、前年度の成果を継承しながら、「加

速度計の活用方法」、「保健教育・食教育の充実」

を中心に研究を行った。昨年度、全学年の授業で

加速度計を着用し、現状分析を行ったところ、全

体的に体育の授業で活動量を確保できていなかっ

た実態が見えた。そこで、野比東スタンダード（体

育の授業の際に児童や教員が意識すること）と

EWU（East Warming Upの頭文字、活動量を確保

できるウォーミングアップ）を導入した。そして、

昨年同様神奈川県立保健福祉大学の鈴木志保子教

授の協力を得て活動量を測定したところ、低強度

の活動時間が減少し、高強度の活動時間が増加し、

実践の有効性が検証された。また、保健教育・食

教育の充実を図るために養護教諭や栄養教諭の専

門性を生かした指導をしたことで、児童の健康へ

の意識も変化したように感じている。 
 今後も、これまでの研究の成果を生かし、実践

を継続するとともに、児童の体力向上のためにさ

らなる手立てを講じていきたい。 
 

        体力つくり         
野比中学校 

「生徒の体力と潜在能力」について、２年計画

２年目の研究を進めた。前年度の取組を継承した

ところ、教師側の工夫や声かけのタイミング、生

徒同士の関わりを大切にすることが、潜在能力を

引き出す大切なポイントになることがより明らか

になった。また、課題であった「個へのアプロー

チ」を強化し、特にさく前年度の新体力テストの

総合評価 D・Eの生徒に着目し、年間を通した様々

な動きづくりの経験等から潜在能力を引き出し、

体力の底上げを図った。平成 26年度から３年間の

総合評価 D・Eの生徒の割合を比較すると、18％か

ら 8％にまで減少した。また、感想等から自分の

体力に興味関心を持つ生徒が増えた。さらに、１

年生を対象に陸上競技の元オリンピック選手をゲ

ストティーチャーとして招き、走りの姿勢や動き

方を中心に指導していただいた。貴重な経験をし

た生徒達は、表情が変わり驚くほど動きに変化が

現れた。その後の 50ｍ走では平均値が 0.2秒ほど

縮んだ。今後は、これらの取組や成果を市内各校

に発信すること、また野比東小学校での取組を途

切れさせないよう連携を図っていきたい。 
 

      運動部活動モデル校       

衣笠中学校 

 指定研究２年間の２年目として、引き続き、「教

育活動の向上を目指す部活動指導の在り方」を主

題とし、種目や運動技術の向上にとどまらず、学

校の教育活動を支え、全人格的な成長を促す部活

動指導のあり方を模索する研究を推進した。 

 本校は、指導経験が少なく、部活動指導に不安

や悩みを抱えている運動部顧問が多い。よって、

研究は、全教員を「アンケート」「指導力向上」

「体力向上」「学力向上」の４つのグループに分

け、互いに関連を図りながら組織的に取り組んだ。 

研究の成果として次の４点があげられる。 
①生徒の基礎体力や持久力が向上した。 
②対教師・器物破損などのトラブルが減少し、顧

問・生徒間の信頼関係がより強くなった。 
③生徒のあきらめずに粘り強く取り組む力が高ま

り、学習面・生活面に良い影響が見られた。 
④指導上の不安や悩みが減り、自信をもって指導

にあたる顧問が増えた。 
今後も全校体制で部活動指導の在り方を学び、

教育活動の向上につなげたいと考えている。 
 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
常葉中学校 

 本年度は研究テーマを「小学校との学びを生か

した効果的な指導の工夫」とし授業研究に取り組

んだ。英語教育強化地域拠点事業を受けて２年目

となり、諏訪小学校・田戸小学校・横須賀総合高

等学校と連携して CAN-DO リスト作成をすること

ができた。授業参観や情報共有も活発になり、各

校種が「何を大切にして授業を行っているか」を

詳しく知ることで授業展開や言語活動の改善に取
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り組んでいる。 

 週に一度の FLTがT1となる授業ではユニバー

サルデザインを意識し、異校種でも使えるような

わかりやすい表現を使うなど授業展開を工夫し

た。また小中の学びをつなぐという視点で両小学

校の ALT を本校に招待し、１年生の全クラスに

て交流授業を行った。出身校が異なる生徒が同じ

教室で学ぶことで、それぞれの小学校の特徴もわ

かり、生徒の英語に対する抵抗感も軽減すること

ができた。 

 次年度は英語教育強化地域拠点事業も３年目

となる。週 2 時間の外国語の授業を受けてきた児

童がライティングでつまずかないように、授業を

つなぐ手立てを具体的に研究していきたい。 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
公郷中学校 

 外国人英語教員の拠点校として前年度に引き続

き FLTとともに様々な教育活動に取り組むことが

できた。 
 本年度は全クラス週１回、FLT が T1 となる TT

の授業を展開した。FLT 主体の授業では英会話に

よる言語活動を中心とした授業の実践を行い、既

習の文法を使ったコミュニケーション活動を通し

て、生徒の興味関心を引き出すことができた。ま

た、スピーキング活動を中心としたペアワーク・

グループワークを行い、「関わり合い」を実践した。 
 また、授業だけでなく、委員会や部活動の中で

も生徒と関わり、指導にあたった。さらに休み時

間にも生徒とコミュニケーションをとることで、

生徒と多く関わった。 
 次年度からは、言語活動の充実を図るために、

より FLTと JTEが連携し、授業計画を立てていけ

るようにしたい。また、教科指導以外の場面にお

いても生徒との関わり合いを増やしていきたい。 
 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
                鷹取中学校 

 FLT を最大限活用することができる場は、授業

である。それもアシスタントとしての存在ではな

く、主体的な授業者としてである。授業とは(年間

・単元・１時間の授業)計画・教材研究・実践・評

価(この場合は、生徒への評価)等である。 

 本校では、３学年すべてで少人数授業を実践し、

FLTは第３学年の所属(教科担当としては、１年生

も担当)である。生徒にとって、140時間ネイティ

ブな表現や方法を学べること以上の活用研究はな

い。もう少し具体的に述べよう。 

① 少人数授業では、教材研究や授業構成の工夫 

・計画が重要となる。これは英語科(学校)とし 

て、生徒との信頼関係や安心感のためにも必要 

なことである。 

② 学校行事だけでなく、日々の全ての活動を共 

にすることによって、今まで以上に、英語が身近

なものとなる。 

③ FLT によって、さらにグローバルな学習活 

動を展開することができる。これは、前年度か ら

行っている「留学生の受け入れ」である。今年度

は、インドネシアから 44名が、２泊３日の日程で

生徒たちと交流(生徒宅へホームステイ)を深め

た。 

 これだけでなく、FLT

の教科授業以外の取り

組みによってモチベー

ションが高まった。 

 具体的には、ランチ

ミーティング・放課後

の学習会・英検の支援

・英語弁論大会指導(県

大会出場)・部活動指導

等々である。これらの

研究によって、生徒も

職場も大きな刺激を受けた。次年度に向けては、

授業の質をさらに高め、地域の教育力を巻き込み、

研究・研修を進めていく。 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
               久里浜中学校 

 ２回目の外国人英語教員の拠点校として、本年 

度３年目を迎え、７月から小学校で教えた経験の

ある新しい FLT に変わり、５か月が過ぎた。FLT

の授業では、小学校で取り組んだ表現を復習し、

更にプラスαした言語活動になるように工夫して

いるため、生徒に馴染みがあり、取り組みやすい

活動となっている。また、『英語で授業を行う』

を基本とし、わからない時は、生徒は “What is 

____ in English?” “How do you spell＿＿＿?” 

を用いて、解決している。 

 このように、５か月間小中連携を生かし生徒が

取組やすい言語活動を工夫し、英語で行う授業に

取り組んできた今、生徒自身から英語を使う雰囲

気が生まれている。また、JTE も、『英語で授業

を行う』を基本に取り組んでいる。今後も、FLT
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と協力し、生徒に取組やすい活動を工夫し、英語

での授業を継続し、使える英語、わかる英語が身

についたと実感できる生徒を増やしていきたい。 

 

    外国人英語教員活用研究拠点校     
横須賀総合高等学校 

 FLTを迎え２年が経過した。この間様々な場面で

精力的な活動が見られた。多くの科目で、生徒の

興味・関心を引き付け、英語でコミュニケーション

をとる楽しさを伝え、それを実践に移した。また、

ICTを評価の場面でも有効に活用した。授業以外

では、姉妹校であるオーストラリアのエラノラ高

校への短期留学の事前指導と引率、スピーチコン

テスト出場者への指導（結果は出場者２名が２位

と３位に入賞）、YOKOSUKA English Worldのボラ

ンティア生徒の指導、大学入試の英作文の添削や

英語での面接練習、英検２次対策、日々の清掃指

導など、あらゆる場面で生徒と積極的に関わり、

その結果、英語を話すことが生徒にとって、ごく

自然なものになっている。 

 今後もさらに、豊富なアイデアとアクティビティ

で、生徒の学びたいという思いを伸ばしてもら 
いたい。 
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教 育 行 事  

◎作詞作曲募集 

本年度の応募状況は次のつうとおりであった。 

《作詞の部》小 125点  中 79 点   計 204点 

《作曲の部》小 185点  中 42 点   計 227点 

 作曲の第二次審査は、作曲家の藤代敏裕氏に 

依頼した。小学校２点、中学校１点の入選作品と 

小学校３点、中学校３点の準入選作品を選んでい

ただいた。入選作品・準入選作品は、入選集第 59 

集として発行。 

 なお、入選作品は、平成 29年８月 20日に開催 

する「子どものための音楽会」で発表した。 

 

◎子どものための音楽会 

よこすか芸術劇場を会場に、８月 21 日（日）

に開催された。今年は中学校 17校の吹奏楽部員に

よる合同バンド 139 名、合唱の部には中学校 82

名、小学校 26名に合唱連絡協議会合唱団等も加わ

り、４月からの合同練習を経て、「合唱と吹奏楽

のための組曲「横須賀」」をはじめ、「小組曲」

など、すばらしい演奏を披露した。 

合わせて作詞作曲入選作品の発表も行われた。 

 

◎小学校芸術鑑賞会（５年生音楽） 

〔オーケストラ鑑賞会〕５年生対象 

７月４日：１回公演 ７月５日：２回公演 

今回で第 21回目の実施である。演奏は神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団、指揮は山形交響楽団音楽

監督、東京交響楽団正指揮者、いずみシンフォニ

エッタ大阪常任指揮者、ドイツ・ヴュルテンベル

ク・フィルハーモニー管弦楽団の首席客演指揮者

として活躍中の飯森範親氏。この会では、鑑賞す

るだけでなく、「横須賀市歌」の全員合唱、「さ

んぽ」の全員合奏という小学生が神奈川フィルハ

ーモニー管弦楽団と一緒に演奏するプログラムも

あり、心温まる演奏会となった。また、各楽器の

紹介のコーナーや飯森氏から子ども達へメッセー

ジを伝える場面もあり、演奏はもとより様々な面

で子ども達を魅了した。 

 

〔小学６年生美術館鑑賞会〕 

図画・工作科指導における豊かな情操を養う鑑賞

教育充実のために横須賀美術館での美術作品の鑑賞

会を平成 28 年６月～平成 29 年２月の間に実施。美

術館のスタッフにも協力いただき、本物の作品に出

会い、美術に親しむためのよいきっかけとなった。 

 

◎児童生徒書写作品展 

文化会館展示室を会場として実施し、小学校・

中学校・ろう学校・養護学校・横須賀総合高等学

校（全日・定時）の児童生徒の書写作品（高校は

書道作品）、約 1,000点を展示した。会期は、１

月 20日～24日、3,359名の来場者があった。 

小学校から中学校への書写のつながりや、高等

学校の芸術科書道への発展に至る様子を見ること

ができ、保護者・家族・市民からも好評を得るこ

とができた。 

本作品展は、学習指導要領に示された国語科書写指

導の一環として実施している。児童生徒の書写の力

の向上のため、国語研究会の協力を得て搬入後に

学習会の場も設け、教師の指導を振り返る機会に

もしている。 

 

◎小・中学校 学校文集 

小学校・中学校・特別支援学校の、校種・発達

の段階に応じたテーマにより、国語研究会の協力

を得て、第 85号を発行した。 

（小学校）「書くことを通して、国語を適切に表

現する力を育て、言語感覚を養う」というねらい

のもと、学年別にテーマを設定した。 

小学校では、報告文や意見文等の他に、今年度は

いわゆる生活文も掲載した。国語研究会協力のも

と、各学年３名の審査員を中心に、応募作品約 540

点の中から 65作品を入選作品として発行した。 

（中学校）「書くこと」の学習の中で生まれた作

品、122 点が掲載された。多領域とも関連付けた

指導から生まれた作品も多く、創作俳句や短歌、

随筆、小説、意見文、批評文など文種は多岐にわ

たる。審査員による評を加えて発行した。 
 

◎読書感想文・画募集 

 読書感想文コンクールは、本年度で 62回目を迎

え、例年通り各学校種に応じ、自由・課題の２つ

の部門で募集した。小学校 3,316 点、中学校 915

点の合計 4,105点の応募があり、審査会には学校

代表 333点が出品された。 

 横須賀地区第１次・第２次審査会で「優秀賞」

15 点（小学校 11 点、中学校４点）、「優良賞」

（小学校 29点、中学校９点）を選出した。 

 読書感想画コンクールについては、小学校 47校、

中学校 10 校から応募があった。小学校では教育課

程の一部として取り組んでいる学校が多く、中学校

では部活動等、課外活動において取り組んでいる。 
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今後も、各学校で読書活動の意義を再認識し、

様々な機会をとおして読書指導の機会を増やし、

児童生徒の読書への関心を高めていきたい。 

横須賀地区審査会での入賞作品 672点は「第 27

回読書感想画展」に展示した。平成 29年１月５日

から 10日までの６日間、文化会館第１ギャラリー

を会場に、指定図書やこれまでの読書感想文集、

昨年度県コンクール入賞作品もあわせて展示し、

読書への関心を高める工夫を行った。 

期間中は、入選者の家族を始め、一般市民が多

数訪れ、約 3,200名が来場した。 

これまで、横須賀地区第１次・第２次審査会で

「優秀」「優良」に選ばれた作品を掲載した「読

書感想文集」を第 59号まで刊行してきたものを、

本年度から神奈川県読書感想画コンクールで佳作

以上の入賞作品も合わせて掲載した「読書感想文

・画集」として第 60号を発刊した。この文・画集

は市内各学校に配布した。市内学校 13名の教員が

書評の執筆をし、編集に携わった。 

 

◎児童生徒造形作品展・造形教育研究発表会 

第 69 回展は、１月 12 日～１月 30 日、横須賀

美術館で開催した。「豊かな心を育てる造形教育

―子どもによりそい、おもいをかたちに～であう

・あじわう・つくりだす～」をテーマに、幼・小

・中・高・ろう・養護学校の子どもたちの作品約

2,700 点を展示した。会期中の美術館の観覧者数

は市民、保護者と子ども合わせて約 14,000人。 

会期中の１月 25 日には、研究発表会および講

演会を開催した。発表者及び発表内容は、横須賀

総合高等学校 高野芳幸教諭「美術における学力」

をテーマとし、豊かな実践の報告と併せて、参加

者を対象にした模擬授業を行った。講演会講師は

横浜美術館で教育普及グループ長の関淳一氏。演

題は「造形－知ること・美術－考えること」とい

うことで、生涯学習という広い視点で具体的な例

などを基にご講演をいただいた。 

 

◎中学校リーダースキャンプ 

 平成 28 年度リーダースキャンプは８月 19～20

日、１泊２日の日程で神明中学校を会場として実

施した。横須賀市中学校生徒会役員を中心に 212

名の生徒が参加した。 

 ７つの分散会に分かれ、現在の中学生が抱えて

いる諸問題の解決、広報活動の仕方、全校生徒の

活動の作り方など、意見交換をとおしてリーダー

としての在り方を学んだ。また、分散会ごとの発

表により情報を共有し、各学校へ情報を持ち帰る

ことで、それぞれの生徒会活動や学校生活に役立

てることをねらいとしている。 

 

◎中学生主張大会 

 市主催である「主張大会」を、本年度は平成 28

年 10月１日（土）に、横須賀総合高等学校ＳＥＡ

ホールで行った。市内中学校の代表生徒による主

張発表を通して、自らの考えを発表したり、様々

な考えを知って自分の考えを深めたりすることを

目的としている。 

 生徒会指導研究会主催の「中学生主張の会」と

の隔年開催のため、次年度は「中学生主張の会」

となる。 

 

◎中学校演劇発表会 

 第 33 回横須賀市中学校演劇発表会が市内６校

の参加で実施された。 

日頃の練習の成果が十分に発揮された発表で、

どの学校の発表も完成度の高いものになった。演

技力ばかりでなく、その舞台効果や舞台美術につ

いてもレベルの高いもので、各校のチームワーク

の良さが感じられた。 

 最優秀賞には、大津中学校の「親の顔が見たい」

が選ばれ、第 54回神奈川県中学校演劇発表会に横

須賀地区の代表として出場した。神奈川県中学校

演劇発表会では、県教育長賞を受賞し、第６回関

東中学校演劇発表会にも出場した。 

 

◎第 65 回中学校総合体育大会 

４月 16 日（土）、横須賀市総合体育会館メイ

ンアリーナにおいて、「響け声援 輝け笑顔 皆の

思いをこの夢に」のスローガンのもと、24校の代

表生徒 2,456人が整然と参加し、総合開会式を行

った。模範演技は、ヨネックスバドミントンチー

ムをお招きし、華麗な技術を披露していただいた。 

その後、13競技にわたり、延べ 7,600人が技能

を競い合い、交流を深めた。 

 

◎第 41 回小学校児童相撲大会 

  ５月７日（土）に市内小学校の５、６年生 602

名（男子 323名、女子 279名）の参加のもと、横

須賀市総合体育会館メインアリーナにおいて、室

内土俵を使用し開催した。 

短パンの上に「簡易まわし」を着用した児童が

多くの声援に包まれながら、男女別団体戦と学年

階級別個人戦を実施した。 

 団体戦は男女とも、野比東小学校が優勝した。 
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◎中学校スポーツ技術講習会 

市中体連との共催で、前期（体操競技）・後期

（剣道）の２回開催した。 

前期は６月 25 日（土）、横須賀市総合体育会

館において、青山学院横浜英和中学高等学校の 金

川 純子 氏と、神奈川県立横須賀高等学校の 林 

弘策 氏を講師としてお招きし、市内中学校の指導

者と各校の代表生徒計 60 人が技術指導と講習を

受けた。 

後期は 11月 26日（土）、横須賀市北体育会館

において、横須賀剣道連盟副会長の 田島 東海男 

氏を講師としてお招きし、市内中学校の指導者と

各校の代表生徒 122人が技術指導を受けた。 

学ぶ姿勢や態度の大切さ、技術向上に必要な基

本動作や総合的に体力を高める練習法、安全な練

習法など多くのことをご教授いただいた。 

 

◎第 48 回小学校児童陸上記録大会 

 10月 15日（土）に、市内全小学校計 46校の５

・６年生の代表選手 908名の参加のもと、公認 400m

トラックの不入斗公園陸上競技場において開催し

た。トラック全体を取り囲む 1000 人を超える観

衆の中、男女各８種目で競技を楽しむとともに交

流を深めた。 

また、当日は天候にも恵まれ、５年女子ソフト

ボール投げと６年女子走り幅跳びで大会新記録、

５年男子 100メートル走で大会タイ記録が出るな

ど、練習の成果が発揮された。 

 

◎第 34 回表現運動・ダンス発表会 

 11 月 12 日（土）、横須賀市総合体育会館メイ

ンアリーナにおいて、中学校３校、小学校４校、

延べ 400人の参加のもと開催し、７作品が発表さ

れた。児童生徒は日頃の練習の成果を全身で表現

した。講師には、横浜国立大学教授の 高橋 和子 

氏をお招きし、指導・講評をいただいた。また、

横須賀総合高等学校ダンス部の生徒 40 名が特別

参加し、横須賀盛り上げ大使に就任した地元横須

賀出身の EXILE メンバー、橘ケンチさん・EXILE 

TETSUYA さんからプレゼントされた、横須賀オリ

ジナルダンスを披露した。 

 

 

◎市内中学校駅伝競走大会 

 第 67回市中学校男子駅伝競走大会及び第 33回

中学校女子駅伝競走大会を 10月 22日（土）国道

16号馬堀海岸区間コース（馬堀海岸３丁目東～大

津漁港前）で開催した。沿道は、約 5,500人を超

える観衆が集まり、熱い声援を受けながら各校が

一本のタスキを繋いだ。全市立中学校 23校に横須

賀学院中学校を加えた男女各 24校から 408名（男

子 216名、女子 192名）の参加があった。 

男子は大津中学校が優勝を果たし、池上中学

校、浦賀中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

女子は追浜中学校が優勝を果たし、浦賀中学

校、神明中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

 

◎第 50 回小学校児童ボール運動大会 

12月２日（金）に市内小学校のグランド及び体

育館を会場にして、６年生全員、3,325 人が参加

して開催された。市内 46校を８つの部会に分け、

それぞれの部会ごとにバスケットボールとサッカ

ーの試合を行い、日頃の体育学習の成果を発揮す

るとともに、交流を深めた。 
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国 県・市 教育研究所 

 4. 1  障害者差別解消法が施行。障害者へ

の「合理的配慮」の提供が国公立学校

に義務付け（私学は努力義務） 

     「義務教育学校」創設などの改正学

校教育法が施行。 

     文科省、性的少数者への対応を求め

る教員向けパンフを作成。 

 4. 4  文科省、2015 年度「英語教育実施状

況調査」で都道府県別の成績を初めて

公表。トップは中三が千葉県、高３は

群馬県に。 

 4.18  文科相、第 3期「教育振興基本計画」

（18年度～22年度）の策定を中央教育

審議会に諮問。人工知能（AI）の発達

など 30年度以降を見据えた教育環境

の審議などを要請。 

 4.19  文科省、全国学力・学習状況調査（全

国学力テスト）を小中学校約 3万校で

全国一斉に実施。熊本地震の影響で、

熊本県は中止、大分県と宮崎県の一部

の学校でも見送りに。 

 4.27  教科書会社で構成する教科書協会、

検定・採択期間中の関係者への謝礼を

禁止するなど新たな自主ルールとなる

「教科書発行者行動規範」案を文科省

に提出。 

 

 5. 2  2015年度に公立小中学校で「通級指

導」を受ける障害のある児童生徒は 9

万 270人で、初めて 9万人を超える。

文科省のまとめ。 

 5.10  文科相、次期学習指導要領で学習内

容を削減しないことを強調した「教育

の強靱化に向けて」と題する文書を公

表。「ゆとり教育との決別」を宣言。 

 5.17  中央教育審議会の作業部会、10 年度

の常用漢字表改定に対応して、都道府

県名の全ての漢字を小学校で学習する

との考え方をまとめる。「熊」「潟」な

ど 20 字が加わることに。 

 5.20  政府の教育再生実行会議、発達障害

児や不登校児に対する教育の充実、突

出した能力を持つ子どもへの教育プロ

グラムの創設などを柱とする第 9 次提

言を首相に提出。 

 5.25  改正発達障害者支援法が参院本会議

で全会一致により可決・成立。発達障

害者が「切れ目ない支援」を受けられ

るよう、学校に「個別の指導計画」な

どの作成を求める。 

 5.30  中教審、実践的職業教育をする新た

ね高等教育機関「専門職業大学」（仮称）

の創設を答申。 

 

 6. 8  国際純正・応用化学連合（IUPAC）、

理化学研究所の研究チームが合成した

原子番号 113の新元素の名称案を「ニ

ホニウム」（元素記号案「Nh」）とする

と発表。 

     東京都東村山市教委、同市立東村山

第三中学校で過去 2 年間以上にわたり

「保健」の授業をほぼ実施していなか

ったと明らか。 

 6.13  文科省のタスクフォース、教職員業

 4. 1 横須賀市教育委員会事務局人事異動 

 教育指導課長 浦賀中学校長へ 

 後任に沢山小学校長が教育指導課長へ就任 

 総務課主査指導主事 横須賀総合高校教頭へ 

 支援教育課主査指導主事 池上小学校教頭へ 

 支援教育課主査指導主事 田戸小学校教頭へ 

 教職員課主査指導主事 岩戸中学校教頭へ 

 教育指導課指導主事 総務課主査指導主事へ 

 教育指導課指導主事 教育指導課主査指導主事へ 

 教育指導課指導主事 国大附属へ 

 教育指導課指導主事 神奈川県教育委員会へ 

 城北小学校教諭 教育指導課指導主事へ 

 野比中学校教諭 教育指導課指導主事へ 

 総合高校教諭 教育指導課指導主事へ 

 支援教育課指導主事 支援教育課主査指導主事へ 

 長井中学校教諭 支援教育課指導主事へ 

 坂本中学校教諭 支援教育課指導主事へ 

 教職員課指導主事 教職員課主査指導主事へ 

 

4. 1  辞令交付 

    学級編成説明会 

4. 4  学年始休業終了 

    学校司書辞令交付式 

4. 5  始業式・入学式（小・中・ろう・養） 

    始業式（高校） 

4. 6  入学式（高校） 

    教科用図書事務担当者会① 

    学校保健事務説明会 

    学校教育教科指導員委嘱式 

4. 7  生徒指導担当者研修講座① 

    学校体育指導員委嘱式 

    体育／保健体育科担当者会 

    サポートティーチャー辞令交付式 

4. 8  入園式（諏訪・大楠） 

    中学校体育連盟総会・専門部会 

4.11  給食開始 

    中学校校長会 

4.12  市立学校長会議 

    ことばや聞こえの調査説明会 

4.13  教科総会 

    スクールカウンセラー連絡協議会① 

    教科書給与事務前期分報告締切 

4.14  横須賀市学習状況調査（実施期間 14～22） 

    児童指導担当者研修講座① 

4.15  就学奨励事務担当者説明会 

    小学校校長会 

4.16  第 65回横須賀市中学校総合体育大会・総合

開会式 

4.19  全国・学力学習状況調査 

    学校給食事務説明会 

    本を楽しもう展［南図書館］（～5/1） 

4.20  教科外総会 

4.21  教職員人事評価システム評価者研修会（新任

教頭①） 

4.22  学校司書派遣校連絡会① 

    教職員人事評価システム評価者研修会（新任

校長） 

    臨時的任用職員研修会① 

    小学校修学旅行説明会 

    全県指導主事会議 

4.25  教職員人事評価システム評価者研修会（新任

教頭②） 

4.26  総括教諭等学校運営推進者連絡会① 

4.27  学校保健会理事会 

 4. 1  横須賀市教育研究所人事異動 

 教育研究所主査指導主事 追浜中学校長へ 

 長井小学校教頭 教育研究所主査指導主事へ 

 教育研究所主査指導主事 荻野小学校教頭へ 

 教育研究所主査指導主事 教職員課主査指導主事へ 

 教育研究所指導主事 神奈川県教育委員会へ 

 教育研究所指導主事 教育研究所主査指導主事へ 

 教育研究所指導主事 教育研究所主査指導主事へ 

 望洋小学校教諭 教育研究所指導主事へ 

 武山中学校教諭 教育研究所指導主事へ 

 大津中学校教諭 教育研究所指導主事へ 

 教育研究所係長 横須賀市に出向 

 教育研究所主任 教育研究所係長へ 

 福祉部健康保険課 教育研究所担当者へ 

 

 総務課教育情報システム室係長 横須賀市へ出向 

 財政部市民税課係長総務課教育情報システム室係長へ 

 

 長期研修員 鶴久保小学校教諭 

 

 

4. 1 初任者研修拠点校指導教員研修講座① 

   初任者研修校内指導教員研修講座① 

4.15 新任教頭研修講座①（校務情報化等） 

4.19 初任者研修講座①（開講式） 

4.26 教職 1年経験者研修講座①－1 

   養護教諭 2･15･25年経験者研修講座① 

4.27 教職 10年経験者研修講座① 

   教職 20年経験者研修講座① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.11 教職 5年経験者研修講座①－1 

教育年表 
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務適正化の報告書を発表。部活動の休

養日設定、「チーム学校」による専門ス

タッフとの協働などを提言。 

 6.15  文科省の専門家会議、全国学力・学

習状況調査（全国学力テスト）で中３

対象に英語のテストを３年に 1回程度

行うなどの「論点整理」を公表。 

 6.17  文科省、特別な事情がある場合は小

学校を卒業していなくても中学校への

入学を認めるよう都道府県教委などに

通知。無戸籍、虐待や犯罪被害に遭っ

て通学できなかったなどを例示。 

 6.19  選挙権年齢を「18 歳以上」へ引き下

げる改正公選法が施行。新たに約 240

万人以上の有権者が誕生。 

 6.20  文科省、教科書会社などに不公正な

行為があれば、採択期間中でも別の教

科書に採択替えできるよう省令を改

正。 

 6.27  警視庁と佐賀県警、佐賀県の教育情

報システムなどに不正接続したとして

佐賀市の無職少年（17）を再逮捕。県

立６高校の生徒の成績などの約 21 万

ファイルが漏えい。 

 

 7. 1  長野県、「子どもを性被害から守るた

めの条例」が県議会で可決・成立。18

歳未満の子どもとの性行為を禁じる条

例が 47都道府県全てで制定される。 

 7.10  18歳以上選挙権での初の国政選挙

となる参院選が行われる。投票率は 18

歳が 51.17%、19歳が 39.66%、18～19

歳では 45.45%で、全体平均の 54.70%

を下回る。与党圧勝で野党の改憲勢力

を加えると憲法改正発議に必要な全議

席の 3分の 2を超える。 

 7.14  政府、「子供の貧困対策に関する有識

者会議」が初会合。「子供の貧困対策に

関する大綱」の見直しへ。 

 7.17  国連教育科学文化機関（ユネスコ）

の世界遺産委員会、東京・上野の国立

西洋美術館を含む「ル・コルビュジエ

の建築作品」の世界文化遺産への登録

を決定。日本の世界遺産は 20件目。 

 7.22  文科省の専門家会議、18 年度以降に

小中学校で教科化される「道徳」では

数値による評価はせず、高校入試にも

利用しないとの報告書を了承。 

 7.26 相模原市の障害者施設で入所者 19 人

が死亡、職員を含む 26 人が重軽傷を負

う事件が発生。神奈川県警が元職員の

男（26）を逮捕。障害者を狙った大量

殺人に対して社会全体に衝撃が走る。 

 7.27  中学などの運動部活動で休養日など

の基準を設けている市区町村教育委員

会は 28.7％にとどまる。文科省調査で

判明。 

 7.29  文科省、ICTを活用したアクティ

ブ・ラーニングの実施など「教育の情

報化加速化プラン」を公表。 

 

 8. 1  文科省、中央教育審議会の教育課程

企画特別部会に次期学習指導要領改訂

に向けた「審議のまとめ」（素案）を示

す。小学校高学年で英語を教科化、高

校では各教科の科目を大幅再編へ。 

    支援教育コーディネータ連絡会① 

    学校開放事業説明会 

4.28  就学前教育と小学校教育の連携研修講座①

（幼稚園保育所等対象） 

 

5. 2  中学校校長会 

5. 6  学力向上担当者会① 

    小学校音楽科担当者会 

    国際教室担当者連絡会① 

5. 7  中学校演劇発表会実技研修会①第一日目 

    第 41回小学校児童相撲大会 

5. 8  中学校演劇発表会実技研修会①第二日目 

5.10  学校・教育委員会合同防災訓練 

    外国人英語教員拠点校連絡協議会① 

    学校研究委託担当者会 

5.11  横須賀市立学校食育担当者会① 

5.12  生徒指導担当者研修講座② 

5.13  防災教育担当者会 

    小学校国語担当者会 

    学校水泳プール運営管理・安全指導説明会 

    第 49回神奈川県公立小学校教頭会総会 

5.17  人権教育担当者研修講座① 

    中学校修学旅行（～6/20） 

    小学校校長会 

5.18  特別支援学級新担任研修講座① 

5.19  新任総括教諭（中）研修講座（県センター） 

    神奈川県公立小学校校長会定期総会研究大

会（伊勢原） 

5.20  神奈川県公立中学校長会定期総会・横須賀大

会 

5.25  学校保健会定期総会 

    非常勤講師等研修会①－3 

5.26  新任総括教諭（小）研修講座（県センター） 

5.27  支援教育コーディネータ連絡会② 

 

6. 1  小中一貫教育に関する日 

6. 2  生徒指導担当者研修講座③（中高連携） 

    支援教育研修講座① 

6. 6  中学校校長会 

6. 7  特別支援学級担当者会① 

    神奈川県中学校生徒指導担当教員研修講座 

    小学校校長会 

6. 8  心肺蘇生法実技研修講座 

    教科用図書事務担当者会② 

    体育/保健体育科指導法講座 

6.17  小（教科）・中（教科外）教育課程研究会一

日目① 

6.21  神奈川県小学校児童指導担当教員研修講座 

    高校定時制修学旅行（～6/24） 

6.22  小（教科外）・中（教科）教育課程研究会一

日目② 

6.24  就学前教育と小学校教育の連携研修講座② 

    外国語活動研修講座① 

6.25  中学校スポーツ技術講習会（前期：体操競技） 

6.29  支援教育研修講座② 

    新任総括教諭研修講座 

    学校安全研修講座 

6.30  特別支援：教科書需要数報告締切 

 

7. 1  人権教育指導者養成講座① 

    小学校校長会 

7. 4  小学校 5年生芸術鑑賞会 

    中学校校長会 

7. 5  小学校 5年生芸術鑑賞会 

7. 6  学校図書館担当者会 

    特別支援学級新担任者研修講座② 

   理科基礎技術講座 

   教育研修所運営委員会① 

   非常勤講師等研修会①－1 

5.12 関東教育研究所連盟総会・研究協議会（～

13 日）（長野県総合教育センター） 

5.13 理科基礎技術講座 

5.17 学校情報化推進部会①－1 

5.18 非常勤講師研修会①－2 

   教職 1年経験者研修講座①－2 

5.20 研究員総会 

   県教育研究所連盟総会（県総合教育セン

ター） 

   研究所オープンデー 

   パワーアップ研修（英語シリーズ） 

   よこすか教師塾①（開塾式） 

5.24 初任者研修講座② 

5.25 教職 5年経験者研修①－2 

5.27 パワーアップ研修（英語シリーズ） 

   よこすか教師塾② 

5.31 学校情報化推進部会①－2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 2  全国教育研究所連盟総会・研究発表大会

（～3日）（大分県教育センター） 

6. 3  理科学校訪問型指導技術向上研修①大塚

台小学校（5･6部会） 

6. 7  初任者研修講座③－1 

6. 8  ICT担当者会 

6.10  理科基礎技術講座 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

    よこすか教師塾③ 

6.11  土曜科学教室① 

6.14  初任者研修講座③－2 

    初任者研修拠点校指導教員研修講座② 

6.15  研究所オープンデー 

    パワーアップ研修（達人シリーズ） 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

6.17  教科用図書展示会（～30） 

6.18  スキルアップ研修講座 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

6.24  よこすか教師塾④ 

6.28  初任者研修講座③－3 

 

 

 

 

7. 8  研究所オープンデー 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

    よこすか教師塾⑤ 

7. 9  土曜科学教室 

7.12  初任者研修講座④ 

    校務情報化研修講座①－1 

7.13  校務情報化研修講座①－2 

    県教育研究所連盟指導主事研修（県総合

教育センター） 

7.19  校務情報化研修講座①－3 

7.20  校務情報化研修講座①－4 

7.25  サイエンスサマー2016 

7.26  初任者研修講座⑤⑥ 
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 8. 4  文科省、16年度「学校基本調査」（速

報値）の結果を公表。過年度卒を含む

大学進学率は 52.0％で過去最高に、小

中学校の在籍者数は過去最低を更新。     

 8. 9  佐賀県教育委員会、無職少年（17）

が県立学校のネットワークシステムに

不正接続して約 15 万件のファイルを

盗み取った問題で、1 万 4355人分の個

人情報が含まれていたとする最終調査

結果をまとめる。 

 8.23  埼玉県東松山市の河川敷で少年（16）

の遺体が裸で砂利に埋まった状態で見

つかる。後に埼玉県警は中学生 3 人を

含む少年 5人を殺人容疑などで逮捕。

中学生による残忍な犯行に対して社会

に衝撃が走る。 

 8.30  文科省、総額 5 兆 8266億円の 17年

度予算案概算要求を発表。通級指導の

充実などを中心とした 3060 人増の教

職員定数改善、返済不要の給付型奨学

金の創設などを盛り込む。 

 8.31  文科省、センター試験に替わる新テ

ストの具体化など「高大接続改革の進

捗状況」を公表。新テストの実施時期、

実施方法などいまだ決まらず課題が山

積。 

 9. 2  政府、災害共済給付に関する政令改

正を閣議決定。小中学生のみだった、

いじめなどで自殺した場合の死亡見舞

金を高校生にも給付。 

 9. 7  15～39歳の「引きこもり」は推計 54

万 1000人で、前回の 10年調査より約

15 万人減少。内閣府の「若者の生活に

関する調査」。 

 9. 9  文科省、11年以降に 40 都道府県の

公私立高校計 271 校が教科書会社 6 社

から不適切な金品提供を受けていたと

の調査結果を発表。都道府県教委など

に高校教科書採択の適正化を通知。 

 9.15  経済協力開発機構（OECD）、「図表で

みる教育 2016年版」を公表。13年の

国内総生産（GDP）に占める日本の教育

機関への公財政支出割合は 3.2％で、

比較可能な加盟 33 カ国中 32位にとど

まる。一方、教員の労働時間は最長に。 

 9.21  「見れる」「出れる」などの「ら抜き

言葉」を使う者が初めて過半数を超え

る。文化庁の 15年度「国語に関する世

論調査」 

 9.29  文科省、16 年度の全国学力・学習状

況調査（全国学力テスト）の結果を公

表。下位グループの成績向上により都

道府県格差が縮小する一方、B問題の

正答率低迷など活用力に依然として課

題があることも明らかに。 

 

10. 3  16 年ノーベル生理学・医学賞に大隅

良典東京工業大栄誉教授が決定。日本

人のノーベル賞受賞は 3 年連続に。 

10. 9  スポーツ庁、15年度「体力・運動能

力調査」の結果を発表。子どもの体力・

運動能力は緩やかな上昇傾向に。 

10.13  文科省、15 年度「学校教育情報化実

態調査」結果を公表。教育用コンピュ

ーター1台当たりの児童生徒数は 6.2

人で核最高になる一方、自治体間格差

    養護教諭研修講座 

7. 7  生徒指導担当者研修講座④ 

    児童指導担当者研修講座 

    よい歯の図画・ポスター及び標語コンクール

審査会 

7. 8  小中一貫教育担当者会 

    総合教育会議 

7.13  学校保健会理事会 

    支援教育コーディネータ連絡会③ 

7.15  学力向上担当者会② 

7.16  不登校をともに考える会 

7.21  夏季休業開始 

    授業日数増加に関する試行日（～25日） 

7.22  給食終了 

7.25  社会科研修講座 

    学校水泳指導法研修講座① 

    防災教育研修講座 

    幼児教育研修講座 

7.26  支援教育研修講座③ 

    学校水泳指導法研修講座② 

7.27  県中学校総合体育大会総合開会式 

7.28  応急手当普及員再講習会① 

    家庭科研修講座 

    小学校等体育科夏季研修講座①② 

    就学前教育と小学校教育の連携研修講座 

    学校保健夏季研修講座（保健安全） 

    図画工作科/美術科研修講座 

7.29  国語科研修講座 

    司書教諭研修講座 

    小学校等体育科夏季研修講座③④ 

    学校保健夏季研修講座（食育） 

    高等学校：教科書需要数報告締切 

7.30  第 33回横須賀市中学校演劇発表会一日目 

7.31  第 33回横須賀市中学校演劇発表会二日目 

 

8. 2  小学校教育課程研究会二日目 

8. 3  中学校教育課程研究会二日目 

8. 4  音楽科研修講座 

    技術科研修講座 

    全国・関東大会出場選手激励会 

    総合的な学習の時間研修講座 

    中学校管理職特別研修会 

8. 5  応急手当普及員再講習会② 

    体育/保健体育科実技講習会 

8. 8  児童生徒体力つくり推進研修講座 

    外国語科研修講座 

8. 9  中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座

①② 

8.10  道徳研修講座 

    外国語科研修講座 

    中学校・高等学校等保健体育科夏季研修講座

③④ 

8.11  第 13回中学生創造アイディアロボットコン

テスト 

8.12  算数・数学研修講座 

    特別活動研修講座 

8.16  支援教育研修講座④ 

8.17  応急手当普及員講習会①② 

8.18  応急手当普及員講習会③④ 

    全県小学校教育課程研究会 

8.19  児童指導担当者研修講座③ 

    よこすかキャリア教育フォーラム 

    応急手当普及員講習会⑤⑥ 

    中学校連合生徒会役員宿泊研修会（～20） 

8.21  第 29回子どものための音楽会 

    中学校総合体育大会水泳競技の部 

    学校づくり研修講座① 

7.27  教職 10年経験者研修講座② 

    小中学校理科教材研究講座 

7.28  夏季大学① 

    理科基礎技術講座 

    初任者研修拠点校指導教員研修講座③ 

    初任者研修校内指導教員研修講座② 

7.29  理科基礎技術講座 

    学校づくり研修講座②③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 1  夏季大学② 

8. 4  夏季大学③ 

    理科研修講座 

    理科基礎技術講座 

8. 8  科学教養講座 

    ICT活用実践研修講座③④ 

    教育課題研修講座①② 

    学校づくり研修講座④ 

8. 9  小中学校理科教材研究講座 

    学校づくり研修講座⑤⑥ 

    教育課題研修講座③ 

8.10  教職 1年経験者研修講座②③ 

    理科基礎技術講座 

    環境学習講座 

    学校づくり研修講座⑦ 

    パワーアップ研修（理科シリーズ） 

    パワーアップ研修（達人シリーズ） 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

    研究所オープンデー 

8.12  教育課題研修講座④ 

8.15  Yknet 全面停止（1 日） 

8.18  初任者研修講座⑦⑧（宿泊） 

8.19  初任者研修講座⑨⑩（宿泊） 

8.22  教職 10年経験者研修講座③④ 

8.23  教職 5年経験者研修講座③④ 

8.30  学校情報化推進部会②－1 
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が深刻に。 

     公立学校で学校図書館図書標準を満

たしているのは小学校 66.4％、中学校

55.3％のみ。文科省の 16年度「学校図

書館現状調査」。 

10.20  16年上半期（1～6月）に交流サイト

を通じて性犯罪などの被害に遭った

18歳未満の子どもや 889人で過去最多

に。警察庁まとめ。 

10.26  仙台地裁、東日本大震災の津波で死

亡した宮城県石巻市立大川小学校の児

童 74 人のうち 23 人の遺族による損害

賠償で、学校側に安全配慮義務違反が

あったとして、市と県に計約 14億 2600

万円の支払いを判決。（市と県は控訴） 

10.27  15年度の小学校から高校までのい

じめ認知件数は前年度より 3 万 6468

県増の 22 万 4540 件で過去最多となる

一方、都道府県間の認知件数の格差も

問題に。文科省の 15 年度「問題行動調

査」で判明。 

 

11. 3  広島県府中市教委の第三者委員会、

万引きしたとの誤った記録による進路

指導の後に中三男子が自殺した問題で

「進路指導が自殺の一つの要因」とす

る報告書をまとめる。 

11. 4  財務省の財政制度等審議会、今後 10

年間で公立小中学校教員定数を 4 万

9400人削減できるとする試算をまと

める。文科省をはじめ教育関係団体は

一斉に反発。 

11. 9  横浜市教委の第三者委員会、東京電

力福島第１原発事故で自主避難してき

た中１男子が不登校になっている問題

で、学校でいじめがあったと認定し、

学校の対応を批判する報告書を提出。 

11.10  公立小中学校のトイレで洋式は

43.3%にとどまる。文科省調査。 

11.18  大阪府教委、17 年度から週 1の部活

休養日を府立学校に義務付ける方針を

発表。 

11.21  文科省、横浜市の中 1男子いじめ問

題で文科省副大臣ら幹部 3人を派遣。

横浜市長らに再発防止を要請。 

11.30  文科省の専門家会議、デジタル教科

書導入に向けた最終報告をまとめる。

紙の教科書主体で、一部をデジタル教

科書で代用。 

     理化学研究所、原子番号 113番の新

元素名が「ニホニウム」（元素記号は

Nh）に正式決定したと発表。 

 

12. 2  新潟市教委、東京電力福島第 1 原発

で福島県から避難した小 4男児に担任

が名前に「菌」をつけて呼んでいたこ

とを明らかにした上で謝罪。 

12. 6  経済協力開発機構（OECD）、15 年に

実施した国際学習到達度調査（PISA）

の結果を公表。日本は「科学的応用力」

が 4 位から 2位に、「数学的応用力」が

7位から 5位に上昇する一方、「読解力」

は 4 位から 8位に低下。読解力が今後

の大きな課題に。 

12. 7  フリースクールなどで学ぶ小中学生

を支援する「教育機会確保法」が参院

8.22  支援教育研修講座⑤ 

    全県中学校教育課程研究会 

8.23  授業日数増加に関する試行日（～29） 

    支援教育コーディネータ連絡会④ 

    生活科研修講座 

8.29  夏季休業終了 

 

9. 1  給食開始 

    読書感想文募集締切 

    生徒指導担当者研修講座⑤ 

9. 2  中学校美術科担当者会 

    教科書給与事務前期転学分報告締切：中学校 

    小学校校長会 

9. 7  読書感想文第 1次審査会 

    小学校図画工作科担当者会 

9. 8  教科書給与事務後期・前期転学分報告締切：

小学校 

9. 9  読書感想文第 2次審査会 

9.14  特別支援学級新担任者研修講座⑤ 

    臨時的任用職員研修会③ 

9.15  小学校創意くふう展搬入 

9.16  小学校創意くふう展審査会 

9.17  小学校創意くふう展（～18 日） 

9.21  小学校創意くふう展搬出 

9.27  小学校修学旅行（～10/12） 

9.28  支援教育研修講座⑥ 

 

10. 1 第 28回中学生の主張大会 

    不登校児童生徒のための進路情報説明会・相

談会 

10. 6 北下浦中学校研究発表会 

    生徒指導担当者研修講座⑥ 

10. 7 前期終業式 

    給食終了 

10. 9 スクールバンドフェスティバル 

10.11 秋季休業開始 

    授業日数増加に関する試行日（～12日） 

10.12 秋季休業終了 

10.13 後期始業式 

    給食開始 

10.14 臨時的任用職員研修会④ 

10.15 第 48回小学校児童陸上記録大会 

10.16 （第 48回小学校児童陸上記録大会：予備日） 

10.18 特別支援学級担当者会② 

    学校司書派遣校連絡会② 

10.19 中学校教育課程研究会総則部会二日目 

10.22 第 67回横須賀市中学校男子駅伝競走大会 

    第 33回横須賀市中学校女子駅伝競走大会 

10.23 （駅伝大会：予備日） 

10.26 小学校教育課程研究会総則部会二日目 

 

11. 1 池上中学校研究発表会 

11. 2 小中一貫に関する日 

11. 4 支援教育研修講座⑦ 

11. 7 第 2 回総合教育会議 

11. 9 支援教育コーディネーター連絡会⑤ 

    人権教育指導者養成講座② 

11.10 公郷中学校研究発表会 

    生徒指導担当者研修講座⑦ 

    第 57回関東甲信越地区公立学校教頭会研究

大会茨城大会（～11日） 

11.11 長浦小学校研究発表会 

    外国語活動研修講座④ 

    臨時的任用職員研修講座⑤ 

11.12 第 34回表現運動・ダンス発表会 

11.15 横須賀市高等学校教育課程研究会・横須賀総

 

9. 6  初任者研修講座（小学校のみ） 

9.13  初任者研修拠点校指導教員研修講座④ 

9.14  研究所オープンデー 

    パワーアップ研修（達人シリーズ） 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

9.16  理科学校訪問型指導技術向上研修②武

山小学校（7･8部会） 

9.21  理科学校訪問型指導技術向上研修③桜

小学校（1･2部会） 

9.23  パワーアップ研修（英語シリーズ） 

    よこすか教師塾⑥（後期開塾式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 1 土曜科学教室③ 

10. 7 関東教育研究所連盟研究発表大会（相模

原総合学習センター） 

10.14 第 63回県教育研究所連盟教育研究発表

大会（川崎市総合教育センター） 

10.18 初任者研修講座⑪－1 

10.19 理科基礎技術講座 

    研究所オープンデー 

    パワーアップ研修（達人シリーズ） 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

10.21 パワーアップ研修（英語シリーズ） 

    よこすか教師塾⑦ 

10.25 初任者研修講座⑪－2 

    管理職研修講座 

10.27 全国教育研究所連盟研究協議会（～28

日）（愛知県総合教育センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 1 初任者研修講座⑪－3 

11. 8 学校情報化推進部会②－2 

    研究所オープンデー 

11. 9 パワーアップ研修（達人シリーズ） 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

11.12 土曜科学教室④ 

11.15 学校情報化推進部会③－1 

    初任者研修講座⑫－1 

11.18 パワーアップ研修（英語シリーズ） 

    よこすか教師塾⑧ 

11.22 初任者研修講座⑫－2 

11.29 初任者研修講座⑫－3 
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本会議で賛成多数で可決・成立。学校

を休む「休養の必要性」を認める。 

12.15  文科省、16 年度「全国体力・運動能

力、運動習慣等調査」（全国体力テスト）

の結果を公表。小 5 と中 2の女子の体

力が調査開始以来最高を記録。また中

学校の部活動休養日は「週 1日」が

54.2%に。 

12.16  文科省、原発事故で福島県外に避難

している子どもへのいじめが各地で明

らかになっていることを受け、いじめ

の有無確認などを全国の教委に通知。 

12.21  中教審、次期学習指導要領の改訂に

向けた「幼稚園、小学校、中学校、高

等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等につい

て」を文科相に答申。小学校高学年で

英語が教科に、高校では教科・科目を

大幅に再編へ。 

12.22  15年度中に精神疾患により病気休

職した公立学校教員は 5009 人に。文科

省の教職員人事行政調査で判明。 

12.23  青森市教委のいじめ防止対策審議

会、16 年 8月に中 2 女子が自殺した問

題で、学校でいじめがあったと認定。 

     岩手県矢巾町教委の第三者委員会、

15 年 7 月に中 2男子が自殺した件で、

いじめの存在を認定する報告書をまと

める。 

 

 1. 6  文科省、運動部の部活動について「休

養日」を適切に設定するよう全国の教

育委員会などに通知。教員の多忙化解

消の狙いも。 

 1.17  文科省、高校生の「情報活用能力調

査」の結果を発表。複数の情報を関連

付けて考察するのが苦手など ICT の活

用力の課題が明らかに。 

 1.18  沖縄県の副知事、教員採用試験で特

定の受験者を合格させるよう県教委に

働きかけた疑いがあると一部地元紙が

報道。本人は疑惑を否定。 

 1.31  政府、返還不要の給付型奨学金の創

設のための日本学生支援機構法改正案

を閣議決定。 

 

 2. 3  日教組、第 66 次教研集会を新潟市で

開催（～5 日）。アクティブ･ラーニン

グやいじめ問題などへの対応がテーマ

に。 

 2. 6  文科相、文科省の天下り問題の調査

結果を発表。09年から人事課 0Bを中

心に天下り紹介業務を組織化。 

 2. 7  政府、発達障害児の通級指導や外国

人児童生徒の日本語指導を担当する教

員を定数措置するための義務教育標準

法改正案などを閣議決定。 

 2. 9  文科、総務、経済産業の 3 省、プロ

グラミング教育実施で官民による「未

来の学びコンソーシアム」を設立。 

 2.11  愛知県一宮市教委、6日に中 3 男子

生徒が飛び降り自殺した件で、遺書に

担任教員に「人生全てを壊された」と

いう記述があったと発表。 

 2.14  文科省、幼稚園・小中学校の次期学

習指導要領の改定案を公表。小学校高

合高校研究発表会 

    小学校校長会 

11.16 特別支援学級新担任者研修講座⑥ 

    創造ものづくり全国・関東大会生徒激励会 

11.17 児童指導担当者研修講座④ 

    女性管理職研修会横須賀大会 

11.18 幼稚園教育課程研究会 

11.22 岩戸小学校研究発表会 

    読書感想画募集締め切り 

11.23 YOKOSUKA English World 2016 

11.24 道徳連携・推進講座①（馬堀中学校） 

    神奈川県視聴覚・放送教育研究合同大会横須

賀大会 

11.25 大楠中学校研究発表会（中間） 

    平成 28年度第 2 回小・中学校教育課程研究

会運営委員会 

11.26 中学校スポーツ技術講習会（後期：剣道） 

11.28 大矢部中学校研究発表会 

11.30 児童生徒造形作品展担当者会 

    スクールカウンセラー連絡協議会② 

    就学通知書発送 

 

12. 2 第 50回小学校児童ボール大会 

    ふれあい作品展（～6日） 

    読書感想画審査会 

12. 5 中学校校長会 

12. 6 人権教育担当者研修講座③ 

12. 7 第 50回小学校児童ボール大会（予備日） 

    総括教諭等学校運営推進者連絡会② 

12. 8 高坂小学校研究発表会 

    生徒指導担当者研修講座⑧ 

12. 9 支援教育研修講座⑧ 

    小学校校長会 

12.12 学校選択制申し込み締切 

12.14 育ちと支援をつなぐ研修会 

    道徳連携・推進講座②（小原台小学校） 

12.16 学力向上担当者会③ 

12.17 よこすか子ども科学賞授賞式 

    児童生徒研究集録展示会（～1月 15日） 

12.22 給食終了 

12,24 森武洋教育委員任期満了で退任 

12.25 冬季休業開始 

    澤田真弓教育委員就任 

 

1. 5  読書感想画展搬入 

    読書感想画展（～10日） 

1. 6  授業日数増加に関する試行日 

1. 7  冬季休業終了 

1.10  読書感想画展搬出 

1.11  給食開始 

    支援教育コーディネータ連絡会⑥ 

    児童生徒造形作品展搬入 

    中学校校長会 

1.12  第 69回児童生徒造形作品展（～30日） 

    生徒指導担当者研修講座⑨ 

1.18  支援教育研修講座⑨ 

1.19  児童生徒書写作品展搬入 

1.20  児童生徒書写作品展（～24 日） 

    衣笠中学校研究発表会（中間） 

    第 36回横須賀市体力つくり実践研究発表大

会 

    全県指導主事会議・県学力向上シンポジウム 

1.24  児童生徒書写作品展搬出 

    小学校校長会 

1.25  道徳教育担当者会 

1.26  馬堀中学校研究発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 6 初任者研修講座⑬－1 

12. 8 新任校長研修 

12.10 土曜科学教室⑤ 

    スキルアップ研修講座 

12.13 初任者研修講座⑬－2 

12.14 研究所オープンデー 

    パワーアップ研修（達人シリーズ） 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

12.16 パワーアップ研修（英語シリーズ） 

    よこすか教師塾⑨ 

12.20 初任者研修講座⑬－3 

12,21 理科学校訪問型指導技術向上研修④諏

訪小学校（3.4部会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 5  教職 5年経験者研修講座④ 

    教職 10年経験者研修講座⑥ 

1. 6  教職 1年経験者研修講座④ 

    教職 20年経験者研修講座② 

1.17  初任者研修講座⑭ 

1.18  教育研究所運営委員会② 

1.21  土曜科学教室⑥ 

    スキルアップ研修講座 

1.25  研究所オープンデー 

    県教育研究所連盟研究協議会 教育課

程部会（座間市教育研究所） 

    パワーアップ研修（達人シリーズ） 

    パワーアップ研修（理科シリーズ） 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

1.26  県教育研究所連盟研究協議会 人材育

成部会 （おだわら市民交流センター） 

1.27  パワーアップ研修（英語シリーズ） 

    よこすか教師塾⑩ 

1.31  県教育研究所連盟研究協議会 調査研

究部会（相模原総合学習センター） 

 

 

 

 

 

 

 

2. 7  初任者研修拠点校指導教員研修講座⑥ 
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学年で英語を教科化するほか、プログ

ラミング学習を必修に。中学校社会で

は、竹島、尖閣諸島などが日本の領土

であることを明確化。「何を学ぶか」か

ら「何ができるようになるか」「どう学

ぶか」へ転換。 

 2.17  今春高校卒業予定者の就職内定率は

90.9%で、7年連続の上昇。 

     衆院予算委で学校法人『森本学園』

（大阪市）が小学校建設費用の寄付を

「安倍晋三記念小学校」の名前で募集

していたことが明らかに、首相は関与

を否定。国有地の払い下げで不当に価

格が低いとの疑惑も。 

 2.23  東京都、子どもの生活実態調査の中

間まとめを発表。2 割超の子どもが「生

活困難層」に。 

 2.24  中 3英語力で目標基準を達成した生

徒が 5割以上いたのは「書く」のみ、4

技能のバランスに問題あり。文科省の

英語力調査で判明。 

 2.27  青少年のスマートフォンによるネッ

ト利用は 53.4%、2 年連続で半数を超え

る。内閣府の調査。 

 2.28  文科省、15年度児童生徒の問題行動

調査の確定値を公表。いじめの認知件

数は速報値より 592 件増の 22 万 5132

件で過去最高に。 

 

 3. 1  日教組組織率は 23.6%で過去最低に。

文科省の調査。 

 3. 9  文科省、国際バカロレアを中心とし

たグローバル人材育成の有識者会議を

設置。教育の国際標準化が狙い。 

     虐待の疑いで警察が児童相談所に通

告した子どもは 5 万 4227人で、初めて

5 万人を突破。警察庁まとめ。 

 3.10  政府、学校教育改正案を閣議決定。

実践的職業教育を行う新しい高等教育

機関「専門職大学」を 19年度に創設。 

     文科相、東京電力福島第 1 原発事故

で避難している子どもに対するいじめ

で全国的実態調査を実施する方針を表

明。 

     不適切な価格での国有地取得が問題

となった「森友学園」（大阪市）が、4

月解雇予定の小学校の設置認可申請を

取り下げ。政治家の口利きや首相夫人

の関与などは否定。 

 3.14  文科相、学校教育法施行規則を改正。

外部人材の「部活動指導員」を 4 月か

ら制度化。大会の引率も可能に。 

 3.15  英国教育誌、「アジア大学ランキン

グ」を発表。東京大学は 7位、日本勢

の順位後退が目立つ。 

 3.16  文科省のいじめ防止対策協議会、い

じめ防止基本方針を改定。いじめ「重

大事態」に対する調査指針などを盛り

込む。 

 3.17  文科省、特別支援学校（小学部、中

学部）の次期学習指導要領案を公表。

学びの連続性なとに配慮。 

 3.24  文科省、18年度から使用する教科書

の検定結果を発表。教科化された道徳

は 8 社 24点が合格、郷土愛や伝統文化

への検定意見が随所に。高校公民でも

1.27  学校評価担当者会 

    神奈川県小学校教頭会研究大会川崎大会 

1.28  中学校演劇発表会実技研修会② 

1.31  児童生徒造形作品展搬出 

 

2. 1  小中一貫教育に関する日 

2. 3  大塚台小学校研究発表会 

    平成 29年度第 1 回小・中学校教育課程運営

委員会 

2. 6  中学校校長会 

2. 8  学校保健大会 

    国際教室担当者連絡会② 

    神奈川県小学校教育研究会中央大会小田

原・足柄下大会 

    高校（全日制）修学旅行（～12 日） 

2. 9  生徒指導担当者研修講座⑩ 

2.10  学校保健研究会健康安全部会研究発表会 

2.14  小学校校長会 

2.15  市制記念日（110周年） 

    食教育研究会研究発表会 

    教科用図書事務担当者会③ 

    人権教育指導者養成講座③ 

    特別支援学級新担任者研修講座⑧ 

2.17  外国語活動研修講座⑤ 

2.22  学校保健研究会養護教諭部会研究発表会 

    支援コーディネータ連絡会⑦ 

    外国人英語教員拠点校連絡協議会③ 

2.23  児童指導担当者研修講座⑤ 

    神奈川県公立小学校校長会定期総会研究大

会〔伊勢原〕 

2.24  総括教諭等学校運営推進者連絡会③ 

    横須賀市立学校食育担当者会② 

 

3. 1  高校卒業式 

    支援教育研修講座⑩ 

3. 2  教科書給与事務後期転学分報告締切 

3. 6  中学校校長会 

3. 7  小学校校長会 

3.10  中学校卒業式 

3.14  大楠幼稚園卒園式 

    ろう学校卒業式 

3.15  諏訪幼稚園卒園式 

    養護学校卒業式 

    給食終了 

3.16  小学校卒業式（5～8部会） 

    生徒指導担当者研修講座⑪ 

3.17  小学校卒業式（1～4部会） 

3.24  修了式 

3.26  学年末休業開始 

3.31  退職辞令交付 

 

 

2. 8  ICT担当者会 

2.14  初任者研修講座⑮ 

2.15  校務情報化研修②－1,2 

    研究所オープンデー 

    パワーアップ研修（達人シリーズ） 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

2.17  校務情報化研修②－3,4 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

    よこすか教師塾⑪ 

2.21  校務情報化研修②－5,6 

    県教育研究所連盟研究協議会 教育相

談・支援教育部会（二宮町町民センター） 

2.22  校務情報化研修②－7,8 

2.28  学校情報化推進部会④－1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 1  学校情報化推進部会③－2 

    長期研修員研究発表会 

3. 3  研究所オープンデー 

    パワーアップ研修（英語シリーズ） 

    よこすか教師塾⑫（閉講式） 

3. 7  初任者研修講座⑯ 
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安保関連法をめぐり武力行使 3要件を

明記させるなど、政府への配慮が目立

つ。 

 3.27  栃木県那須町のスキー場で登山講習

会に参加した高校生らが雪崩に遭い、

県立大田原高校の生徒 7 人を含む生

徒・教員 8人が死亡。 

     改正義務教育標準法が参院本会議で

全会一致で可決･成立。通級指導などが

基礎定数に。 

 3.29  文科省の専門家会議、全国学力・学

習状況調査（全国学力テスト）で 19

年度から 3年に 1 回、中 3 対象に「英

語」を実施するとの報告書をまとめる。 

 3.31  文科省、小学校と中学校、特別支援

学校（小中学部）の次期学習指導要領

を正式に告示。不満の声を受けて「鎖

国」や「聖徳太子」などの名称が一転

して復活。 

     改正日本学生支援機構法が参院本会

議で全会一致で可決・成立。給付型奨

学金が実現へ。 
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